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3.文法

概説

湯湾方言の動詞 kakjun (書 く)を分析して

示すと，次の通りになる。

kakj u n 

語基 語幹派生接尾辞語尾

湯湾方言も含めて，奄美・沖縄方言の動詞の

語形変化には，次の二種類がある。

(1) 語幹派生接尾辞の交替

(2) 語尾の交替

まず，語幹派生接尾辞の交替では，次の諸形

式が派生される。基本となる kakjunも合わせ

示しておく 。

kakjun (書く。基本)

katSe:n (書いてある。既存)

kaも，San (書いた。完了)

katSun (書いている。継続)

すなわち， u "れ， a， U2 の語幹派生接尾辞

kaも.Jura-n (書いていない)

条件形， kakaba (書かば)

katSuraba(書いてい るならば)

条件形2 kakl"ba (書けば)

katSubba (書いていれば)

命令形 kaki (書け)

katSur:l (書いておれ)

連用形 kaki-jassan (書きやすい)

katSu i-jassan (書いていやすい)

終止形， kakj un (書 く)

kaもJun(書いている )

終止形2 kakjui (書 く)

katSu i (書いている)

連体形
? 

kakjunーもJu(書 く人)
手

katSunーもJu(書いている人)

推量形 kakjuro: (書くだろう)

の交替によって， I基本J I既存J I完了J r ka tS u r 0 : (書いているだろ う)

継続j の諸アスペクトが表わされるようになる 上記語形変化の方法をみると， 語基+語幹派

( u" U 2はそれぞれ kakjun，katSunの語幹 生接尾辞で語幹を形成し，そ の語幹に語尾が結

派生接尾辞を示す。また，これら語幹派生接尾 合して活用形を構成していること がわかる。す

辞の本当の形，いわゆる baseformはそれぞ なわち，次頁の表の通り 。

れ u，r，e:r， ar， U2rで，上記の形は環境に 従って， katSe: n， katSanも katSe:，katSa 

よる異形である)。 が語幹となって nの部分で諸種の語尾交替を

上記 4形式は各々がまた語尾交替を起こす。 起こすことになる。

その語尾交替が起こると，次の諸活用形が構成 上記の分析か らもわかるように，語基には

される。 kakjunとkatSunを例にとって， 学 kak， kakj， katSの3形があらわれる が，kak 

校文法の活用形と比較対照しやすい活用形のみ が baseformで他はその異形である。

を示す。接続する接辞はーで示す。 また， kak語幹と kakju，r語幹は通時的な

志向形 kako: (書こう)

ka tSur 0: (書いていよ う

未然形 kaka-n (書かない)

成立過程は異にするが，共時的には共に「基本J

を表わす。詳し くは「動詞の活用Jで述べる 。

以上が奄美 ・沖縄方言の動詞構造である。
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活用形

語幹

語基 語幹派生接尾辞 語尾

kak 
。:(志向形) a (未然形)aba (条件形 1) 

ーiba(条件形 2) i (命令形) i I (連用形)

kakj U 1 r (注)
n 1 (終止形 1) i2 (終止形2) n 2 (連体形)

o : (推量形)

katJ U2 r (注)

。:(志向形)a (未然形) aba (条件形 1) 

ba (条件形2) 正(命令形) i I (連用形)

n 1 (終止形 1) ii終止形 2) n 2 (連体形)

0: (推量形)

次に，湯湾方言の動詞の活用で特徴的なこと

は，終止形に kakjun，kakjui両形が用いられ

ていることである。両者は意味・用法において

微妙な差異を示す。

kakjun (書く)仔)文の動作主の動作意志が認

められると話し手が判断し

た場合に用いる。

(ロ)非習慣的・個別的な動作の

表現

村主観性の強し、表現

kak.iui (書く)研)文の動作主の動作意志の有

無には着目しない o

(0)習慣的・一般的な動作の表

現

付動作の客観的な表現

古仁屋方言でも kakjum，kakjur (書 く)が用

いられていて，両者における意味・用法は，湯

湾方言よりも比較的明瞭である。

形容詞の活用で特徴的なことは， ク活，シク

活の区別が存していることである。ク活，シク

活は-sa:n語尾であるか-Ia:n語尾であるか

によって区別されている。

ク活， ta:sa:n (高い)hajasa:n (早い)

nagasa: n (長u、)

シク活， sidaIa:n (涼しし、)つiIugaIa:n

(忙しい)mi dz 'i ra I a : n (珍しい)

奄美・沖縄方言の動詞の活用形はkak語幹を

軸として成立する活用形(単純形式)以外はす

べて派生構造形式(語基+語幹派生接尾辞+語

尾)である。

この動詞の単純形式及び派生形式に諸種の助

動詞が接続して構成する複合形式にも，一定の

構造がある 。その構造は次の通りである 。

願望
単純形式 | 

動詞( )一使役一受身 -1容易
複合形式 | 

困難

一尊敬一様子一ていねいーみとめ方(

肯定 、
)一時制一語尾

否定'
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湯湾方言の助動詞は次の通りである。

Jun (す。使役) r・in(れる。 受身・可能)

tJ asa: n (たし、。願望) jassa:n (しやす

U 、b 容易)

guruJ a: n (しにくし、。困難) nJ 0: j un ( 

しなさる。尊敬)tJagisa:n(しそうだ。様

子)won (です。ます。ていねい) n， ne:-

nu (ない。否定)凶:n (仮想，非時)

tan (た。時)

これらの助動詞が上記構造に従って具体的に承

接していく方法は「派生・複合形式の内部構造J

湯湾方言

動詞の活用

の頃で詳述する。

この複合形式における構成要素の配列構造は

先島方言の中にもほぼ同じように認められる。

従って，上記構造は琉球方言動詞述語の構造と

称してもよい。

注， r語幹派生接尾辞十語尾Jに際し，次のよ
うな音韻交替が起こる。 J

-r+n→-n 

-r+i→ー i

- r +ba→-Qba 

「書くJを含めて，約 35語の動詞の語形変

1 .湯湾方言の動詞語形変化の諸形式と活用形 化を調査し，それらの諸形式を比較考察した結

湯湾方言の動詞語形変化の諸形式を， r書くj 果，たとえば， r書く jで例示すると，次のよ

を例にとって示すと，次の通りである。例は最 うな諸形式が活用形と認定される。活用形の前

少必要限度にとどめる。 後に接する形式は( )に入れる。

kako: (書こう) kaka Jun (書かす)

kakaba (書かば) kak向。:， kakiba ( 

書けば) kak~ (書け，命令) kakuna 
(書くな，禁止) kaku gadi: (書くまで)

kaki も，Sasa:n(書きたい) kakja gana: 

(書きながら) kakj un (書く)

kakjui (書く) kakjun tJL(書く人)

d 3 i: d u kak j u r u (字ぞ書く) kakjuro: 

(書くだろう) kakju mi (書くか)

kakjud do: (書く ぞ) katSi kkara 

?ikjo: (書いてから行こう) kaもJe: ra 

ワikj 0: (書いてから行こう) katJ百:n 

(書いてある) ka可証:i (書いである)

katSan (書いた) katSa (書いた)

ka tSun (書いている) ka tJ u i (書いてい

る)

志向形 kako: 未然形 kaka( Jun) 

条件形 1 kakaba 条件形 2 kakIbo:， 

kakIba 命令形 kaki 禁止形 kakuna

限界形 kaku( gadi :) 連用形 kaki

( tJ a sa: n) 同時形 kakja( gana:) 

終止形 1 kakjun 終止形2 kakj ui 連

体形 kakjun(L11) 係結形 (d3i:du)

kakjuru 推量形 kakjuro: 準体形

kakj u (m i ) 強調形 kakj ud ( do : ) 

接続形 1 katSi (kkara) 接続形2katJ e :-

ra (?ikjo:) 

「書 くJの語形変化の諸形式中，上記活用形

と同列の活用形と認定しがたいものとして，次

のような諸形式が残る。

ka tJ e : n (書いである，以下「既存d とす

る)

ー 守ら一



katS e: i (書いである。以下「既存2J とす

る)

kaも，San (書いた，以下「完了d とする)

katS a (書いた。以下「完了2Jとする)

katSun (書いている，以下「継続d とする)

katSu i (書いている。以下「継続2Jとする)

これらの諸形式は「書く」の語基 kak に語幹

派生接尾辞が結合して派生語幹を形成し，この

派生語幹に，更に語尾(上記の場合は終止形語

尾)が結合して成立した派生形式である。これ

らの諸形式は kakjun(書く)と同様，更に活

用する。以下，活用形と派生形式との違いにつ

いて述べる。

奄美・沖縄方言の動詞の活用は先島方言(宮

古・八重山)のそれに比較して，多少複雑をき

わめる。しかしその内部構造を仔細に分析・

検討し，体系化してみると，かなり整然たる法

則が見い出される。結論を先に示すと，その内

部構造は「語基+語幹派生接尾辞+語尾Jと記

述することができる。語基+語幹派生接尾辞で

語幹が構成され，その語幹派生接尾辞の交替に

よって，諸アスペクトが表現される。次に，語

幹+語尾で各活用形が構成されて，そこで動詞

の活用は一応成立をみるものと解される。

以上は奄美・沖縄方言の動詞活用の構造につ

いての略述であるが，奄美・沖縄方言の動詞の

終止形，湯湾方言の例で示せば kakjun，

kakjui (書く)も厳密な意味では派生形式と

解すべきものであり，従って，その語尾が交替

して形成される連体形，係結形，準体形，強調

形も派生形式とみなされうるものである。

kakjun， kakjuiをも含めた上記派生形式を前

述した内部構造によって分析すると，次の通り

になる 。語幹派生接尾辞の表わすアスペク卜を

)の中に入れて示す。
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語基 語幹派生接尾辞 語尾

kakj u 1 (基本) nまたは l

kaもJ 話: (既存) nまたは i

katS a (完了) nまたはゼロ

ka tS u 2 (継続) nまたは i

上記分析からもわかるように，終止形 kakjun

kakjui (書く)の語幹派生接尾辞 U1 の表わ

すアスペクトは「基本」であると解するが， こ

れについては後でもう少し詳しく述べたい。

上記派生形式を語基の方から検討してみると

U 1 (基本)語幹派生接尾辞の前には kakjと

いう語基があらわれる。先に認定した湯湾方言

の活用形でいえば，終止形，連体形，係結形，

準体形，強調形の各活用形がこの語基を共有し

ていることになる。この語基(kak j )を「連用

語基J，連用語基に U1 語幹派生接尾辞が結合

して成立する語幹 (kakju)を「連用派生語幹J

と称する。この語基・語幹に「連用」を冠する

のは，この語基・語幹が従来説かれてきている

ように， r書き(連用形)+居り」の融合過程
から形成されたものであるとみるからである。

次に， e: (既存)・ a(完了)・ U2 (継続)

語幹派生接尾辞の前には kaばという語基があら

われる。この語基を「音便語基J，音便語基に

e :. a・U2語幹派生接尾辞が結合して成立す

る katje:・katSa'katjuの語幹を「音便派生

語幹Jと称する。この語基・語幹に「音便」を

冠するのも，これらの語幹の成立がそれぞれ「

書きでありJ r書きたりJr書きて居り jに関

連するものとして従来説かれてきており，語基

katSは「書きてjの融合過程から形成されたも

のであるとみるからである。

接続形 katj i， ka tj e : r aはこの音便語基katj

に iまたは e: raが結合して形成されたものであ

るが，この iまたは e: raを語幹派生接尾辞とみ



るか，語尾とみるか問題である。現在のところ筆者は

これを語幹派生接尾辞であると同時に語尾でも

あると解している。すなわち， katSi， katSe:-

raは語幹であると|司時にまた活用形で、もある

とみる。これの表わすアスペク卜は「のちどきJ

である。

以上は派生語幹であるが， これに対して「基

本語基語幹」がある。先に認定した湯湾方言の

活用形でいえば，志向形，未然形，条件形ぃ

条件形2 ，命令形，禁止形，限界形，連用形，

同時形の各活用形が共有する kakという語幹で

ある 。これは語幹派生接尾辞が結合していない

語幹である。従って， kakはそれ自身でまた語

基でもある。故に kakは語基語幹である。 こ

の語基語幹は語幹派生接尾辞が結合しないとい

う点と，それゆえに， アスペクトにおいては無

色の状態にあるという点で，他の「既存JI完了j

「継続」に対しては，これこそまさに「基本J

の名にあたいするものである。また，奄美・沖

縄方言の動詞において真に単純形式と呼ベうる

ものは， この語基語幹を軸として成立する活用

形のみである。ここでは kakを語基としては

「基本語基J，語幹としては「基本語基語幹」

と称しておく。基本語基語幹が派生語幹の表わ

す「既存J I完了J I継続j に対して「基本J

であるとするならば，連用派生語幹も「基本」

であるというのはどういうことであるのかとい

う問題もあるが，これについては後述する。

以上述べてきた語基・語幹どうし及び語基と

語幹との相互関係を改めて整理して示すと，次

の通りになる。

活用形

語幹

語基 語幹派生接尾辞 語尾

kak ーゼロ(基本)

〔基本語基J C基本語基語幹〕

kakj - u 1 (基本) - nまたは 1
〔連用語基J C連用派生語幹〕

iまたは e:ra (のちどち)
〔音便派生語幹J

ぷ:(既存) - nまたは I
〔音便派生語幹〕

a (完了) - nまたはゼロ
〔音便派生語幹〕

U 2 (継続) -- nまたは i
〔音便派生語幹〕

「書く」の語基に kak，kakj， ka可の三種が

あるように見られるが，真の語基は kakで，

kakj ka tSはこれの環境による異形である。

すなわち， kakは Ul語幹派生接尾辞と結合す

る際は kakjとなり， i.話:・ a・U2 語幹

派生接尾辞と結合する際には kaばという形を

とる。

さて，活用形と派生形式との違いであるが，

まず，活用形について述べる 。先に湯湾方言で

活用形と認定したものは，語幹に，正確には基

本語基語幹 kakと連用派生語幹 kakju に各種

の語尾が結合して成立した諸形式のことであり，

これらをここでは活用形と認定したのである。

志向形から同時形までは基本語基語幹 kakを軸

に成立した活用形であり，終止形から強調形ま

では連用派生語幹 kakjuを軸として成立した活

用形である。接続形だけは特殊で，これは音便

派生語幹から成立している。そしてこれらの活
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用形の代表となる終止形は連用派生語幹を軸と

して成立する kakj unである。この終止形と並

置されるのが他の派生形式 ka tS e : n ， ka tS a n ， 

katS u nで kak.iunを「基本jの終止形とする

ならば，これらはそれぞれ「既存J I完了J I 

継続」の終止形ということになる 。従って，こ

れらも kakj unとほぼ平行的に活用していく(

詳しくは「派生形式 katSunの活用j の項参照)

では，基本語基語幹を「基本Jとみるならば

連用派生語幹も「基本j であるとみるのはなぜ

かということである。もともとこの両語幹は別

々のアスペクトを表わしていたものと解される。

結論から先に述べると，基本語基語幹こそ真の

「基本jであり，連用派生語幹はもと「進行J

を表わしていたものと解される。これは基本語

基語幹と連用派生語とで形成される同じ活用形

を比較すれば， きわめて明瞭になる。たとえば

筆者の方言である沖縄本島本部町瀬底方言では

基本語基語幹・連用派生語幹の両方で条件形と

係結形が形成される。 Lイ)は基本語基語幹を軸と

して成立する活用形，炉)は連用派生語幹を軸と

して成立する活用形である。

条件形 (竹 d3i: hakaba S imu sa (字を書く

ならばよし、)

(ロ!)d3i: hakuraba Simusa (字を

書き つつあるのならよい)

speake rでさえ気づかないのが実情である 。

これはなにに起因しているかと言えば，やはり

最も大きな要因は，基本語基語幹を軸として成

立する活用形と連用派生語幹を軸として成立す

る活用形とが平行して存していないところにあ

る。たとえば，上記瀬底方言の条件形，係結形

の場合のように，両語幹を軸として成立する活

用形が全く平行して存しておれば，あるいは少

くとも終止形だけでも平行的に存するならば，

一方が「基本jであり，他方が「進行Jを表わ

しているということはきわめて明確に認知でき

たはずである。しかし，実際には奄美・沖縄方

言のほとんどがそうではなく，むしろ基本語基

語幹と連用派生語幹とが相補う形で動詞の活用

を成立させているのである。瀬底方言の場合も

k記 2形のみが平行して存しているだけで，他

は相補う形をとっている。これが連用派生語幹

の表わす「進行j のアスペクトを稀薄にせしめ

あるいは失なわせる大きな要因となっているの

である。

基本語基語幹を軸として成立する活用形と連

用派生語幹を軸として成立する活用形の中でひ

とつでも平行的に存在し， しかも後者の活用形

に「進行j というアスペクトが認められるので

あれば，基本語基語幹系列の活用形と連用派生

語幹系列の活用形とは厳密に区別して記述すベ

係結形 的 nu: ga haku: (なぜ書くのか) きものであるかも知れない。筆者は以前そうい

(吋 nu: ga hakuru (なぜ書きつつ う記述方法をとっていた。しかし，そうすれば

あるのか) 平行的に存しない活用形の場合，たとえば、終止

(吋の活用形には明らかに「進行Jの意が認めら 形の場合「書きつつあるj とすると nat ive 

れる。 speakerの意識と合致しなくなる。 他方，平

以上のように nati ve speakerが深く内省 行的に存する活用形でも，全く同じ意味を表わ

し，よく観察すれば，連用派生語幹が「進行j すものと記述すれば， これも正確な記述とはい

を表わしていることは直ちに認知しえるもので えない。この基本語基語幹と連用派生語幹にお

あるが， しかし， 日常の言語生活では native ける以上のような問題は奄美・沖縄方言の動詞

。J
勺

i



活用体系がなんらかの形で統一整備されていく

その過渡期の状態から生じてきているものと解

される。

以上のような問題を有しながらも， ここでは

一応基本語基語幹・連用派生語幹は他の「既存」

「完了J r継続Jに対しては，両語幹共に「基
本Jであると記述しておく 。

基本語基語幹 kak，連用派生語幹 kakjuは音

形は違っていても，共に「基本」を表わすため

に， この両語幹でもってはじめて他の語幹，た

とえば音便派生語幹 katJu(継続)の持つ機能

と同等の機能を発揮する。すなわち， kak， 

kakjuを軸として成立する活用形と kaも，Juを軸

として成立する活用形とはほぼ平行的に存して

いる( r派生形式 katJunの活用Jの項参照)。
以上活用形について述べてきたが，活用形と

は前述した通り，語幹を軸として各種の語尾が

交替して成立した諸形式のことである。これに

対して，派生形式とは語基を軸として各種の語

幹派生接尾辞が交替して成立する諸形式のこと

である。

奄美・沖縄方言の動詞の語形変化には，語幹

派生接尾辞の交替と，語尾の交替とが含まれて

いる。

2. 活用体系

奄美・沖縄方言の動詞の活用を記述するにあ

たっての必要条件は，基本語基語幹と連用派生

語幹を軸として成立する「基本j の活用形を示

し，これを体系化することであ る。 残る「既存」

「完了J i継続j の活用はほぼ「基本j のそれ

にそって活用していくカミ らである。

第 1表は湯湾方言の基本語基語幹 kakと連用

派生語幹 kakjuを軸として成立する活用形を

整理・体系化して示したものであ る。以下，第

1表について説明する。

(1) 各活用形のワクは次の方法によって決定し

てある。

(の 全体(35語)の語形変化を比較して，

形とその表わす意味または職能が異なるも

のは別の活用形とする。

(ロ) 同形でも職能が明らかに異なるものは別

の活用形とした。また，形は違っていても

明らかに同じ意味または職能を表わすと解

されるものは同一活用形とした。

(訪 この表では活用形を不変化部と変化部とに

分析し，体系化しである。不変化部には語基

が，変化部には語幹派生接尾辞・語尾が相当

する。

(功 表では基本語基語幹を軸として成立する活

用形(不変化部 kak系列の活用形)と連用派

生語幹を軸として成立する活用形(不変化部

kakj系列の活用形)とがわかるように示し

た。また， r既存J i完了J i継続Jの派生
形式も位置づけてあるが，これはこれら の派

生形式を知る便宜のためである。体系化する

のであれば，縦に「基本」と並列して，終止

形だけでな く全活用形を配すべきである。

(母 活用形の名称、はその用法・職能があらゆる

角度から明確にされるまでは数で番号を付し

た方が望ましいのかも知れないが，ここでは

さしあたって，現時点で明 らかであるそれら

の用法・職能の一部をと って便宜的に名称を

与えることにした。また，活用形の配列も，

学校文法の配列順に従いつつ，その前後にほ

ぼ同形の活用形を配置したという程度である。

但し， i既存J i完了J i継続j の派生形式

は右端の末尾に位置づけることにした。

(5) 活用の分類は次の方法による。

(イ) 変化部の交替の仕方
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わ) 不変化の末尾子音の違い

その結果，活用の種類は大きく l・Hのふた

つに分類される。 i来る」とそれ以外の動詞

というこ分である。詳細は「活用の種類」の

項で述べる。

(6) 表示するにあたっては，楼音はN，促音は

Qで統一しである。また，変化部が長音であ

る時，すなわち不変化部の末尾音が母音で，

それと結合する変化部の頭音が，その不変化

部の末尾音と同音である場合，変化部は長音

となるが，このような場合， C: Jと表示せず，

直前の母音と同じ形で表示した。

。)表中の i"J記号は最上段の「書くJの変
化部に同じという意味。 i-J記号は変化部

がゼロで，不変化部が直ちに接辞に接してい

くことを意味する。 iムJ記号は今回の調査

でその活用形が見い出しえなかったもの。そ

の中には動詞本来の性質としてその活用形を

有しえないと思われるもの，たとえば， ?an 

(有る)の志向形なども含まれているが，あ

るいは時間をかけて調査すれば，見い出しう

るものも含まれている。たとえば ?an(有る)

の同時形など。

3.活用形

3. 1. 志向形

ある動作を行なう方向へ意識が向けられる時

に用いられる。その際，相手にIRJ意を求めたり

また相手を勧誘す ξ意を含めたりする場合もある。

mad3in d3i: kako: ja (一緒に字を書こう

よ)

kaburaba ts~r~ti ?ikjo: (被れば.つれて

し、こう)

wanu m mad3 i {) kamo: (私も一緒に食べよ

う)

ワami nu Fubba ja j amIro: (雨が降れば

やめよう)

ku r i t u r 0: j e: (これ取ろうね)

wa{) ga turo: .10 (私が取るよ)

つatI a: ko: j e: (明日来ょうね)

この活用形の変化部は各動調ですべて [0:J 

の形をとっている。

志向形は基本語基語幹を軸として成立する。

ワik.iun(行く) Iinjun (死ぬ)凶 jun(切

る)mj un (見る)品bijun(結ぶ)の志向形

は音形は連用語基を軸として成立しているかの

ようにみえる。しかし，音形は連用語基にみえ

ても，これは連用語基ではなく，基本語基の変

化したもの(基本語基の異形)であろう。その

変化は基本語基末尾子音の口蓋化としてあらわ

れているが，湯湾方言では子音の口蓋化現象は

あるていどみられる F

もJikj ara (力) tIi k j a sa : n (近い)

nigjasa:n (苦い)

また，この基本語基の異形化には連用語基への

類推も働いているものと解される。

ka u j un (買う)の志向形も特殊な形を示し

ているが，これについては「活用の種類」の項

で述べる。

?an (有る)の志向形は用いられない。

3.2 未然形

この活用形の職能は次の通り。

kur・1・ wa{)ga kako: je (これ私が書こう ね) (1) I un (する。使役)に接続する。

kuri wa{) ga kako: (これ私が書こう)

kuri ja wa!) ga kako: kai (これは私が書

こうか)

d3i: juma Iun (字を読ます)

Siken川 kiraSun (試験を受けさせる)

d3i: kaka Sun (字を書かす)

-81 -



第 1表 湯湾方言動詞活用体系

分 動 人-不\変化\変音化~剖i|BI 形山向T 未 ン担吋、 〆ノ什交、 命 本アヲ主て 日艮 連 同 終 終 連 係 推 準 強 接 接 既 既 とア士乙， Yef乙二P 継 継
然 件 {牛 メτ1λ 止 界 用 5寺 止 止 体 結 量 '体 調 続 続

類 詞 形 形1 形2 形 形 形 形 形 形1 形2 形 形 形 形 形 形1 形2 存1 存2 了1 了2 続 1 続2

kak 。: a aba ibo 
O.iba 1 una u 

1 書 く kakj a uN Ul uN uru uro! u uQ 

kaもJ 1 e:ra e!N e: 1 aN a uN Ul 

ワik ff 

" " 
ff !f fI 

1イ 行 く ?ikj ff ff n fI 

" ff " " " " ff 
ワid3 n ff " " " " If If 

kug " If !! 
1/ 

" " fI If 

" 2 漕 ぐ kugj 11 

" " " " " " " 
kud3 11 If fI " " " fI " 

" kuQs " ff 11 /1 " " " 3 殺 す kuQJ " 
fI 

" " " " " " " 
kuQもJ

" " " u " If " " 
ta t " " " " 
ta ts " I! " 4 :fL ノコ I! 

ta tJ " " If " " " " " " 円高J
l竺

" " " " !! " " " 
tub " !f " 

ff 

" " 
11 " " 

5 飛 ぶ tubj " " 11 " " " f! 11 

tud 
" " " ff tI " " " 

Jin ff 

Nbo: 
トIna N N 

ら 死 ぬ Nba 
J i nj /f 

" " " " " " " !I " If 
Jid3 

" !I " " f! " " " 一
JUill " " fI " Nbo! 

ートー一一

JU Nna N N 
Nba 

JUillJ " !I ff !I 11 " !! " 
jud f! 11 " " " fI " " ←一

tur " " If " 
tu Qbo: 

Nna Q " 1. 1 I.1.1 Qba 
十一一一一 ト一一

tUJ " " " !I " " " 
!f 

tut ff !! " !I 11 " " " 
fI 11 ff " 

nibu 一奇QEb5a: Nna Q fI 

8ロ 眠 る ヤ~一一一一ト一一一一 ト一一
n 1

0

bu j " fI fI " fI " " " 
nib (F)ut 

ト一一一
fI 11 " ff fI " " " 
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，--

k1r " 
k1 Qbo: 

Nna Q " 8ノ九 切 る Qba 

ピij 
" " If " " " " " " " " 

wi tJ " " " " " " " " 
ロ11r " 
ロ11 QQbba o: Nna Q " 

8ニ 見 る ロ11J 
" " " " " 

mJ a: a! 
" " " !I 

mi tJ 
" " " " " " " " 

ばlb " " 
kllb i 

Qbo: 
Nna Q 

8ホ 結 ぶ
Qba 

kllb i j 
" " " " " " " " " " " 

kllb(S) i tS " " " " " " " " 
Slr " " " " 

8へ す る Sl hQ Eba E: Nna Q 

" " " " " " " " " " " " " " " " " 
he!r " " 11 " 
h石: Q白石ba o: Nna Q 

8ト 起きる
he! j " " " " " " " " 
hる:t ツF " " " " " " " 
?ar ム ム

" " 
1 有 る ?a 

Qbo: 
ム Q 

" ム N 1 N ム ro! Q 
Qba 

ど主?a t " " ム
ム ム ム ム

1.1.2 
wur " " " 

/1 
} 

wu QQbba o: Nna Q " N 1 N ム ro! Q 
2 居 る

wUJ " ム 」
wut " " ム ム ム ム ム

tSl Nm " " " " " " 1 " " 1.1.3 包 む tsl NロlJ " " " " " " " " 
ts.i N d " " " " " " " " 
waraw " " " 
羽rar a!Qbo: aiQbo a1 i!na au e: 

1 笑 つ a:ba 
e: Qbo 
aiba 

waraJ " " " " " " " " 
warat " " " " 11 n " " J.._ー
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kaw " " 
I. 2 ka Il Y y Qbb a oz uNna " 

2 員 つ kaur !f " " 
買 kauj fI " ff !I " " fI fI 

kaut " " I! " " 
If fI If 

?i " !f 

3 宅E三~ つ ?J If a! a:ba uu子:bEa己a u!na u! a! " " " " " 11 If 

?i可 ff " If " " " " " 
k fI 。: u:ba 。: u!na u: i: 

日 来 る kj a! u:N u! 1 u!N u!ru u: ro: u! If 

" " !I 11 " " " " 
r1 N gad-l-: もJasa:N gana: もfu mi(か)do: 

接続する主な接辞 (れる) (まで) (-したい) (ながら) (人) taN I (ぞ)

SuN tSagIsa : N gaも，Jina : (-した)

(する) (.-しそうだ)(ながら) te: N 

N guriSa :N (--した

(否定) (-しにくい)
にちが
いない)

Nna J a Q sa N 

(ー要投) (-しやすい)

。ja: (に)
ja (は)

n (も)

b石:i 

(ばかり)

月4~ 



k u r 1 ? u t u t u n k a ka s 0: j a (これ弟に書

かそうね)

?山 ja Fωnも，{ukaka ωja  (それは

他の人に書かそうね)

(2) rIn (れる，受身・可能)に接する

もJtn t a mm a r J" n (人に頼まれる)
kurI Ji kaka rIn (これで書くことができ

る)

warabi nin warawa rI sIga (子供にも笑

われる)

Fum'iも，Ji sIra ran (暑くてかなわない)

FumIぱiは FumitJiになる場合もある。

(3) n (ない，否定)に接する。

nan nja ka吋in wan na kaka n do: 

(あなたは書いても私は書かないぞ)

tu t inワant(uja kaka n do: (とてもあの

人は書かないぞ)

?ura had3imu ja kaka n tSi ?itJuti nuga 

kakju ssuga na (お前ははじめは書かない

と言っていたが， どうし

て書けるのになあ)

kuttJe: ?ikja n (殺してはいけない)

kurl ja na ga kaka mba ?ikja n 

(これはあなたが書かなければいけない)

?ikja n tam mun d3a ja: (行かないのだ

ね)

k u r.l n wa: r a n ne: n I u t"i n u: g a wa: j u i 

(これもわからなくてなにがわかるか)

miもIambam wa.:ra n (見たけれども，わ

からない)

wunagu nu Si:kijum mun ?ura ja Ii:ki-

j a n na (女ができるのにおまえはできない

のか)

midzi n numa n na (水も飲まないか)

ワuraja ko: n ta (おまえは来なかった)

nama gad'i・:mattIutig ko: n (今まで待

っても来ない)

(心 nna (要求)に接する。

nnaはもともと i-しないか」と相手に尋ね

る意があったが，やがて i-してくれJという

要求を表わすようになり，時には軽い命令の意

も表わすようになっている。

ワurag a kaka nna (おまえが書いてくれ)

?ura 9 kawa nna (おまえも買いなさい)

ka吋iku r i r a nn a (書いてくれ)

ワuraja ji :Fun kangi: ra nna (おまえは

よく考えなさい)

kag ko: nna (ここへ来なさい)

未然形の変化部は，各動詞で次のようにあら

われる。

(0); (s) 

(a: ] ; (い1.1の 8ニ)(ト 2の3) 

( aJ 上記以外の動詞類

未然形も基本語基語幹を軸として成立する。

そして志向形同様?ikjun (行く )I i njun ( 

死ぬ)lli j un (切る)mj un (見る)山bi jun 

(結ぶ)ではそれらの未然形は基本語基の異形

を軸として成立している。

kau jun (買う)の未然形は Iun(使役)

rin (受身・可能)に接する時は kawaで n

(否定)， nna (要求)に接する時は kaura

である。I<auraについては「活用の種類Jの項

で述べる。

? an (有る)の未然形は見い出しえなかった。

3.3 条件形 1

仮定条件を表わす。

wan ga kakabaワur a j a m i r i j 0 : (fLが

書かばおまえは見なさい)

ka b u r a b a t s"i r i t iソikj 0: (被らば連れて

し、こう)

「

h
doo 



nao ga kakiba ja jitも，Jamban (あなたがつuraga ka:ba ja wan na ba: (おまえが

書いたらよいのに)買わば私はいや)

kuma nao kakiba jaワikjan do= wa r a : b b 0: j i t tJ a n (笑わばよい)

に書いたらいけないぞ)

(おま

kak ibo: j i t tJ an (書けばよい)

?ura ga waraiba ja llur・1・juddo: 

えば笑えば、あげよう)

(彼が来れ

ばわかる)

ワaggaku: ba ja wa: jum mun 

変化部は各動詞で次の通り つ

ware: bo: j i ttJam bam (笑えばよい)

ワuttujatin wubba ja tliri・tiko:nna 

(弟でも居たらつれてきなさい)

c u: ba J : ( n ) 

〔主役。:J;( 1.2の 1) 
C a: ba J ; ( 1. 2の 3) 

ganJi ?itJinwasIrIbba ja tadaIIi: ja 

ワukan(こんなに言って忘れでもしたらただで

J ;上記以外の動詞類

1. 2の 1wara jun (笑う)に wara:bbo:，

wara: baの両形があらわれるのが特徴的であ

aba 

はおかない)の形は各る。次の条件形2 では，_bo: ， --ba 

動詞で整然と併用されているが， (今立てば問

に合う)

(雨が降れば

nama tats"iba ja maniutJun では

warajunだけにあらわれる。あるいは，もとこ

の条件形I にもこの両形は併用されていたが，

条件形1

ワaminu Fubba ja jamIro: 

やめよう)--bo:の形は次第に用いられなくなり ，

(私も行wanu nワikibaつura0 ko: nna waraj un等の一部の動詞にその痕跡をとどめて

くからおまえも来なさい)

(海な。umiokj a: ヮikl b 0 : j u r u s a n d 0 : 
どへ行ったら許さないぞ)

いるのかも知れない。この，_bo:と，_baは同

轍密に調査じ条件を表わすものとみているが，

用法上の違いが出るのかも知れない。すれば，

、、l
/

、、l
ノ
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i

の
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変化部は各動詞で次のようにあらわれる。

、、，，
J

n
H
U
 

，，.、、.，
 

別々 の活用形とすべき

ここでは条件形 2 と

してまとめておく。この--bo:は--baと深い

関係を有するであろうが，

さしあたって，

そうであるなら，

であるが，

もし，

( I. 2の 3) 
その成立過程は今の

ところ明らかにしえない。

条件形 l も基本語基語幹を軸として成立して

いるが，次の動詞類においてはその異形を軸と
8ハ，

8ト)

8ロ，

8へ，

(卜1.1の8イ，

8ホ，8ニ，
して成立している。

ワikjun(行く) J i n j un (死ぬ)ずijun

(切る)m jun (見る) ktb i jun (結ぶ) 2 ) 1. 1. 2の 1， 

;(1.1.1の 6，7 ) 〔ll;:〕
〔:t;:〕

条件形23.4 

;上記以外の動詞類

ハ
h
U
Q
U
 

確定条件を表わす

nao ga kakiba ja waO ga jumid do~ 

(あなたが書いたら私が読むぞ)



3.5 命令形

命令を表わす

?ura 9 a kaki (お前が書け)

kaki tJ asa: bba kaki (書きたければ書け)

?uma nan j i r i (ここへ坐れ)

?uja nu ?i: jun tu: i sIr"l (親の言う通り

にしなさし、)

d z a s s i 9 a j 0: d 3 i n s i r i_' t tJ e :つitJa

ssigana (だから用心しろと言ったのだが)

ka!) ko: (ここへ来い)

?are: nJo:r"i (洗って下さい)

tJ a: m iJ 0: r l' (お茶を召しあがって下さい)

変化部は各動詞で次のようにあらわれる。

[o:J (11) 

[ a 1" J ; ( 1. 2の 1) 

[ 'i J ;上記以外の動調類

kau jun (買う)の命令形 kaurIについては

後述する 。

3. 6 禁止形

禁止を表わす

kunna: d3 i kakuna j 0: (ここに字を書くな

よ)

U~ nu mun d3a!) kara tunna jo: (人のも

のだから取るなよ)

kbsa:tuTITIa(草を取るな)

ワa9 9 a d 3 i: ka tJ u b b a j a つabinna (彼が字

を書いている時は呼ぶな)

?ara!)kutu ja ju: na (うそをつくな)

変化部は各動詞で次のようにあらわれる。

[ i: na J (1.2の 1) 

[UNnaJ ; ( 1.2の 2) 

[ U: na J ; ( 1. 2の 3) ( 11 ) 

[NnaJ ; ( 1. 1.1の6，7，8イ， 8ロ， 8ハ，

8ニ， 8ホ， 8へ， 8卜)

(卜1.2の 2) 

[ una J ;上記以外の動詞類

kaujun (買う)の禁止形は kauruna→

kaunnaと成立したものである。語基 kaurに

ついては後述する 。

?an (有る)の禁止形はあらわれない。

3. 7 限界形

gadi_' (まで)に接続する

wa!) 9 a kaku 9 adi":ワuraja ko: n ta 

do: (私が書くまでおまえは来なかったぞ)

ts¥'ki nuワaga ggadi・:hatarakjun (月が

あがるまで働く)

変化部は各動詞で次のようにあらわれる。

C a u J ; ( [. 2の 1) 

[QJ ; (1.1.1の8イ， 8ロ， 8ハ， 8ニ，

8ホ， 8へ， 8ト)

( [，1.2の 1，2) 

C N J ; ( 1. 1.1の6，7 ) 

Cu:J ; ( 1.2の3) ( 11 ) 

C u J ;上記以外の動詞類

3， 8 連用形

職能は次の通り。

(1) もJasa:n(-したい)も，Jag l' s a: n (-し

そうだ) guriJa:n(-しにくい)

jassan ( -しやすい) nJ 0: j un (-し

なさる)等へ接する。

d3i: kaki tJasaja: (字を書きたいよ)

kuri ja wa!) ga kaki tJasa (これは私が

書きたい)

'7ama katJi ?iki tJag'isa:n (向こうへ行き

そうだ)

k u m a ka tJ i k i: tJ a 9 i s a : n (ここへ来そう

だ)

kun ti Ji ja d3i: nu kaki guruJa:n 

(この手で字が書きにくい)

kun t"i Ji ja d3i: ja kaki jassa: do: 
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(この手で字は書きやすいぞ)

d5i: kaki nSo: jun (字をお書きになる)

(2) 9 j a: (に) j a (は) n (も) be: i (ば

かり)等へ接する。

kaki gja ?ikjun (書きに行く)

d 5 i: ka k j a 9 a tS i n a: n a tS i d u w u b b a (字

を書きながら泣いているんだね)

変化部は各動詞で次の通り。

[a:J;( I.1.1の8ニ) ( I. 2の 3) ( D ) 

[ a J 上記以外の動詞類

? u r a 9 a t u i 9 i a FU n t 0 : (おまえが取るベ ワan(有る)の同時形は見い出しえなかった。

きだ) 同時形の不変化部も連用語基と形を全く同じく

d5i: ja jun na Sum bao kaki ja sura n 

do: (字は読みはしても書きはしないぞ)

jumi n sura mba kak i n sura n (読みも

しないが書きもしない)

jun na sura n nen kaki be:i Sun (読み

はしないが，書きばかりする)

(3) 次のような用法もある。

?id5aiもJLiI i:jabba(行ったり来たりす

る)

Futai harl.tai Si: jabba (降ったり晴れ

たりする)

変化部は各動詞で次のようにあらわれる。

[ .i J ; (1. 1. 3 ) 

[eJ; (1.2の 1) 

[uiJ; (1.2の 2) 

[NJ; (1.1.1の6，7 ) 

[ i: J; (II) 

[ i J ; 上記以外の動詞類

1. 1.1の8トhe: jun (起きる)においては

不変化部が直ちに接辞へ接していく。

3. 9 同時形

gana: (ながら) ga tSina: (ながら)に接

する。

d5 i: kakj a 9 ana: ( 9 a tSi na: ) kaggi:-

ro: (字を書きながら考えよう)

k a k j a 9 a tI i n a: j u d un (書 きながら読んでい

る)

ワaikjagaijina:jumun (歩きながら読む)

している。しかし，これも連用語基ではなく，

やはり基本語基の異形である。この活用形は「

kaki (連用形)+ j a (係助詞ハ)Jが融合し

たもので，本来は基本語基を軸として成立する

活用形なのである。 gatSina: (ながら)は共

通語の「がてらj に対応するもので， rながらJ

とは直接対応しない。

3.10 終止形1 終止形2

文の終止に用いられる。八重山の川平方言で

もふたつの終止形があらわれるが，湯湾方言で

も2形併用されている。湯湾方言だけでなく奄

美方言では一般にふたつの終止形が用いられて

いる。奄美方言におけるこのふたつの終止形は

一見同じ意味・用法を表わしているように見え

ながらも， しかしまた微妙に使い分けられてい

るらしいことが推察された。この違いについて

湯湾方言ではあまり明確になしえなかったが，

話者から次のような情報を得ることができた。

何日 kakjun(字を書く。 終止形 1 ) 

現に「字を書く」とし、う動作をみて確認した

場合に kakjunを用いる。

d 5 i: ka k .i u i (字を書く，終止形2 ) 

現に「字を書 く」という動作をみていなくて

も，一般的に言う場合に kakjuiを用いる。

瀬戸内町古仁屋方言ではこの違いがより明確

になる。当方言では次のように用いられている。

d 3 i: ka k j um (字を書く，終止形I ) 

(の「ある動作を行なうj という話し手の決意
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が含められる。

(ロ)非習慣的・個別的な動作の表現

村主観性の強い表現。

d3i: kakjur (字を書く ，終止形2

(の客観的な動作の表現

わ)習慣的・寸安的な動作の表現

付話し手の意志は含まない。

以上は四本武俊氏(81歳)の内省による情報

である。 終止形にふたつの形がある ということ

は，たとえば，客観的な事象を異なるふたつの

面か ら表現すること が可能のようである。 たと

えば， r太陽が沈むJことをふたつの終止形を
用いて表現すれば，次の通りになる。

t ida 9 aワir jum (終止形1 ) 

太陽が自分の意志で入る意が表現され，太陽

が擬人化される。

t i da gaワir ju r (終止形 2 ) 

太陽が沈むという客観的事実の表現。

以上は古仁屋方言の話者四本氏個人の内省に

よるものであるが，これがどれほどの客観性を

有しえるのかということについての調査はまだ

である。しかし，少な くとも両終止形の間には

微妙なニューアンスの違いがあるらしいという

ことは湯湾・古仁屋両方言の話者の内省からう

かがうことができる。但し， 日常の言語生活で

は両終止形はごく普通に同一文の中でも併用さ

れる。

さて，この終止形1 から強調形までの各活用

形は連用語基 kakまたは連用派生語幹 kakju

を軸として成立する。

湯湾方言における用例は次の通りであるの

同一文で終止形1 ・終止形 2 どちらも用いら

れる場合は後者は( )の中に入れて示す。

d 3 i: kakj un ( kak j u i ) (字を書く)

?ag ga kakjun (kakjui) (彼が書く)

ワa!)kwa ja honun jumba d3i: !) kakjun 

(kakjui)(あの子は本も読むし字も書く)

kaki g.ia ?ikjun (つikjui)(書きに行く)

wa!) ga ?ikjun (私が行く)

?uja tu mad3in ?ikjun (親と一緒に行く)

つariga ?ikjun tSuつiもJan (彼が行くと言

った)

wa: kja ja:もJimudujun (私達の家へ戻る)

ki n juda nu kar i jun (木の枝が枯れる)

midzI be: i numjun (水ばかり飲む)

sue: ja numjum bam hatarakkja: Sun 

(酒は飲むけれども働きはする)

na: s・'igutubui jo: (もうすぐ飛ぶよ)

haku ja ki.. Si tlikui (箱は木で作る)

hama nti ?asubjui (浜で遊ぶ)

?atu na:nもsti gg a: no: i (あとに一人だ
けが残る)

変化部は各動詞で次の通り。

[N， iJ (1.1.2の1， 2) 

[u:N，u:iJ; (ll) 

[uN，uiJ; 上記以外の動詞類

[ Jの中は前が終止形 1変化部で後が終止形2

変化部である。

3.11 連体形

体言に接する。またもJi:S i (ために) hadz i 

(はず )μda(問)kara (から，理由)等

に接する。

kakjum mun na nu:ga (書く ものはなにか)

d3i: kakju!) kutu ja jasuka mun (字を

書くのはやさしい)

d3i: kakjun tJi: Si dari ti (字を書くため

に疲れる)

wa!) ga kakjun i: da ja mattSuri jo: 

(私が書く問待っておれよ)

ヮagga kakjun hadzi (彼が書くはず)
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kuri j a waO ga kakj uo kara nan ja れる。

kaka ntin jitもJa do: (これは私が書くから

あなたは書かなくてよいよ)

kuri ja wag ga kakjuo kutu nu dikIjun 

(これは私が書くことができる)

na: jagat i kakjun turo: ja tan (もうや

がて書くところであった)

?uid3i ?ikjuO kutu nu dikijun (泳いで

行くことができる)

川前 ne:nSihatar比 jun前 jawuran 

(あの人のように働く人はいない)

hajaku tujun iju nu mun d3a (早く取る

人のものだ)

ワut u t u j a ? i t s i k j u: m m uO ka i (弟は

いつくるのかしら)

kuma nan ?am munui (ここにあるのか)

?ari:: ja: nan wum munui (彼は家に居る

かしら)

つarl・ ?ikjummuO kai (彼は行くかしら)

ワari 9 a t um 'i t um m un na nu: ka i (彼

がさがしているのはなにか)

wututui t(am mun darQ! (おとといきたん

だろう)

du (ぞ)の結びとなる。

?aも，Sadu kju! n (明日ぞ来る)

wan na d3 i: du katSun (私は字ぞ書く)

上記文例にもよく用いられているように，

kai (かしら)という助詞は体言を承けて

疑問文をつくる。

ku r i n u : U ka i (これはなにかしら)

kurI ta:muO kai (これは誰のものか

しら)

kuri kai ?arI kai duri kai (これ

かあれかどれか)

連体形の変化部は各動詞で次のようにあらわ

[NJ ; (1.1.2の 1，2) 

[u:NJ; (n) 

[uNJ ; 上記以外の動詞類

3.12 係結形

?ikjaSiSiga (どのようにして)とか

t agg a (誰が)等のような疑問詞または代名

詞の不定称の結びとなる。

?ikjaSiSiga d3i: ja kakjuru (どのよう

にして字は書くのか)

ワikjaSiSiga?ikjuru (どのようにして行

くのか)

?ura ja da: tSi gaワikjuru (おまえはどこ

へ行くのか)

kuri tag ga kakjuru (これは誰が書くの

か)

kun ワju: ja nIdan na ?ikjassa Suru 

(この魚は値段はいくらするのか)

da: naogjaつakkai (どこにあるのか。 ?ak

はワaruの ruが促音化している)

nan njaワikjaSS i ga ?ukurI taru (あなた

はどうして遅れたのか)

また，この係結形も du(ぞ)の結びとなる

tud3i nu k?inju du nahatabi Suru (妻は

昨日ぞナハへ旅立った)

この係結形の末尾音-ruは時には-rと発音

される場合がある。

連体形も係結形も du(ぞ)の結びとなると

ころから， もともとこの両形は同じ形ではなか

ったかと思われる。 kakjuru (書く・係結形)

→kakjun (書く・連体形)の変化を辿った可

能性がある。従って，もと連体形も kakjuru

だったのかも知れない。

この活用形の変化部は各動詞で次のようにあ

らわれる。
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[u:ru] ; (ll) [u:J; (II) 

[ uru J 上記以外の動詞類 [ u J ; 上記以外の動詞類

'? an (有る)wun (居る)では係結形は見 ワan(有る)wun (居る)では不変化部が

い出しえなかった。 直ちに接辞へ接していく。つatan(あった)

3.13 推量形 ?ate:n(あったにちがいない)wutan (居

推量を表わす た)wut語:n (居たにちがし、ない)

? ag ga kakjuro: (彼が書くでしょう) 3.15 強調形

つagga kakju taro: (彼が書いたでしょう) do: (ぞ)に接し，動作の意を強める。

k u r i j a ? a 9 9 a ka k j u r 0 : (これは彼が書

くだろう)

変化部は各動詞で次の通り 。

[u:ro:J; (II) 

[ u ro: J ; 上記以外の動詞類

3.14 準体形

kuri ?ag ga kakjud do: (これは彼が書く

ぞ)

wao ga kakj ud do: (私が書くぞ)

wag ga kugjud do: (私が漕ぐぞ)

ワututuja ja: nand3u wud do= (弟は家

に居るぞ)

職能は次の通り o wag ga mjud do= (私が見るぞ)

仕) mi (尋問)に接する。 つagan ワik"ibaja ?o:sa r'id do: (あそこ

nao ga kakju mJ." (あなたが書くか) へ行ったら叱られるぞ。助動詞「受身jの強調

nao ga ?ikju mi (あなたが行くか) 形)

ワuraja ?ikju mi ?ikja mi (おまえは行 変化部は各動詞で次の通り。

くか行かないか) [QJ ; (1.1.2の 1，2) 

ワuraja tuju m).' (おまえは取るか) [uQJ ;上記以外の動詞類

(勾 tan (過去)に接する。

ワarija d3i: kakju tan (彼は字を書きつ

つあった)

(① tゼ:n (仮想、)に接する

tゼ:nが接すると，常にその基底には「もし

~ならば」という仮定がこめられている。従っ

て，時には 1-したにちがし、ない」という意に

なる場合もある。

na: jagati kakjut話=n turo: j a tan (も

うやがて書くところであった)

(母 次のような用法もある。

FuttJu n warab'.i nつippaiwu ss'iga 

(大人も子供も沢山いますが)

変化部は各動詞で次の通り。

3.16 接続形 1 接続形 2

接続形 1 は共通語の 1-して」に対応し，接

続形2 は共通語の 1-してからJに対応する。

接続形1 の変化部は表では iに統一して示しで

あるが，実際には iと Xをゆれていて安定しな

い。すなわち同一語でも時には iと発音したり

1と発音したりする。たとえば，

kaもJiまたは ka可i(書いて)

tatthまたは tatもJi(立って)

?atJ."またはつat i (あって)

ts?1・ri t正または ts'iriti (つれて)

接続形2 は kakitekara (書きてから)→

katJikaraータ katJiharaータkatJi araー今

katJ e: raの変化を辿ったものと推定される。
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d 3 i: ka tSi ? i k j 0: (字を書いて行こう)

?are: waka tut i jusura n (彼は知ってい

て教えない)

?an tst: ja wakatuti jusuti k?urira n 

(あの人はわかっていて教えてくれない)

kju: du naha kara mudut1 t もi~n (今日
ナハから帰ってきた)

nahaワid3iko: je(ナハまで行って来よう

ね)

d3i: kaもIe:raワikj0: (字を書いてから行

こう)

この接続形以下の諸形式はすべて音便語基ま

たは音便語幹を軸として成立する諸形式で， r 

既存Jr完了Jr継続」の諸形式は活用するも
のである。接続形は語幹即活用形の特殊な構造

を有している。

kusa: ba tutan (草を取った)

na: he: ta kamo (もう起きたかも知れない)

tst muke: 9 a '?i d3an (人を迎えに行った)

ワinuOKLatta (犬にかまれた)

hab119Kurat ta (ハフずにかまれた)

tio kara ?otiti ttS?an (天から落ちてき

た)

j ambar u n ti m?ari tan (山原で生れた)

na: katS a kkamo (もう書いたかも知れない)

変化部は各動詞 CaN-，a)で違いはない。

ワan(有る)wun (居る)ではこの形は見

い出しえなかった。

3.19 継続 l 継続2

動作の継続を表わす。継続l と継続2 の用法

上の違いは，話者の内省によれば終止形1 と終

止形2 の違いとほぼ平行的であるとのことであ

変化部は各動詞で Ci (または i)， e:ra) る。

で違いは示さない。

3.17 既存 1 既存2

あることが既に行なわれて，その結果が存し

ていることを表わす。

既存 l と既存 2 の用法上の違いは終止形I と

終止形2 の違いと平行的であると推定されるが

次の「完了」と共に，これについての精密な調

査はまだである。

kuma nan d3 i: ka tS話:n ( ka可証:i ) (ここ

に字が書いである)

kusa: ba tut.e: n (草をとってある)

変化部は各動詞で〔話 :N，ゼ:i )で違いはな

し、。

ワa0 II w a j a d 3 i: kaも，Sun(katSui) (あの子
は字を書いている)

wanu 0 katSun ( kaもIu i ) (私も書いている)

d3 i: katSun ( kaぱui ) (字を書いている)

tωat“tもISU
でで、いる)

kusa: ba tutun (草を取っている)

na: hぷ tun(もう起きている)

na: hataratSun (もう働いている)

変化部は各動詞で CuN，ui) で変化はない。

?an (有る)wun (居る)の「継続jは見

い出し えなかった。

?an (有る)wun (居る)ではこの形は見 4.活用の種類

し、出しえなかった。 4.1 I. 1.1類

3.18 完了 1 完了 2 I.1.1類は，動詞によって多少異なるが，変

動作の完了を表わす。 化部が [0:， a， aba， i bo: i ba， i， una， 

nama d3 i: katS an ( katS a ) (今字を書いた ) u， i， a、uN，ui， uN， uru， uro:， u， 
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u Q， i， e: ra ，話 :N，話:i， a N， a， u N， 

u i Jとあらわれる動詞類である。

その下位分類した 1，...， 8までについて述べる

と， 1はいわゆるカ行四段動詞が所属する。

ha tarakj un (働く)等である。その力行四段

の中でも ?ikjun(行く)は少々違いを示す。

従ってこれを 1イと分類した。 2・3・4・5

は各々いわゆるガ行・サ行・タ行・パ行四段動

詞が所属する。 6・7は各々いわゆるナ行・マ

行四段動詞が属するが，条件形2，禁止形，限界

形，連用形において，変化部の頭音が Nになる

点で 5までの動詞類とは多少異なりを示す。こ

n'iburibo:(ba) -→n '1 bu Q bo: 

( ba) (眠れば)

仏ri'bo=(ba)→klQbo:(ba) 

(切れば)

mi r i bo: ( ba )一~mi Qbo: (ba) 

(見れば)

kiJur-i bo:(ba)→lJIbiQbo: 

( ba) (結べば)

sIribo: (ba)→s 'i Q bo: ( ba ) 

(すれば)

he:ri'bo: (ba)一今he:Qbo: 

( ba) (起きれば)

れらの活用形は次のような音韻交替が起きた結 禁止形 turuna→ tuNna (取るな)

果成立したものと解される。

条件形 2 finibo:( ba )→ f i N bo: ( ba ) 

(死ねば)

禁止形

限界形

連用形

j um ibo: ( ba )→ juNbo:(ba) 

(読めば)

finuna→ f i N na (死ぬな)

j umuna→juN na (読むな)

finu→f i N (死ぬ)

jumu→juN (読む)

f i ni→f i N (死に)

jumi→juN (読み)

「死ぬJr読む」の上記活用形は本質的には左

項の形で，それが現象化する際に右項の形をと

るものと解される。従って， 6・7の動詞も本

質的には kakjun(書く)等と同じ活用をする。

kamj un (食う)は 7に属して活用する。

8イから 8トまでの動詞類は，条件形2‘禁止

形，限界形においてこれまでの動詞類と形を異

にしている。但し，これらも次のような音韻交

替が起きた結果成立したものと解される。

条件形 2 tur'ibo:(ba)→tuQbo: (ba) 

(取れば)

限界形

n 'i buruna→n ibuNna (眠るな)

kburla→k?i N na (切るな)

mi runa一歩miNna(見るな)

k~b i runa→K11bi Nna(結ぶな)
S 1 runa→s i Nna (するな)

h長:runa→he : N na (起きるな)

turu→tu Q (取る)

nIburuータ ni.'bu Q (眠る)

klru→込 Q(切る)
miru→miQ (見る)
K11biru→K11bi Q(結ぶ)

S 1 ru→s l' Q (する)

凶:ru→ h e: Q (起きる)

従って， これらもまた本質的には kakjun(書

く)等と活用を同じくするものと解される。

8イ・ 8ロはいわゆるラ行四段動詞が属する。

k i j un (蹴る)kajun (刈る)は 8イに，

kabujun (被る)は 8ロに属している。 8ィ・

8ロは全く同じ活用で区別するほどのこともな

いが，たジ 8ロの動詞においては音便語基の 2

拍目の b音が Fに交替する場合があるので区別

しておいた。
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第 1表で nib(F)utとしてあるのはそういう

意味である。

8ハはいわゆる上一段動詞が主に属している。

8イ・ 8ロと区別されるのは，志向形・未然形

・条件形l の変化部が基本語基の異形と結合す

る点である。 ni j un (煮る) j i jun (坐る)

ti jun(着る)が8ハに属して活用する。

8ニは連用語基に mijと i母音が脱落して

合十幼音化した mjとがあらわれる点で 8イ -8

ハと区別される。但し，これも 8ハと同じ型と

みてよいほど 8ハとそれほど異なるものではな

し、。

8ホは8ハ・ 8ニとほぼ同じ活用をしながら

も，命令形を構成する基本語基語幹 kubirの末

P 
尾音 irが脱落して kubとなる点で， 両者と異

なる。

8へは 8イとほぼ同じ活用を示しながらも，

連用語基と音便語基とが全く同じ形をしている

点で後者と異なる。

8トも 8イとほぼ同じ活用をするが，連用形

において不変化部が直ちに接辞に接していく点

また，既存・完了・継続の派生形式もこのふた

つの動詞ではあらわれない。以上の点でこのふ

たつの動詞はこれまでの動詞類と大きく区別さ

れる。

また， ?an (有る)は動詞の性質上，志向形

未然形があらわれない点で wun(居る)と区別

される。

4.3 ト1.3類

この類に属するのは tsI mmjun (包む) 1 

語である。これは連用形の変化部が Yとなる点

で，これまでのものとは区別される。

4.4 1.2類

I. 2類はいわゆるワ行四段動詞が所属する。

これらの動詞は条件形1 から連用形までの変化

部がこれまでの動詞類と異なる形を示している。

これは基本語基語幹の末尾音w→脱落の結果あ

らわれたものである。たとえば，次の通り。

条件形1 warawabo:(ba)→wara:bo: 

( ba) (笑わば)

kawaba一予ka:ba (買わば)

?iwaba→?ja: ba (言わば)

で後者と異なる。 8トにはつutijun(落ちる) 条件形 2 warawI'bo:(ba)→wara i Qbo: 

?uki jun (受ける)?agi jun (上げる)等の

下一段動詞が属している。

以上が 1.1.1類の動詞である。

4.2 1. 1.2類

( ba )→ ware: Q bo: (笑えば)

kawibo: (ba)一予 kai Q bo: (ba ) 

(買えば)

ワiwI bo: ( ba )→ワiu:bo:(ba)

J. 1. 2類が 1.1.1類と区別されるところは， →?  j u: b 0: ( ba) (言えば)

終止形 1 から強調形までの活用形の変化部にお 命令形 warawi→wara i (笑え)

いて，その変化部の初めに uを有しない点であ kaur iについて後述する

る。これはこのふたつの動詞においては連用派 禁止形 warawIna → war'i : na (笑うな)

生語幹が存しないことを意味する。すなわち，

?an (有る)wun (居る)が「連用形+居りJ

から構成されていないのである。そのために，

他の動詞では連用語基に結合している変化部が

このふたつの動詞では基本語基と結合している。

kaunnaについては後述する。

ワiuna→ワju: na (言うな)

連用形 warawi→warai→wa re: (笑い)

waraj un (笑う)の禁止形の変化部の頭音が

Yとなって，他の動詞が uであるのとは少々異
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にしているが， しかし 1とuは調音点が近似 4.5 n類

しているので，両者の交替は比較的容易に行な

われるものと解される。

以上のようにみてくると，これらの動詞は活

用において本質的には1.1類とほぼ同じである

ことがわカミる。

更に，この類の中では kaujun(買う)の基

本語基に kaurがあらわれるのが注意を引く 。

志向形，未然形，命令形の変化部はこの語基と

結合している。この kaurの成立過程について

は，次のように推定される。すなわち， kaujun 

の連用形は kawiである。この kawiが時には

kauiと発音されたであろう。そうなるとし1.

1類の 8イ tujun (取る)の連用形 tui とき

わめて類似してくる。そこで活用の型をこれに

類推し， tujun (取る)の基本語基が turで

あるところから， kaujunの基本語基にも

kaurを生成せしめたのではなかろうか。 禁止

日類は変化部が [0:，0:，u:ba， ibo:， 

i ba， 0:， u: n a， u :， i: ， a:， u: N， u: i ， 

u:N， u:ru， u:ro:， u:， uQ， i， e:ra， 

ゼ:N，e:i， aN， a， uN， uiJとあらわれる

動詞類である。

これは l類の動詞と未然形，条件形ぃ命令形

において大きな区別を示す。この区別は音韻交

替現象によっては説明つかない違いである。こ

れを I類とは別に日類と類別するゆえんである。

これに属する動詞は kju:n(来る)の 1語であ

る。

以上活用の類別を順次概観してきたが，規則

活用・不規則活用という名称を用いるならば，

!類は規則活用であり， nは不規則活用である。

また， 1類の中でも1.2類は比較自明二規則的で

あるといえる。

形も， kauruna→ kaunnaと成立したものと 5. 派生形式katJun (書いている)の活用

解される。 先に katJe : n (既然 1 ) kaもJe: i (既然 2 ) 

この kaurの形を基本語基に有する点で katJ an (完了 1 ) katJ a (完了 2 ) katJun ( 

kaujunの動詞類は warajun(笑う)の動詞類 継続 1 ) katJ u i (継続2 )は活用する派生形

と区別される。また， ? jun (言う)は基本語 式であることを述べた。

基 ?iの異形としてつjを持つ点で， warajun これらの形式が実際にどう活用するのか，

kaujunの動詞類と区別される。なおワarajun katJunを例にとって示そう。 katJunは次のよ

(洗う)は warajunと同じ活用である。 うに活用する。

以上， 1.1.1類， I. 1.2類， I. 1.3類， I. 

2類の各々の動詞類について概観してきたが，

これらの動詞類は本質的には最上段の kakjun

(書く)と同種の活用の型をなしているものと

解される。それが音韻交替現象によって各々多

志向形 kaも，Juro:

条件形 1 kaもJuraba

命令形 kaも，Juri 

限界形 ム

同時形 katJuja 

終止形 2 k[ttju i 

係結形 ka tJ uru 

準体形 kaも，Ju

未然形 kaも，Jura

条件形2 katJubba 

禁止形 katJuruna 

連用形 katJu i 

終止形 1 ka tJun 

連体形 katJun 

推量形 katJuro: 

強調形 kaもJuQ

少の差異性を示すようになっているが，次に述

べる E類に比較すれば，それほど大きな差異性

とは解されない。これらを大きく I類とまとめ

るゆえんである。 これからもわかるように， katJunは kakjun
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(もし言わなければ忘れていたかSirira n (書く・基本)の活用とほぼ平行的に活用する

was"i rI t un r忘れているjの活も知れない。ことがわかる。

用形)次に kaも，Sunの用例を示す。

wan na nama d3 i: du katSud do: (私は今kuma nanti d3 i: kaもSuro: (ここで字を書

字を書いているのだぞ)いていよう)

(彼が取っているぞ。つari'tutud do: (ここで字katSura Sun kum a na n t i d 3 i ! 

tutun r取っているjの活用形)を書いておらす)

t ura n tSiつitSambam tutud do! (取らな?anLJb ja dgi:KMJura n(あの人は字を

σ〉tutun いと言ったけれども取っているぞ。書いていない)

活用形)(ここで字kuma nanti d3i: katSura nna 

nama d3 i: katSu tan (今字を書いていた)を書いていなさい)

nama d3i: katSu te':n (今字を書いていた

にちがし、ない)

(彼が字

を書いておらば呼ぶな)

?ag ga d3i! kaijubba jaつabOinna (彼が

字を書いておれば呼ぶな)

つag9 a d3 i: kaも，Suraba?ab i nna 

所属動詞6 

今回の調査で得た動詞を，各々の活用次に，(ここで字を書kuma nanti d3i: kaもJuri

1.2類は細かく下位分類せ型に分類して示す。いておれ)

1.2類として一括して示すことにする。ず，(ここで字をkuma nanti d3i: kaもJuruna

[1.1.1の 1J類書いているな)

つaikjun(歩く) ?ul王jun (置く)

?udurukjun (驚く)kakj un (掻く)

kikjun (聞く) sakjun (裂く)

S i kkjun (沈む) ts ikjun (突く)

tsikjun (着く) tsikjun (掲く)

tsidzikjun (続く) t udukj un (届く)

kuma nanti d3i: katSui guriSan(ここで

字を書いていにくい)

(字をd3i! kaも.JujagaもSina: kaUg・i: ro : 

書いていながら考えろ)

つa9 9 a ka tS u n (彼が書いている)

? ag 9 a kaもSui (彼が書いている)

nakjun (泣く) ho:kjun (掃く)

Fukj un (吹く) Fukkjun (ほどく)

makj un (巻く) kaSikjun (蒸す)

(書いているものは

なにか)

kaも，Summun na nu: ga 

wan na d3 i: du katSun (私は字を書いてい

jakjun (焼く)る)

[1.1.1の 2J類kuri tag ga katSuru (これは誰が書いてい

0) u i gj un (泳ぐ)miugjun (さわる)るか)

t s 'i 9 j un (注ぐ) nugjun (脱ぐ)(あの人は字v-o
 
r
 
u
 

P
E
E
d
-

+し
a
 

k
 
u
 

J
u
 

，‘
 
.-
哩
dd
 
a
 
--d 
3
u
 

P
S
E
M
・

+
b
 n
 
a
 

ワー

[1.1.1の:3J類

naS un (産む)つuSun(押す)

kakko:Sun (隠す)
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karaSun (貸す)mutSikaraSun (くっつけ

る)

kjaSun (消す)kubuS un (こぼす)

つor S un (叱る) damakaS un (だます)

haraSun (注ぐ) no: S un (治す)

CingjaSun (逃がす，放す) juruSun (許す)

FumikaSun (酔う)

(1.1.1の 4J類

? utSun (打つ)ma ttSun (待つ)

mitSun (満つ)mu ttSun (持つ)

(1.1.1の5J類

ワasl"bjun(遊ぶ)wurabjun (叫ぶ)

nubjun (伸ぶ) jurukubjun (喜ぶ)

(1.1.1の7J類

つamjun (編む)wugamj un (拝む，祈る)

kamjun (噛む)kumjun (踏む，履く)

k?umjun (汲む)?urr山m(熟する)

numjun (飲む) tammjun (頼む)

t s i kamjun (掴む，握る)

j udumjun (休む，よどむ) jamjun (病む)

( 1. 1. 1の8イ〕類

?atsimajun (集まる)?ujun (売る)

?usajun (埋める)つuttujun(奮う)

Furjun (送る) tamagajun (おじる)

wuduj un (踊る)wujun (祈る)

wujun (織る)mudujun (帰える，戻る)

kawajun (変わる)kajun (借りる)

gud3ukujun (くすぐる) turajun (喧嘩す

る)ku r j u n (転ぶ)つutJiwajun (こわす，

うちわる) kamajun (刺す) tumujun(さが

す) k?u:jun(閉める) sujun (剃る)

行 mo:jun(いらっしゃる )kbjm(績ぐ)

tsikujun (作る) tsijlln(釣る)

tumajun (泊まる) najun (鳴る)

nu，iun (塗る) nibujun (寝る)

no:jun(残る) nujun (乗る)Fujun (降る)

Fujun (振る) Flljun (堀る) h i na jun (減

る)magajun (曲がる)miglljun (まわる)

manjujun (まねる) mlljun (漏る)

?ubujun (ゆすぶる)wajun (害1]る)

( 1. 1.1の 8ハ〕類

c i j un (乾く，干る) hanaCin (くしゃみ

する)

(1.1.1の 8ト〕類

つubijun(覚える) j us 1. j un (教える)

つid3ijun(出る )?urijun(降りる)

つirijun(入れる)つui jun (植える)

kasam i. j un (重ねる，添える)

? 
kadz i. jun (耕す )kurijun(くれる)

dug話:j un (動く) m?ar i jun (生れる)

kakijun (賭ける)k話rj un (欠ける)

sag i. jun (掛ける) kafJg・i: j un (考える)

kusar・ijun (腐れる) kUdzIrijun (崩れる)

品川.jun (暮れる)kt r a b i j un (比べる)

ku i j un (越える)ke:jun (肥える)

dari.jun(だれる) S i j a 9 i j un (精げる)

sitijun (捨てる) nudzi..rijun (すべる，

ころぶ) s 1. j un (こする) sami.jun (覚める)

sudatijun (育てる) sumijun (染める)

tas iki jun (助ける) tatijun (建てる)

darijun(疲れる，だれる) tumijun (止め

る) tuk.i jun (溶ける) tijun (照る)

nag 訂正j un (流れる) nagijun (投げる)

nadijun (撫でる) namijun(なめる)

c in 9 .{ jun (逃げる)n i 9 u r i.. j un (濁る)

nurijun(濡れる) nusi"jun (乗せる)

hanijun(はねる) hagIjun (禿げる)

ka tam ・ij un (運ぶ，かつぐ) Fuku吋 jun

(月長れる) Fumijun (ほめる)m.i: j un (見

える)mid3ar・ij un (乱れる)me: j un (燃

- 97-



える)was Ir・ijun (忘れる)

( 1. 2 J類

?o: j un (会う) ?umu jun (思う)

ts ikanajun (飼う) s uruj un (揃う)

ts i kaj un (使う) narajun (習う)

nu:jun (縫う) nigajun (願う)

haujun (這う)

形容詞の活用

1 .形容詞語形変化の諸形式と活用形

「高いJを例にとって，湯湾方言の形容詞語

形変化の諸形式を示すと，次の通り。

ta: sa: bba ja kaura ra n (高ければ買え

ない) t a : ku na j un (高くなる) ta: so: 

ne: n (高くはない) ta:sa:n (高い)

t a: sa: i (高い) ta:sa:n su話:(高い酒)

d話r"i ga ta: sa: (どれが高いか)

ta:sa:ro:(高いだろう) ta: sanu kaura 

ra n (高くて買えなし、) t a: s a: j a tf i 9 a 

jud do: (高さは違うぞ) ta:sa: tan (高

かった) ta:sa:til)kauro (高くても買お

う)

「高い」を含めて 24語の形容詞の語形変化

を調査した。これらの語形変化を相互比較し，

更に動詞の活用とも比較考察した結果，次の諸

形式を活用形と認定する。活用形の前後に接尾

する形式は( )の中に入れる。

条件形 ta:sa: bba 連用形 ta:ku (na jun) 

提示形 ta:so:(ne:n) 終止形 1 ta:sa:n 

終止形2 ta:sa:i 連体形 ta:sa: n (su出)

係結形 (de'riga) ta: sa: 

推量形 ta:sa:ro: 理由形 ta:sanu

名詞形 ta : s a: ( j a ， ta n ) 

接続形 ta:sa:ti (n) 

2. 活用体系

1で認定した活用形を動詞の場合に準じて，

不変化部と変化部に分析し，体系化して表示す

れば，第 2表の通りになる。表示の方法はすべ

て動詞の活用体系表に準じである。
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(.0 

(.0 

第 2表

分 形

類

t廿τ， 

詞

1 信1 し、

112 強 U、

3 大きい

4 軽 し、

5 かゆい

H 新しい

1 涼しい

E 

2 こわい

接続する

主な接辞

hZT 条 連
件 用

形 形

ta: sa:Q凶 ku 

ts?i : " " 
he: " " 
garu " " 

jugo: " " 
ロlI: " saku 

S1 da Ja:Qba Jaku 

?uturu 
" " 
naJuN 
(なる)

ne :N 
(なし、)

湯湾方言形容詞活用

提 終 終 連 係 推 理 名 接

刀之 止 止 体 結 量 由 詞 続 所属形容詞

形 形 1 形2 形 形 形 形 形 形

so: sa:N sa: i sa: N sa: sa:ro: sanu sa: sa:t 1 hajasa:N (早し、)
nagasa:N(長い)

Kju uwasa:N(弱い)
rasa:N(暗い)

wL11ak :sa:N(若い)
jasa: N (近い)
c i j a sa : N (低い)
kjurasa:N (美しい)

" " " " " " " " " 

" " " " " " " " " 
jud話:sa: N (遅い)

" " " " " " " " " 
warusa:N (悪い)
tu:sa:N(遠い)
?ubusa: N (重い)

" " " " " " " " " 

" " " " " " " " " 
Jo: Ja: N J a: i Ja:N Ja: Ja:ro: Janu Ja J a: U' ?iJugaJa:N (忙しい)

midz'iraJa: N (めずらし
し、)

h a t s i ka J a : N (恥しい)

" " " IJ " " " " " 
Ja 

(人) (は)

tan 
(た)



3.活用形

3. 1 条件形

条件を表わす。

ta:sa:bba ja kaura ra n(高いならばー買え

ない)

june:gata ja Cigju:sa:bba suto: tUa 

? i d3 i nna j 0 : (夕方は寒u、から外へは出る

なよ)

kamatSi nu ?itSasa: bba kju: ja jasImi 

d3a (頭が痛いから今日は休みだ)

3.2 連用形

用言，形式用言等へ接する。

hajaku tujun t{~u nu mun d3a (早く取る

?an wunago: kjurasa: i (あの女は美しい)

?anwunago: ta:sa:i (あの女は高い)

末尾音の nまたは iが脱落する時もある。

?i ro: kj urasa (色は美しい)

kuma ja na ts.i s.i daSa FujO: nukusa 

nu:もSi:nワja: ra n (こ こは夏は涼しい冬は

温いなんとも言えない)

3.6 連体形

体言に接する，またもSagIsa:n (-であり

そうだ)にも接する。

t a: s a: n s u e: j a ka wi k i j a n (高い酒は

買えない)

jamatu ja wa:sa:n tuki n ?id3an (内

人のものだ) $inamun nu dandan ta!ku 地へは若い時に行った)

najun (品物がだんだん高くなる) t a: s a: n t$ a 9 i s a: n (高そうだ)

hansu: ja ta:ku ne:n (芋は高くない) 3. 7 係結形

nedan nu ta:ku nati (値段が高くな って) 疑問詞，代名詞の不定称の結びとなる。

hajaku (heku) hぷ timaniuta:n (早く d証rOiga ta: sa: kai (どれが高u、か)

起きて間に合った) ? i n t u mj a: t u dゼri ga ts i : sa: (犬と

3. 4 提示形 猫とどちらが強し、か)

係助詞 ja(は)の融合したものである。 3.8 推量形

ta:so: ne:n do: (高くはないぞ) 推量を表わす

3.5 終止形I終止形 2

動詞にふたつの終止形が認められたように，

形容詞にもふたつの終止形が認め られる 。

kun sue: ja ta:sa:n (この酒は高い)

kuri
O 
jukka ja ta:sa:n (これよりかは高

し、)

?anワju: ta:sa:ro: (あの魚は高いだろう)

?ama ja si.da$a: ro: (あそこは涼しいだろ

う)

3.9 理由形

原因，理由を表わす。

?ammari ta: sanu kaura ra n (あまり高

ワanwunag 0: kj urasa: n (あの女は美しい) くて買えない)

tsI・:sa: n do: (強いぞ)

kjurasa:n ja: (美しいね)

kur.i nつar.i n s u: j 0: j i t tS a: n (これも

あれもみなよい)

n a: na i h e
O 
: s a: n (もう少し大きい)
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kun su・e: ja ta: sanu (この酒は高くて)

3.10 名詞形

名詞的に用いられる 。また tan(た・過去 )

もこれを承ける。

hゼ:s a: s i k oi t oi t s i k 0: r a n (大きさす

ぎて使えない)



ta: sa: ja ?ikjata: b話:i kai (高さはど

れだけか)

t a: s a : j a tS i 9 a j u d d 0 : (高さは違うぞ)

ta: sa: bら:i ne: mba ja j i:も，Jasiga 

(高さばかりなければよいのだが。高くさえな

ければよいのだが)

ta: sa: bゼ:i najun (高さばかりなる。高

くば‘かりなる)

ワa:gku r u 9 a d .1.: j a wa r u: t a: s a: t a n 

(あの頃までは大変高かった)

3.11 接続形

接続を表わす

ta: sa: ti :g kauro: (高くても買おう)

hゼ:sa: t i :g kauro: (大きくても買おう)

4 活用の種類

まず，変化部の交替の仕方に着目すると，形

容詞は大きく 1• 11・皿類に分類される。この

区別を明確に示しているのが連用形である。す

5. 形容詞語例

次に，今回の調査で得た形容詞を， sa: n語

尾と Sa:n語尾に分類して示す。

[ s a: n J類

? 0: sa: n (青い) ?a: sa:n (赤い)

Cigjurusa:n (寒し、) ?atSisa: n (厚い)

?ad3imasa: n (甘い) ワarasa:n (荒い)

?asasa:n(浅い) jude
o

: sa:n (遅い)

ワmasa:n (おいしい) ?ubusa:n(重い)

jugo:sa:n (摩い) k?wa 

ki tanasa:n (きたない) janagusa:n 

(きたない) も，Jusa:n (強い)

?injasa:n (こまかし¥小さし、)

Sibusa:n(渋い) ゲibOIsa:n (狭い)

Cijusa:n (広い) nigjasa:n (苦い)

jowasa:n (ひもじい) Furusa: n (古い)

marusa: n (短い) jassa: n (やさしい)

? itS a sa: n (いたわしい) j uharasa: n 

(柔かい) juwasa:n(ゆるい)

なわち，その変化部が I類では ku，11類では [Sa:nJ類

saku，III類では Sakuとなっている。 E類はこ wa:Sa:n (おかしい)mu t s i kaS a: n (む

の連用形においてのみ i類と異なり，他はすべ っかしし、)

て同じである。従、って，分類方法としては，ま

ず大きく甲(1 • 11)，乙(皿)に分け，甲を更

に!と Hに下位分類する二分法が妥当なのかも 助動詞

知れないが，ここではさしあたって三分法をと

っておく。 1類で更に 1，_ 5と分類しであるの

は，不変化部の末尾音の違いによる分類である。

皿類も同様である。 1類は国語のク活用に相当

する。 kjurasa:n (美しい)がこの類に属し

ているのは，これが「きよらさあむ」に対応す

るからである。皿類は国語のシク活用に相当す

る。
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今回の調査で得たいわゆる助動詞に相当する

諸形式を示す。

1. t a n (た過去)

?ari ja d3i: kakju tan (彼は字を書きつ

つあった)

n am a d 3 i: k a tS u t a d d 0 : (今宇を書いて

いたぞ)



wao ga kaku gadi: ワuraja ko: n tad 

do: (私が来るまで彼は来なかったぞ)

2. t話:n (仮想)

na: jagati kakju t話:nturo: jatan 

(もうやがて書くところであった)

na: j a 9 a t i ka tI u t石:n (もうやがて書い

ているところであった)

3. n (ぬ否定)

nu: n tura n (なにも取らない)

na: ko: n (もう来ない)

na: tura n tan (もう取らなかった)

na: mja n (もう見ない)

na: sIra n (もうしない)

4. j a won ， won (ていねい)

wao ga ?ikja won (私が行きます)

wao ga jumja won (私が読みます)

wao ga kakja won (私が書きます)

wao ga kja won (私が着ます)

hajaku Fe: jawon (早く起きます)

5. nIo:jun (......しなさる，尊敬)

Funi.' kugi nSo: jun (舟を漕ぎなさる)

I i m bum mi: nI 0: j u n (新聞をお読みになる)

hajaku ?udzIm'i nIo:tIun (早く目をさま

していらっしゃる)

6. t I agis a : n (，.....しそうだ，様子)

。ama k a tS i ? i k i tJ a 9 i s a : n (あそこへ行
きそうだ)

kuma katJi ki:もJagisa:n (ここへ来そう

だ)

kuma katSi ki: tJagisa: tan (ここへ来そ

うだった)

7. t Jasa:n (たい，願望)

Funi kugi ijasa:n (舟を漕ぎたい)

J i m u t s I m i: tJ a s a : n (書物を見たい)

ku9i も，Jasa:tan (漕ぎたかった)

古仁屋方言では buJa (たし、)が用いられる。

8. jassa:n，jassa (，.....しやすい，容易)

?agan nja ?iki jassa:n (jassa)(あそこ

へは行きやすい)

kuma kaもJiki: jassa: n ( jassa ) (ここへ

来やすい)

kun d3 i: jumi: ja ssa: n ( jassa) (この

字は読みやすい)

?i ki jas sa: tan (行きやすかった)

kusa tui nIo: jun (草をお取りになる) 9. guruJa:n， guSSa:n， guruIa， guJIa 

hajaku ?udzImI nIo: jun (早く目をさま (-しにくい，困難)

される) ?ama katもJa ?i k i 9 u r u J a : n ( 9 u r u S a ) 

FunI kugi nIo:も，San (舟を漕ぎなさった)

FunI kugi nSo:も，Sun (舟を漕いでいらっし

(あそこへは行きにくい)

kan nja ki: guruSa: n ( guruSa) (ここへ

やる) は来にくい)

S imbum mi: nIo:ぱun (新聞を読んでいらっ kun d3i jami: guISa:n(guSIa)(この字

しゃる) は見にくい)

k u s a t u i nIo:もJun (草を取っていら っしゃ ‘?iki guruIa:n turo: (行きにくいところ)

る) ?i k i 9 u r u I a : t a n (行きにくかった。)
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10. rin (れる，受身・可能)

tJ?u n tamma r'i n (人に頼まれる)

Fun'i kugasa rin (舟を漕がされる)

tJ?u n tas・l'kira r i n (人に助けられる)

k j u: ka r a F e : r a r 1" n (今日から起きられ

る，起きることができる)

h' Ji tura rin (手で取られる。取ること

ができる)

h a j a k u h e : r a r '1' n (早く起きられる。起き

ることができる)

もJGn tamma t ta (人に頼まれた)

もJGnn tamma ribo: ?ikjun (人に頼まれ

れば、行く)

11. Jun (す使役)

d3i: juma Jun (字を読ます)

?ututu ?ab"ira Jun (弟を呼ばす)

wambamata Jun (私を待たす)

J ikin ?uk'i ra Jun (試験を受けさせる)

tits1" ba mag1"ra Jun (鉄を曲げさせる)

hansu nija Jun (芋を煮させる)

d3 i: kaka J u n (字を書かせる)

ワariba tata Jun (彼を立たす)

kuma: tJi ko: S un (ここへ来させる)

t'i magira Sun (手を曲げさせる)

d3 i: juma tSan (字を読ませた)

juma s'ibo: jumjun (読ませば読む)

12. d3a (だ指定)

ワariFun1" d3a (あれは舟だ)

?arI Sima d3a (あれは島だ)

? u r a j a ? a r 1" j uklはnd3o: bu d3a (おま

えは彼より丈夫だ)

.? ikja n tan mun d3a ja: (行かないのだ

ね)

古仁屋方言でも d3a(だ)が用いられている。

以上が湯湾方言における助動詞である。沖縄

本島で用いられている ju:sun( -できる，

能力)に相当する助動詞は当方言では見い出し

えなかった。湯湾方言では r-できる・能力j
は d"ikijun(できる)という動詞で表現され

る。古仁屋方言でも同様である。湯湾の例を示

す。

Funl・ k~9juij kutu ja diki jun (舟を漕ぐ

ことができる)

もJ?u:j凶 gadi h号tarakjuijk~tu ja d'ikIjun 

( 1日中{動くことができる)

ワinjasa:mmun nun mi:juij kutu nu 

dIkijun (小さいものも見ることができる)

代名詞

湯湾方言で用いられている代名詞は第 3表の

通りである。

まず，人称代名詞について述べる。一人称で

は単数に wan(私)， wanu (私)，複数に

wa: kja (私たち)が用いられる。 wanuは次

のように用いられる。

wanu m mad3 i n kamo: (私も一緒に食べよ

う)

wanu n ?ikl"baワuraij ko: (私も行くか

ら君も来い)

w an u n ? i k j u i (私も行く)

wanu ij kakjui (私も書く)

wanu n ?ai (私もある)

wanu n wui (私もいる)

以上のように wanuは n(も)助詞の前に現わ

れる傾向がある。

二人称では単数に ?ura(おまえ)， nan 

(あなた)，複数に ?urakja(おまえたち)， 

na:kja (あなたたち)が用いられる。 ?ura，
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詞

情 関 方 場 事 [難人

態 係 I旬 所 物

wan (私) wanu (私)
wa: kja 私たち)

ワuraaK(k1(あjaaおな(ま(あたおえな)ま)たえたたちち

(第

nan 聞二
'i U r a k j a ( .:F::i ~ ;t t.: t::> ) 手人
na:kja ( )称

kumaka tIi (こっち) kuma (ここ) ku r"l (これ) kummun (こいつ)

kanS un (こんな) kun (この) kur"ijこれ) 近
kamba (こっち) kunも.Jll(この人)

}farlJ i((こう)) kummuf)kj a: (こいつら)

ganS i こう kan (ここへ) KIltLtJah : これたち) 称
kuntSugkja: (この人たち) 第

一
? umaka tIi (そっち) ワuma(そこ) ?ur'i (それ) ?ummun (そいつ) 人

ム ? un (その) ハH “それ) 中 称、
?untf u (その人) r-、、

?11mm11r1(11
そf)
k
れ
ja
た

: (そいつら) 話
-put 
LtJa11 
:ち) 材、 し。unWugkja: (その人たち) 手

? amakatS i (あっち) ?ama (あそこ) ?ar i. (あれ) ソammun(あいつ) 聞
?aganJun (あんな) ?an (あの) ヲ

arMnYtnt
問

1IrY3BlUll(:e9n(

あ

k(t1

あ

j

れ

8
あak
のれ:)j人た
(a:あ)ち(のあ)

人

し

1、ニ塁
金二

手

?agamba(あっち) ?a 以
?aganJ i (ああ) ?a 、っち) 外

?agan (あそこへ) '?a 称 σ〉
?a たち) も

σコ
da: katS i (どっち) da (どこ) derI (どれ) de mmun (どいつ)

、、_./

つikjaSun(どんな) den (どの) tarI (誰) 不

da:もIi(どこへ) d enn i n (どのかた) 定
つikjaSi (どう) deITIII111TI(ll

誰
nk
た
j a : (どいつら) 材、

tatta: ち
どのかたたち)

~ 

名1~ CI 方j電湯第 3表

-

H

O
h
H
|
 



ワurakjaは年下の者かあ るいは|司年でも親し

い者には用いる。

nan， na:kjaは年上の人に用いる。

三人称は近称，遠称，不定称に分かれる。近

称では単数に kummun (こいつ，この者)

kur 1" (これ) kuntS?u (この人， このかた わ

複数に kummuDkja:(こいつ ら，この者たち )

k川 ta:(これたち)， kuntS?uDkja: (この人

たち，このかたたち)が用い られる。 kummun

kummugkja:は相手を蔑む時に用い られる。

kuri"， kutta:は年下の者に用いる。 k川un叫もJ品U 
kun叫l

はよそ者に用いる O 中称では単数につummun

(そいつ，その者)， ?urI (それ)，ヮuntS?u

(そ の人，そのかた)，複数につummununk j a: 

(そいつら，その者たち)， ?utta: (それた

ち)， ?unt{unkja: (その人たち，そのかたた

ち)が用い られる。

ワummunつummunuukjaしつuriつut ta: ， 

?untFu ?u刈119kja:の待遇方法は近称の場合

と平行的である。遠称では単数にワammun ( 

あいつ，あの者 )， ? ar i (あれ)， ? antS?u 

それちの待遇方法は単数の場合は近称と平行的

であるが，複数の場合は少々異なる。

d話mmun，d己mmunuukja:はもちろん本目手を

蔑む時に用いられる 。 dゼmmunuukja:は

demmunに複数接尾辞-kja:が接して形成さ

れた ものである。 tariは年下か同年の者， あ

るいはごく普通一骸の疑問に用いられ，問うて

いる対象が明らかに年上の人かあるいはあまり

親しくない人の場合には denn i nが用いられる。

それが複数になると， 年下の場合も年上の場合

もすべて tat ta:で表わされる。 tat ta:は

tariに複数接尾辞-ta:が接して形成された

ものである。 d己nninに複数接尾辞が結合した

複数形式も予想されるが見い出しえなかった。

指示代名詞は単数形のみ調査 しである。その

中で事物，場所，関係を示す代名詞は表示して

ある通りである。但し，方向，情態を表わす代

名詞は語形がいろいろあらわれ，少々複雑であ

る。

まず，方向を表わす代名詞についてみると，

近称では kumakaもSi， kamba， kan があらわ

れる。

(あの人，あのかた)，複数につ ammununkj a: kumakaもSi k i: tS a 9 i s a : n (ここへ来そう

(あいつら，あの者たち)，つat t a: (あれた だ)

ち)， つantFuukja: (あの人たち，あのかたた kamba ko: (ここへ来い)

ち)が用いられる。 ?ammunワammunuukja:， kan nja ki: guruJa:n (ここへ来にくい)

?ar.i ワat t a:， ? an tS?u ? a n tJ?u 9 k j a :各々の待 中称では ?umakatSiが用いられ，それ以外の

遇方法も近称の場合と平行的である 。但し， 語形は見い出しえなかった。

kur.i (kutta: )?uri ( utta:)は同年の者 つumakatJiki: jassan (そこへ来やすい)

に用いるには抵抗があるが， ワari (つat ta: ) 古仁屋方言ではつugan(そこへ)が用いられて

にはそういうことなく周年の者にも用いられる いる。

ょうである。不定称では単数に d忌mmun (ど 遠称ではワamakatIiワagambaワaganが用

いつ，どの者) ta r"; (誰)耐nnin(どのか いられる。

た)，複数に d話mmunuukja:(どいっち， ど ?amaka可iワik i tJ a 9 i s a : n (あそこへ行き

の者たち) tatta: (誰たち)が用いられる。 そうだ)
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?agamba 'iiki jassa:n (あそこへは行き 不安定で，たとえば，人称代名詞の場合， rそ

やすい) れJ を調査すると kurI，つurI 両形を用い

?agan nja ?iki jassa:n (あそこへ行きや ると報告する。また，指示代名詞の場合も，事

すい)

不定称は da:katSi da:もJiが用いられる。

da:ka可iワikjuru(どこへ行くのか)

?urakja: ja da:可iga? ikjuru (おまえ

たちはどこへ行くのか)

次に，情態の代名詞では，近称に kanIun

kanJi ganIiが用いられる。

kanIun lli n du ?aru (こんな着物ぞある)

ワikjaIi sira baU kanIi sira banつura:

ka t t i (どうしようがこうしようが君の勝手

だ)

9 a n I i ? i tJi n wa s i r i b b a j a t a d a II i : 

j a ? uka n (こんなに言っても忘れでもした

らただではおかない)

中称の語形は見い出しえなかった。古仁屋方

言では ?ugaIum(そんな)?uga:Ji (そう)

が用いられているので，湯湾方言でもそれに類

似した語形が用いられている可能性はあるが，

今回の調査では見い出しえなかった。

遠称では ?aganJunつaganI iが用いられる。

?aganIun gadi wanu n Ii :ki :jun (あん

なまでは，私にもやることができる)

?aganIi sIrI (あ、しなさい)

不定称では ?ikjaJun?ikjaJi が用いられ

ている。

?ikjaJum mun (どんな物)

?ikjaJiJiga d3i: ja kakjuru (どのよう

にして字は書くのか)

物を表わす「それj を嗣くと， k u r .1. ? u r i..両

形の報告を受ける。関係を表わす「その」の場

合にも kunリunの両形を用いるという 。 但し

その報告の裏には常に遠称との対置意識がある

らしく，その対置意識を離れてよく内省すれば

近称と中称の区別はあらわれてくる。

これからすると，湯湾方言では， 三人材、のカ

テゴリーは，まず大きく近称と遠称とに分かれ

そして近称の領域が更に近称と中称とに分かれ

ているように観察される。

親族名称と人称代名詞

第 4表は親族名称と人材、代名詞及びその他と

の関係を示したものである。

まず，湯湾方言で親族名称としてどういう語

形が用いられているかを調査した。表では「曾

祖父」から「玄孫、jまでの語形を示しである。

湯湾方言では平民と士族とでことばの違いがあ

る。 r祖父J r祖母J r父J r兄J r姉Jでそ

の違いがあらわれてくる。

「曾祖父J r曾祖母j における士族・平民の
違いは今回の調査では確認しえなかった。 r祖

父Jr祖母」にその区別があらわれるから， r 
曾祖父Jr曾祖母」にもその区別が存するので

はなかろうかと忠われる。湯湾方言では「曾祖

父」と「祖父」も ?u:d3u:とあらわれる。

「祖父」の ?u:d3u:が平民語であるところか

らすれば， r曾祖父」のつ u:d3u: も平民語で

nan nj a ?ikjaJ iSi ga ?ul王urItaru (あな 他に士族語も存するのかも知れない。古仁屋方

たはどうしておそくなりましたか) 言では「曾祖父Jは ?uFU?UFuJIu:， r祖父J

湯湾方言では三人称の場合，近称と遠称の区 は FuIIu:とあらわれる。古仁屋方言の

別ははっきりしている。 しかし，中称は比較的 ワuFu?u FuI Iu:の前部 ?uFu (大)が脱落し，
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第 4表

曾祖 父

曾祖母

ネ旦 父

祖 母

父

母

伯(叔)父

伯(叔)母

兄

姉

夫(ego ) 

妻

弟

妹

姪

甥

長 男

次 男

一 男

長 女

次 女

一 女

末っ 子

孫

初 孫

曾 孫

玄 孫

親族 名 称、 と

親族名 称 総 称

?u: d3U: 

ワu!homma 

FuSSU: (士族) lJI hmt  ヮu:d3u: (平民) (士族)

ワu:d3u:ta~ ， hommata: 

hanne: (士族) (平民)

homma (平民)

d3u! (士族)

f'?UjaUk 

ワad3a: (平民)

ワadd3e: (平民)

?a町lma:

wud3i 

wuba 

つanj0: gwa:(士族)

?a法話: (平氏)

jammi: (平民) sidaukja: 

?aS e: (士族)
つago: (平民)

つago:ggwa (平氏)

wutu 
kjo:de: 

tud3i 

?ututu トtutuukja:
wunal 

m 11 

}miiWUi 
WUl 

s i daggwa 

d3inan 

sannan 

s1da 

Jwuna ni bammi nukkwa t告

kwamaga 

sambamminukl王wa

? itSi banj S anukkwa 

maga 

hatsimaga 

matamaga 

Ci :mag a 

人 称 イ吃 名 詞

人 称 代 名 詞 「はいjとし、う返事
呼称

一人称 二人称 三人称 呼ばれた時 承諾の時

一「

親
nan 

一「
wo: ?o: 

族 を 親
を を

名 用 族
用 用

称 し、 名
し、 し、

し一 る 称
る る

邑 L_ 

を

用 を

し、 用
wan 

し、る
を

る
用

し、

る

• 

(も，jan)

@ @ 

す
kuri : ? 
?ur1 

を をヮura
名 を

?an 
用 用

を
前 用 用

し、 し、
L_ 

し、 し、

を る

呼
ヲー

」

ぶ
と
ぢ;、

で

き
る
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?UFUSSU:→ ?u: d3u:とな ったのが湯湾方言

であると解される。従って，湯湾方言でももと

は前部にワUFUのついた語形が用いられていた

のかもしれない。 I曾祖母」と「祖母」は

hommaに?u:(大)がつ くかつかないかによ

って区別している。 hommaが平民語であると

ころからすれば '?u:homma:も平民語かも知れ

ない。すなわち「祖母」の士族語 hanne:に対

して ?u:hanne:が予想される。 古仁尾方言で

は?uFuhanne:(曾祖母)， hanne: (祖母 )

が用い られている。 I父Jを表わす語は，士族

では d3u:，平民では つad3a:か?ad3e :であ

る。古仁屋方言では d3u:だけである。 I母J

は?amma:で士族・平民の違いは見い出しえな

かった。古仁屋方言でも ?amma:である。

「おじJ Iおば」は伯と叔の違いはない。

wud3 i， wubaである。 古仁慮方言でも同様で

あるが，古仁屋方言では伯(叔)母は古くは

kk話:といっていたようで， wubaは新しいと

いう報告を受けた。 r兄J I姉」は士族・平民
の区別があらわれる。 I兄Jは士族で ワanjo:-

gwa: ，平民でワaklくれ， jamm i が用いられ

る。 I姉Jは士族ではつaIe : ，平民では?ago: 

? ago: ggwaが用いられる。また，土-族の息子

は平民からは Iu:ma:と呼ばれ，女の子は

? aS e :と呼ばれていたようである 。 因に，そ

この主人は danna:と呼ばれる。古仁屋方言で

も「兄Jには士族・平民の区別があらわれ，前

者はワanjo:，後者は jamm'1:である。 湯湾

方言に存する ?a地石:に類する語は見い出しえ

なかった。 I姉j も士族・平民の区別があらわ

れ，前者は?aI e ，後者は ?ani， 更に身分の

低いところでは ?ago:を用いていたようであ

る。 湯湾方言では見い出しえない ?an'iが用い

られている点は特徴的である。

「夫」以下の親族名称、については士族・平民

の区別の報告は得られな く，第 4表に示したよ

うな語形を得た。

親族名称の調査は 1人の話者だけでは不十分

で，各自の生い育った環境によ って，かなり の

差異が出てくることが予想される。たとえば，

曾祖父・曾祖母のいない家庭では，これに対す

る語形が貧弱であると解されるし，また，士族

・平民のどちらだ ったのかとい うことによって

も資料に相違があらわれてくるものと思われる。

次に，これら個々の親族名称が関係の深いも

の同志で一括されて，更に一般的な語形で表現

される場合がある。これが総称というワクで示

した語形である。もちろん「夫 (ego)Jの立

場からみた時の語形である。

「祖父母jは「祖父Jr祖母」を表わす語形
のどち らかに複数接尾辞のーta:がついた形で

表わされる 。 FUSSu:ta:，ワu:d3u: ta:， 

hanne: ta:， homma ta:がこれである。 I父

母」はつujankja:で， r父J I母jを表わす語
形とは別系統の「親たち」に相当する語形が用

いられる 。 I兄姉Jは sIdankja:で， これも

「兄J I姉j を表わす語形とは別系統のもので

ある。 si daは『おもろさうし』では「すざベJ

「せざj の形で用いられている。 I夫妻Jは

tud3u: tuで，これは明らかに tud3iwutu→ 

tud3u: tuとなったものである。 I弟妹」は

?ututuokja:で，これは「弟jを表わす語形

に-kja: (複数接尾辞)が接尾したも のであ

る。この?ututuという語形は本来は「弟jを

表わすものであるが，ワututuokja:で 「弟妹j

を表わすようになり，更に一鍛化されて，血の

つながりのない年下の者をも表わすよ うにな っ

ている。これら si daukja: tud3u: tu ?utut-

uukja:が更に一括されて kjo:de: (兄弟姉
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妹)という語形で表わされる。 mi i (姪) と ものである。その結果は第 4表の通りで， i曾

wui (甥)は結合して m"iiwui (姪甥)とい 祖父」から「姉jのところまで，いわゆる年上

う総称形式を成立させる。長男以下の男の子は の者には「親族名称Jを用いて呼んでいる。た

j i.gganukwaで，長女以下の女の子は とえば，次の通り。

j i nag un ukwaである。そして， mI iwui， 

j i.gganukwa， j inag unukwaに「係J以下の
フ

者をすべて一括して kwamaga(子孫)と称し

ている。

以上は表に示した総称の語形であるが，他に

F u SS u: wa: k j a: j a : k a tJ i ? i m 0: tJ i t a b 0 :-

rI (おじいさん私たちの家へいらして下さい)

d3u: wa:kja: ja: katJi kanソimo:もJi 

tabo:ri (お父さん私の家へいちして下さい)

但し， i妻」以下の目下の者にはすべて名前

調査しえた人間関係の語形を示すと，次の通り で呼んでいる。また， i妻jから「夫Jを呼ぶ

である。 ときには tJanを用いるようであるハ

j i.gganukjo: de: (兄弟)wunai.gkja: (姉 更に，人称代名詞と親族名称とのかかわりぐ

妹) j話:j(姉妹から兄弟をいう，複数は je :ー あいをみたのが，次の人称代名詞のワクである。

i.gkja: ) wunai (兄弟から姉妹をいう，複数 「曾祖父」から「玄孫Jまでの各々が自分自身

は wunai.gkja:)つito ko (従兄弟) を話し手という関係において表現する際には

Futa?i toko (また従兄弟) ha r 0 : d3 i: (親 wanを用いる。また， i夫(eg 0 ) Jを話し手

戚)Cikihara (一族，血のつながった人々)

j imbiki nu haro: d3i: (結婚の縁での親族) 聞き手という関係で表現した場合， i曾祖父」

として， r曾祖父」から「玄孫Jまでの各々を

t u: sa nu haro: d3 i: (遠い親戚)

mo: kukkwa又は kakuri gg wa (私生児)

から「姉Jまで，いわゆる年上の者には nan

を用い， i妻J以下の年下(あるいは目下)の

kamag i ga可igajunk.io:de: (女の親が違 者には ?uraを用いる。「曾祖父」から「玄孫J

うきょうだい) d 0:凶:(姦通) までを話し手，聞き手以外の第三者という関係

mamad3u: (義父)mama?amma (義母) で表現した場合， i曾祖父」から「姉Jまでは

muho: (婿) jum i (嫁 )jo:Ji(養子)親族名称が用いられる。

t?aggwa (双生児) j i .g 9 a da tSi : (男やもめ) たとえば，次の通り。

wunagudatJi: (女やもめ)mi: ttJ?u (赤坊) FuJSu: ja wa :kja: ja: katJi ?imo:も，Jan 

warab"i (子供 )wahMMJL(若者) (おじいさんは私の家へいらっしゃった)

nI s話:(男子青年) kjuramun (女子青年) i妻」以下の者に対しては名前を用いる場合

FU ttJt (老人) k?wamu i (子守り) もあるが，代名詞の kuri ( ku t ta: )川r1 

表では，次に呼称というワクを示してある。(ソut t a: ) ? a r"i (') a t t a: )も用いることがで

これは「夫 (ego)Jを中心にして egoがた きる。

とえば「誰さん司ここへ来なさい(いらっしゃ 最後は「夫 e90 Jが「曾祖父jから「玄孫」

い)Jという場合， r誰」のところへ「曾祖父j までの誰からか呼ばれた時，あるいはそのうち

から「玄孫Jまでをそれぞれ具体的に置き換え の誰かに承諾したという返事をする場合の、

ていった場合，各々がどう呼ばれるか?示した 呼ばれた時のjω
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の「はし、Jの語形を示したものである。これか

らもわかるように， r呼ばれた時」の「はし、」

と「承諾した時」の「はし、Jとでは語形を異に

し，また，年上と年下(または目下)という関

係においても語形を異にしている つ

尚， この親族語輩の資料提供者の大友英良氏

は旧士族出身の方である。

また，琉球方言の親族語嚢を取り上げた論文

としては，下記のようなものがある。

徳川宗賢「沖縄の親族語養一首里士族の用語

-J  

『沖縄文化j] 13号1963年

琉大方言クラブ『琉球方言』第7号1966年

柴田武「語嚢研究の方法と琉球宮古語嚢」

『国語学j] 87集 1971年

加藤正信「宮古方言の親族名と人称詞J

『沖縄一自然・文化・社会』

1976年

派生・複合形式の内部構造

琉球方言の派生及び複合形式は実に複雑な内

部構造を有している 。その内部構造を明確にし

ようとして従来もいろいろと模索をくりかえし

てきた。そのひとつが『琉球の方言j] 1975年

(法政大学沖縄文化研)の八重山川平方言の「

動詞及び複合・派生形式の文法的カテゴリー」

の記述であった。しかし， この川平方言での記

述は内部構造のとらえ方がし、たって粗雑で，動

詞及び派生・複合形式の内部構造を正確に記述

したとは思えない。その後，沖縄本島や奄美大

島湯湾(宇検村)・古仁屋(瀬戸内町)方言を

調査し，分析考察をす、めているうちに，その

内部構造を概略把握しえたように思える。それ

と同時に，八重山川平方言の構造記述も訂正せ

ざるをえなくなった。

以下，湯湾方言を中心に派生及び複合形式の

内部構造を記述し，それに従って八重山川平方

言のそれも訂正していきたい。

1 .派生形式の内部構造

派生・複合形式の内部構造を考察するに際し

ては，常に文を終止させる形を中心にす、めて

いきたい。

動詞の活用の項でも述べたように，次の諸形

式は派生形式と解される。

kak.iun (kakjui) (書 く，基本)

katSun (katSui) (書いている，継続)

k a tS e : n ( ka tS e : i) (書いてある。既存)

kaもJan ( kaもSa) (書いた，完了)

琉球方言の動詞において，純粋に単純形式と

解されるものは，基本語基語幹を軸として成立

する活用形のみである 。

上記派生形式の内部構造は次の通りであるハ



活用形

語幹

語基 語幹派生接尾辞 語尾

kakj u (基本) nまfこは i

katI u (継続) nまfこは i

katI ぷ(既存) nまfこは i

katI a (完了) nまfこはゼロ

語基は派生形式の「中心的意味」を表わす。

kakj (連用語基)・ katI(音便語基)はkak

(基本語基)の環境による異形である。語幹派

生接尾辞は「アスペクトj を表わす。この接尾

辞の交替によって，諸アスペクトが表現される。

語基に語幹派生接尾辞が結合して語幹を形成す

る。語尾は終止形の場合「断定j を表わす。他

に文を終止させる活用形としては，志向形，命

令形，推量形があるが， これらはそれぞれ「志

向Jr命令J r推量j を表わす。語幹に語尾が
結合すると，そこに活用形が成立する 。

奄美・沖縄方言においる動詞派生形式はだい

たい以上であるが，方言によっては，他にも派

生形式と解されるものがある。たとえば，沖縄

本島本部町瀬底方言 (以下「瀬底方言Jと記す。

筆者の方言である)の派生形式は次の通りであ

る。

hakun (書く，基本)

hatI i n (書いている ，継続)

hatI e: n (書いであ る。 既存)

haも，Jan (書いた 。完了)

hatIukun (書いておく，も くろみ)

すなわち， haもIukunも派生形式と解される。

湯湾方言では，これに相当する形式は ha吋1

ukjunとあらわれ，これは派生形式と解するよ

りは，ふたつの動詞の結合とみなした方が妥当

のように思われる。

2. 複合形式の内部構造

単純形式(基本語基語幹を軸として成立する

活用形)及び派生形式に助動詞が接続して形成

される形式を複合形式と称しておく。

2. 1. 1 第 1種複合形式の内部構造

第 1種とは tan(時・過去) 凶:n (非

時・仮想)， n (ぬ・否定)の助動調の接続し

た諸形式をさす。

2.1.2 tan， t話:nの接続した複合形式

tan， t e : nは助動詞の中では， どの助動調

よりも文の最末尾に位置する。この tan，te:-

nが派生形式を承けた複合形式を示すと，次の

通りである。

kakjutan (書きつつあった。基本・過去)

kaも，Iutan(書いていた 。継続・過去)

katIぷ tan(書いてあった。既存・過去)

ka可ia tan (書いてあった。完了・過去)

ka k j u t e.: n (もし~すると， 書くところで

あった。基本・非時 )

ka tI u t e・:n (もし~すると， 書いていると

ころであった 。継続・非時)

katfe! t会・!n (もし~すると， 書いてあると

ころであった n 既存・非時)

katJ ia tゼ:n (もし~すると， 書いてしま

つであるところであった。完

了・非時)

以上の記述からもわかるように， tanがあらわ

れると， r過去j という時が表現され t話:n 

があらわれると，時とは関係なく過去 ・非過去

にわたって用いられる「非時(仮想)Jが表現

される。そして， tan te:n が接続しない派

生形式は「時・非過去j を表現する。 文法上の
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的
1
千

I

J

J

)

C

H

ヨ
ロ
コ

ωぷ

続した複合形式との関係を示すと，第5表の通

りになる。

(
ピ
ニ

νrJ帥
)

口
付
制
ロ
コ
信
一
ぷ

(
ど
や
必
や
心
け

u~
〉
蜘

(
時
二
ド
ニ
抑

)

5
三
v{

仇
心
的
1
千

t
J
n
V
)

口
H

ヨ
ロ
寸
言
uA

kakjun (基本・非過去)には「進行Jの意

kakjutan (基本・過去)

(完了

はあらわれないが，

になると，これがあらわれる。

・非過去)は tan，t石川が接続する際は，

katS an 

(
H
K
n
v
必
や
や
肋
抑
)

katS i (書いて)に atan (あった。基本・過

去)または ate:n(あったにちがし、ない。基

本・非時)が接する構造をとり，融合した形と

kaもSiatanは共通語の「書いてあはならない。

katS話:tan 

(書いてあった。既存・過去)とは表わすアス

ペクトが違う。前者は動作が完了してしまった

った」に対応するものであるが，

(

〉

抑

)

点に着目した表現であり，後者は動作の行なわ
口
付
パ
戸
口
一
J

一ぷ吋
V
{

ロ
ロ
吋
〉
古
一
ぷ

れた結果が既に存している点に着目した表現で

ある。瀬底方言でも haも，Sa tan 

てあった。完了・過去)と hatSe: tan (書いて

あった。既存・過去)の両形が用いられている

が，両者には上記のアスペクトの違いが明確に

(書いてしまっ

咽明
d

山
相
摺
株
、

桐

世

摺
J

桐
摺
株
、

山
市

世

+判
明
株摺

山相

世

+¥-1 
摺
株摺

刑
制

あらわれる。湯湾方言の katS i a t e : n (完了・

世
非時)と katSい te : n (既存・非時)にも同様

のアスペクトの違いがある。

n (ぬ・否定)が接続した複合形式

t an， t e : nの直前に位置するのが否定の n

宣 告な世 告な世株世 告な
2. 1. 3 

ト↓止~ 14-

である 。第5表の諸形式を否定形式にし，更に

第5表の肯定形式との関係を示すと，第 6表の {\~ 国13聖糊

術
的
城

通りになる。

基本・肯定の諸形式は連用派生語幹を軸とし

基本・否定は基本語基語幹を軸とし

112-

て成立し，

て成立する。



kakjun (書く)

kakju tan (書きつつあった)

kakjute:n (もし~すると，書くところであった)

kakan (書かない)

kakantan (書かなかった)

kakan te: n (もし~すると，書かないところであった)

(非過去

過去

f 非過去

1過去

時

(時
非

時

非

定

定

肯

否
r
a
E
E
I
E
a
I
E

，ぺ，，
a
E
E

，，
.. 
、

本

第 6表

基

katSun (書いている)

katSutan (書いていた)

kaもSut日 n(もし~すると，書いているところであった)

katSuran (書いていない)

katSurantan (書いていなかった)

katSuran tぷ n (もし~すると，書いていないところであった)

{非過去

過去

時……

(非過去
過去

時

時

非

時

非

定

定

肯

否
r
l
l
'
l〈
1
1
1
L

続継

むJ

kaもJ話!n (書いてある)

katSe:tan (書いてあった)

katS e : t話:n (もし~すると，書いであるところであった)

ka可語:ne! n (書いてない)

katS話:ne:n tan (書いてなかった)

katS話!ne:n t話:n (もし~すると，書いてないところであった)

時……

{非過去

過去

{非過去

過去

時

時

非

時

非

定

定

肯

否
r
a
E
E
E
'
a

，ミt
a
E
E』
B

・、

存既

kaもSan (書いた)

katSiatan (書いてしまってあった)

ka tI i a t e : n (もし~すると，書いてしまってあるところであった)
katIine!n (まだ書いてない)

katSine!ntan (まだ書いてなかった)

k a tS i n e! n t e: n (もし~すると，まだ書いてないところであった)

時 …・・・…..

{非過去

過去

(非過去

過去

時

時

(時
非

{時
非

定

定

肯

否
「
'
'
1
1
1〈
l
i
l
L

了ーと2
7c 



既然，完了の否定では nの代りに ne:n (な

い・否定)が用いられる。これは，動詞の活用

の項でも述べたように katJ話:n (書いであ

る)katIan (書いた)が「書きであり J r書

きたり」の融合から成立し，その構成要素に

つan(ある)を有しているところから， ')an 

(ある)の否定が ne:nであるために必然的に

起きた現象である。

2.1.4 第 1種複合形式の内部構造まとめ

以上記述してきたように，助動詞の中で，文

の最末尾に位置するのは「時J r非時」を表わ

す tan，te: nであり，これは「時制J という

カテゴリーでまとめられる。その次に末尾に位

置するのが否定の nである。更に，活用形まで

考察に加えると， tan， t e : nよりも文の末尾

に位置するのは終止形，志I~iJ形，命令形，推量

形の各語尾ということになる。

以上の配列関係をまとめて示すと，次の通り

になる。

詞(一) と方(肯定J- め )一時
派生形式 ) ¥否定 制(人)一語尾

時制の中の「時」には「非過去J i過去」が含 る。

まれていることはもちろんである。 因に，湯湾方言で派生形式と認めなかった

この構造は湯湾方言だけではなく，奄美・沖 katIi ukjunに tan，t谷川， n が接続した諸

縄方言の第 1種複合形式の基本的な構造と考え 形式を示すと，次の通りになる。

kaも.Jiukjun(書いておく)

k a tI i u k j u t a n (書いておいた)

ka tI i uk j u t e : n (もし~すると，書いておくところであった)

katJ i ukan (書いておかない)

katIiukantan (書いておかなかった)

kaもIiukant話:n (もし~すると，書いておかないところであ

った)

AA 

可

i



2. 2. 1 第 2種複合形式の内部構造

第 2種複合形式とはも，Sa 9 ].' s a : n (-しそう

だ・様子)もJasa:n(-したい・願望)

jassa:n ( -しやすい・容易) guruSa:n 

(-しにくい・困難)の助動詞の接続した諸形

式のことをさす。これらは形容詞的な活用をす

る助動詞である。

2.2.2 tSagl'sa:nの接続した複合形式

n (否定)ne: n (否定)の直前に位置する

のがもJag'} sa:nである。すなわち， tan ・te :-

n. n. ne : nについで文末に近く位置する。第 5

・6表の表示方法に従って，この助動詞が動詞

の単純形式(連用形接続)に接続し，更に肯定

・否定，時・非時の形式を伴って成立する諸形

式を示すと，第 7表の通りになる。

最後の kakiも，fagikune: nt石川を例にと っ

て，その内部構造を分析して示すと，次の通り

になる。

kaki -ーもJagi ku - ne: n 一一 t e' : n 

動詞 非時・終止
様子否定

(連用形) 形語尾

tfag i sa: nは動詞派生形式 katfun (書いて

いる・継続) katS e' : n (書いである，既存)

の連用形も承けえると予想されるが，未調査の

ため，その諸形式を示すことができない。因に

瀬底方言では動詞派生形式 ha吋in (継続)

ha tS e: n (既存)の連用形も承けることができ

る(第 8表)。但し， ha tJ an (完了)は承け

えない。同方言ではこの助動詞は giJe:n(-

しそうだ・様子)であらわれる。

詞相互の問には配列上の前後関係はなさそうで

ある。そもそもこのみつつの助動詞は相互に承

接し合うことは意味的に不可能で，文の要請に

従って，ひとつが取り上げられたら，他のふた

つは必然的に同一文にはあらわれることができ

ない。従って， この三者における配列の前後関

係は問題にならないとい ってもよさそうである。

これまでの表示方法に従って，これらの助動

詞が動詞の単純形式(連用形接続)を承け，更

にみとめ方，時制の助動詞を伴って成立する諸

形式を示すと，第 9表の通りになる。

最後の形式 kakigurufo:ne:nt石川を例に

とって，その内部構造を分析して示すと，次の

通りになる。

kaki --gurufo:-ne:n 一一 t e: n 

動詞 ~ 非時・終止
一 困 難否(連用形) 形語尾

9 uruf a:となるべきところを guruS0:となっ

ているのは，係助詞 ja (は)が融合している

ためである。

これらの助動詞は動詞派生形式 katSun (継

続)の連用形も承けえると予想されるが，未調

査である。因に，瀬底方言では，これらの助動

詞は bufe: n ( --したい・願望) jaSSen (-

しやすい・容易) guriSe:n (--しにくい・

困難)の形であらわれ，動詞派生形式 hatfi n 

(継続)の連用形も承けることができる(第10

表)。但し， hatJ e: n (既存) hatJan (完了)

はj転けることができない。

また，これらみつの助動詞がも，Jagisa:n

2. 2.3 tS asa : n ( --したい，願望) jassa:一 ( --しそうだ，様子)に先行することも確実だ

n ( --しやすい，容易) guriSa: n ( -- と思われるが，未確認である。因に，瀬底方言

しにくい・困難)の接続した複合形式 では buSe:n， jaSfen， gurife:nは gife:ー

もJagisa:n (様子)の直前に位置するのが n (様子)に先行し，第 11表のように用いら

このみつつの助動詞である。このみつつの助動 れている。

p
h
d
 



kakitSagisa:n (書きそうだ)

kakiもSagI sa: tan (書きそうであった)

kakiもSagi・sa:te:n (もし~すると，書きそうなところであった)

kaki tIag・ikune: n (書きそうでない)

kakiもSagYkune:ntan (書きそうでなかった)

kaki tI agI kune: n凶:n (もし~すると，書きそうでないところであった)

i非過去
過去

時

時

去

{非過去

過

時

非

{時
非

定

定

第 7表

様

ha tS i : g iS e : n (書いていそうだ)

h a tI i : g i s a t a n (書いていそうだった)

(もし~すると，書いていそうなところであった)

hatIi: gikune:n (書いていそうでない)

hatSi:gikune:ntan (書いていそうでなかった)

hatI i : g i kune: n te: n (もし~すると，書いていそうでないところであった)

{非過去

過

(瀬底方言)第 8表

ドー'

1-' 

σ〉 時

非

h a tI i : g i s a t e : n 

去

時

去

{非過去

過
時

非

定

定

肯

否

f
1
1
1
1
1
1
3ぺ
1
1
1
1
1
1
1
L

子様

(書いてありそうだ)

(書いてありそうだった)

(もし~すると，書いてありそうなところであった)

(書いてありそうでない)

hatS e : g i S e : n 

時・・・…・

(非過去

過 h a tS e : g i s a t a n 去
時

非

(書いてありそうでなかった)

(もし~すると，書いてありそうでないところであった)

hatSe: gisate:n 

ha tS e : g i kune : n 

hatSe: g ikune :ntan 

haUe:gikune:nte:n 

l非過去
過

時

去

時

時

非

定

定

肯

否

，EE
E
E
E
E

，
 
.. EE
E

・E‘』4
、，a
'
a
E
'
'
b
'
B
E
E
-
-
E

、

子様



(書きたい)kaki tSasa:n {非過去

過

第 9表

(書きたかった)kakiも，Sasa tan 去
時

非

書きたいところであった)(もし~すると，kakitSasate:n 時

定肯

否

r
l
l
!
i
'
l
I
l
f
l

ィ，a'
1
1』
I
B
E
E
L

(書 きたくない)kak i tS akune : n (非過去

過

望願

(書 きたくなかった)kaki tSakune :ntan 去
時

非定

書きたくないところであった)(もし~すると，

(書きやすい)

kakiも，Sakune: n te: n 

kakijassa:n 

時

去過非

過
(書 きやすかった)kakijassatan 去

時

非ドー

ドー.
-..J 書 きやすいところであった)kakijassat話:n (もし~すると，時

定

(書 きやすくはない)kakijasso:ne:n (非過去

過

易
"._. 

廿

(書 きやすくはなかった)kakijasso:ne:ntan 去
時

非定

(もし~すると， 書 きやすくはないところであった)kakijasso:ne:nte:n 時

(書 きに くい)kakiguruIa: n {非過去

過 (書 きにくかった)kakiguruIa: tan 去
時

非

kakiguruIa:凶:n (もし~すると，書きにくいところであった)時

r'"ヲ

足ニ肯

否

rs

，
 
.. ，ES
E
.

，，
ι-『・・J
、，E
-
E

・E・-‘，
a
B
E
E
-

、

(書きにくくはない)kakiguruIo:ne:n (非過去

過

難困

kakiguruIo:ne:ntan (書きにくくはなかった)

書きにくくはないところであった)(もし~すると，kakiguruIo:ne:nt話:n

去

時

時

非定



h a tS i : b u S e : n (書いていたい)

(書いていたかった)

(もし~すると，書いていたいところであった)

(書いていたくない)

(書いていたくなかった)

(もし~すると，書いていたくないところであった)

haもSi:busatan

haもSi:busate:n

haもSi:bukune:n

{非過去

過 去

{非過去

過

時

時

非

(瀬底方言)

定肯

否

望

第 10表

願

ha tS i : bukune : n tan 去
時

非定

hatSi: bukune :nte:n 

h a tS i : j a S S e n (書いていやすい)

h a tS i : j a SS e :t a n (書いていやすかった)

h a tS i : j a S S e : t e n(もし~する， 書いていやすいところであった)

hatSi: jakkune:n (書いていやすくない)

hatS i : j akkune: n tan (書いていやすくなかった)

hatSi:jakkune:nte:n (もし~すると，書いていやすくないところであった)

時

(非過去

過去

{非過去

過去

時

時

非

時

非

定

定

肯

否ri--
』，、
I
t
-
-
L

易
tτ， 
tt-

ドd

~ 

αコ

(書いていにくい)

(書いていにくかった)

(もし~すると， 書いていにくいところであった)

(書いていにくくない)

(書い ていにくくなかった)

(もし~すると， 書 いていにくくないところであ っ

haも，Si : gu r i S e : n 

haもSi:gurisatan

h a tS i : g u r i s a t e : n 

去

時

(非過去

過

時

時

非定肯
否

hatSi:gurikune:n {非過去

過

難困

た)

haもJi:gurikune:ntan

hatS i : gur i kune: n te : n 

去

時

時

非定



(瀬底方言)第 11表

(書きたさそうだ)hakibuSe: giJe: n 去過非

過
(書 きたさそうだった)hakibuIe:gisatan 去

時

非定

書きたさそうなところであった)hakibuSe: gisate: n (もし~すると，時

haki buS e: gikune: n (書きたさそうでない)去過非

過

肯

否ralt-J1SEll-、

願望一様子

hakibuSe:gikune:ntan (書きたさそうでなかった)

書きたさそうでないところであ(もし~すると，

った)

hakibuSe:gikune:nte:n 

去

時

時

非定

(書きやすそうだ)hakijaSSe:giSe:n (非過去

過 (書きやすそうだった)hakijaSSe:gisatan 去
時

非
r
E
J

、a・、
(もし~すると，書きやすそうなところであった)hakijaSIe:gisate:n 時

定

(書きやすそうでない)hakijaIIe:gikune:n {非過去

過

肯

否FE
E
l
-
-
t
i
-
-
B
L
 

ドー

ト・4

<.D 

容易一様子

(書きやすそうでなかった)

書きやすそうでないところであ

hakijaIIe:gikune:ntan 

hakijaIIe:gikune:nte:n (もし~すると，

った)

去

時

時

非定

hakiguriIe: giJa:n (書きにくそうだ){非過去

過 (書きにくそうだった)hakiguriSe:gisatan 去
時

非

書きにくそうなところであった)(もし~すると，

(書きにくそうでない)

haki g ur iS e: g i sa te : n 時

定肯

否r'
l
i
l
d
p
i
-
-
L
 

hakiguriIe:gikune:n 去過非
過

困難一様子

(書きにくそうでなかった)

書きにくそうでないところで(もし~すると，

あった)

hakiguriSe:gikune:ntan 

hakiguriSe:gikune:nte:n 

去

時

時

非定



酬 明司

2.2.4 第 2種複合形式の内部構造まとめ て示すと，次のようになる。

以上第 2種複合形式までの内部構造をまとめ

尾五口雪日制時方めル』み子様

望

易

難

願

容

困

¥
I
l
l
-
/
 

式

式
形

形

純

生
単

派

/
f
l
i
t
-
¥
 

詞動

「みとめ方J以下は先に詳しく記述したので，

ここでは簡略化して記した。

2.3.1 第 3種複合形式の内部構造

第 3種複合形式とは rIn (れる，受身・可

能)， Sun (す・使役)の助動詞の接続した諸

形式のことをさす。このふたつの助動詞がこれ

までの第 l種，第 2種で述べた助動詞と厳然と

区別されるのは，これらの助動詞自身が継続・

第 12表

既存・完了のアスペクトの語形変化をも有して

いる，京である。

2.3.2 r・in (れる，受身・可能)の接続し

た複合形式

まず，動詞の単純形式(未然形)に rIn が

接続した諸形式をこれまでの表示方法に従って

示すと，第 12表の通りになる。

(非過去 kakar i n (書かれる)
時

肯定{
過去 kakari : tan (書かれた)

非 時 -・・ ・・・・… kakari : tい n(もし~すると，書かれるところ

受身基本{
であった)

{非過去 kaka ran (書かれない)
時

否定(
過去 kakaran tan (書かれなかった)

非時 kakaran t.e: n (もし~すると，書かれないとこ

ろであった)

rlnの継続・既存・完了はそれぞれ kaka-

t tun (書かれている)kakatt話:n (書かれ

てある) kaka t tan (書かれた)であるが，そ

れぞれの「過去Jr非時Jの形式が未調査で示
すことができない。

因に，瀬底方言の基本・継続・既存・完了の

諸形式を示すと，第 13表の通りになる。 当方

言では，この助動詞は ri : n (れる，受身・可

能)である。

受身・完了には肯定・否定，時・非時の区別

は存しない。

以上は rinの立場からみた基本・継続・既存

・完了の諸形式であるが，一方，動詞 hakun

(書 く)の立場からみれば，上記の諸形式はす

べて動詞の基本に接続したものである。第 13

表の肯定・非過去の形式を例にとって，その構造

を示すと，次の通り J

什
ノん

可

aム



(書かれる)

(書かれた)

haka r i ! t e ! n (もし~すると，書かれるところであった)

(書かれない)

(書かれなかった)

(もし~すると，書かれないところであった)

(瀬底方言)第 13表

hakari !n {非過去

過 hakari!tan 去

時…

時

非定肯

否

hakaran (非過去

過

受身基本

hakarantan 去
時

非定

hakaran te: n 

haka t t i n (書かれている)

hakattutan (書かれていた)

hakattute!n (もし~すると，書かれているところであった)

hakatturan (書かれていない)

時

(非過去

過去

時…

時

非定肯

否
r
a
E
E
E

・EE，J
、，E
E』
-
E
E
E

、

-
H
N
H
l
 

(非過去

過

受身継続

hakatturantan (書かれていなかった)

(もし~すると，書かれていないところであった)

去
時

非定

hakatturante!n 

(書かれてある)

(書カ通れてあった)

(もし~すると，書かれであるところであった)

(書かれてない)

(書かれてなかった)

(もし~すると，書かれてないところであった)

hakatte!te!n 

hakatte! tan 

haka t t i n e ! n 

haka t te! n 

時…

{非過去

過

{非過去

過

去

時

時

非定肯

否
F
I
l
i
-
-
J

‘，』
E
'
'
t

、

受身既存

haka t t i n e ! n t an 去
時

非定

';:.:~;J・嶋凶品副

haka t t i n e! n te! n 

(書かれた)hakattan 

時

受身完了・



r i : n (受身・基本)

ttin ( " ・継続)
haka (動詞・基本)一|

tte:n( " ・既存)

ttan ( " ・完了)

他に，動詞の継続に接続した諸形式もあり，そ

れらの構造は次の通り。

hatI u ra 
(動詞・継続)

r i : n (受身・基本)

ttin ( " ・継続)

tte:n( " ・既存)

(書いていられやすそうでなかった)

2.3.3 Jun (す・使役)の接続した複飾式

Junが動詞の単純形式に接続した諸形式を示

すと，第 15表の通りである。

Iunの継続・既存・完了はそれぞれ kakatIun

(書かせている) k a ka tI e : n (書かせである)

kaka tI an (書かせた)であるが， それぞれの

過去・非時の形式は未調査である。

因に，瀬底方言の基本・継続・既存・完了の

ttan ( " ・完了) 諸形式を示すと，第 16表の通りになる。 当方

この動詞の継続に接した具体的な諸形式を示す 言では使役の助動詞は sunである。

と，第 14表の通りになる。 使役・完了には肯定・否定，時・非時の区別

r i: n (れる)は hatIe: n (書いである。既 はない。

存)hatI an (書いた，完了)には接しえない。 以上は sunの立場からみた基本・継続・既存

以上は瀬底方言の例である。 ・完了であるが，一方， hakun (書く)の立場

次に，湯湾方言の rinがもJasa:n( "'""'した からみれば，上記の諸形式はすべて hakun の

い) j assa: n ( "'""'しやすい) guruJa: n ( "'""' 基本に接続したものである。第 16表の肯定・非

しにくし、)の直前に位置することは確かだと思 過去の形式を例にとって P その構造を示すと，次

われるが未確認である。瀬底方言では次のよう の通りになる。

にあらわれる。 rsun (使役・基本)

tI i n ( " ・継続)
haka (動詞・基本)-1 

も.fe:n( " ・既存)

tI an ( " ・完了)

他に，動詞の継続，具体的には「書く」の継続

hatIuraにも接する。これを示すと，第 17表

の通りになる。

r i: n (受身・可能)と同様， ha tI e: n (既

存) ha tI an (完了)には接しえない。

以上は瀬底方言の例である。

次に，湯湾方言の Iunが rin (受身・可能)

の直前に位置することは，次の例でもわかる。

Fun 1. kuga sar i n (船を漕がされる)

因に，瀬底方言では次のようにあらわれる。

haka r 1 : buJe: giku ne:n tan 

動詞・受身・ 過去・終
基本 基本願望様子否定 止形語尾

(書かれたさそうでなかった)

hatIura r i : buIe: giku ne:n tan 

動詞・受身・ 過去・終
継続 基本願望様子否定 止形語尾

(書いていられたさそうでなかった)

haka n: j a I J e : 9 i ku n e : n tan 

動詞・受身・ 過去・終
基本 基本容易様子否定 止形語尾

(書かれやすそうでなかった)

haもJura ri: jaIJe: giku ne:n tan 

動詞・受身・ 過去・終
継続 基本容易様子否定 止形語尾

ヮ
，uっ“、，A



(書いていられる)

(書いていられた)

haも，furari: te: n (もし~すると，書いていられるところであった)

hatfuraran (書いていられない)

動詞派生(継続)形式を承けたもの(瀬底方言)第 14表

ha tf u ra r i: n {非過去

過 haもSurari:tan 去

時…・

時

非定肯
否fi
l
l
J
I
l
l
-

(書いていられなかった)

hatfurarante: n (もし~すると，書いていられないところであった)

haも，furarantan

1非過去
過 去

時

非定

受身基本

(書いていられている)

(書いていられていた)

h a tf u ra t t u t e: n (もし~すると，書いていられているところであった)

(書いていられていない)

時

h a tf u ra t t i n (非過去

過 hatf ura t t u tan 去
時

非
時

定肯

否FEl
l
s
-
J
I
l
i
-
-
、

N 
w 

(書いていられていなかった)

(もし~すると，書いていられていないところであった)

hatfura t turan 

haも，furat turan tan 

{非過去

過 去
時

非定

受身継続

haも，fu ra t t e : n (書いていられてある)

hatSuratte:tan (書いていられてあった)

(もし~すると，書いていられてあるところであった)

haも，furattine:n(書いていられてない)

(書いていられてなかった)

(もし~すると，書いていられてないところであった)

hatf ura t turan te: n 

hatfura t te:t e:n 

(非過去

過 去

時

時

時

非定肯
否FI
l
l
-《
1
1
1
1
L

{非過去

過

受身既存

hatfura t t i ne: n tan 去
時

非定
haも，fura t t i ne : n te : n 

(書いていられてしまった)hatfura t tan 

時

受身完了



(書かす)kakaIun {非過去

過 (書かせた)kakaIutan 去
時

非定

書かせるところであった)(もし~すると，kakaIut話:n時

(書かさない)kakasan 非過去

過

肯

否

第 15表

使役基本

(書かさなかった)

書かさないところであった)

kakasantan 去
時

非定

(もし~すると，kakasant話:n時

........ 
N 
~ 



(書かす)

(書かせた)

hakasute!n (もし~すると，書かせるところであった)

(書かさない)

(書かさなかった)

(もし~すると，書かさないところであった)

hakasun 

hakasutan 

hakasan 

(非過去

過 去

(非過去

過

時 一・…

(時

(瀬底方言)

定肯

否
r
1
6'
t
a
E
EJ
、ー
hE'aE't
、

第 16表

使役基本

hakasantan 去(時

非

定

hakasante!n 

(書かせている)

(書かせていた)

(もし~すると，書かせているところであった)

hakatSuran (書かせていない)

hakatSin 

hakatSutan 

hakatSute !n 

{非過去

過 去

時……

時

(時

非

定肯

否l
H
N
ω
l
 (書かせていなかった)

hakatSurante!n (もし~すると，書かせていないところであった)

hakatSurantan 

{非過去

過 去(時
定

使役継続

(書かせである)

(書かせてあった)

hakatSe!te!n (もし~すると，書かせであるところであった)

haka可inen (書かせてない)

hakatSinentan (書かせてなかった)

hakatS i nen te! n (もし~すると，書かせてないところであった)

時

hakatS e! n (非過去

過 hakaも，Se! tan 去

去

{非過去

過

時

{時

時

非

定

定

肯

否rl
a
F』べ
i
f
t
I
L

使役既存

日… =品切端晶幽幽幽

(書かせた)hakaもJan

時・

使役完了 -



動詞派生(継続)を承けた例

hatSurasun (書いておらす)

hatSurasutan (書いておらした)

hatSurasute:n (もし~すると，書いておらせるところであった)

ha tS ura san (書いておらさない)

去

(非過去

過

時

時

非定肯

否ril
l
-
J
I
l
l
-
K
 

第 17表

(書いておらさなかった)

h a tS u r a s a n t e : n (もし~すると，書いておらさないところであった)

ha tS ura san tan 
{非過去

過 去
時

非定

使役基本

時

haもJura可in (書いておらせている)

(書いておらせていた)

haも，Su r a tS u t e : n (もし~すると，書いておらせているところであった)

haも，Su r a tS u r a n (書いておらせていない)

hatSuraもJurantan(書いておらせていなかった)

(もし~すると，書いておらせていないところであった)

ha tS ur a tS u tan 
{非過去

過

時

{非過去

過

去
時

非定肯

否
「
1
1
1
1
1
1
1
1』
、

使役継続
トd

N 
σ3 

去
時

非定

(書いておらせである)

(書いておらせてあった)

(もし~すると，書いておらせであるところであった)

(書いておらせてない)

(書いておらせてなかった)

(もし~すると，書いておらせてないところであった)

haもJuratSurante:n 

haもSuratS e : n 

hatSuraもSe:tan

hatSuraもSe:te:n

時

{非過去

過

時

去
時

非定肯

否r'B
I
t
g〈
1
1』
1
1

、

hatSura可inen

haもSura可inentan

h a tS u r a tS i n e n t e : n 

{非過去

過 去
時

非定

使役既存

(書いておらせた)haもJuratJan 

時

使役完了…



haka sa 

動詞・ 使役・

基本 基本

tan 

過去・終

止形語尾

r i: bu S e: 9 i ku ne: n 
，E-J3t . 
----/， 願望様子否定
基本

2. 3. 4 第 3種複合形式の内部構造まとめ

以上，第 3種複合形式までの内部構造をまと

めて示すと，次のようになる。

尾五ロ制時方めシ」み子様

望

易

難

願

容

困身
用
又役使

¥
1
i
j
/
 

式

式
形

形
純

生

単

派

/
I
l
l
-
¥
 

詞動

前述したように，第 3種複合形式の構成要素

である ri n (受身・可能) Sun (使役)には

動詞と同様，基本・継続・既存・完了の語形替

変もあるので， このふたつの助動詞の他との承

接関係はきわめて複雑多岐にわた っている。し

かし， どんなに複雑な様相をおびたとしても，

それらの中には上記の配列構造が厳然と存して

いる。

因に，瀬底方言においては， r i n (受身・可

能) sun (使役)はアスペクトの語形替変を有

すると同時に，それらの活用形も動詞とほぼ平

行的に存している。しかし， buSe:n (願望)

以下の助動詞になると，そのアスペクトの語形

はなくなる。更に，文末に近い助動詞ほど活用

形も少なくなる傾向がある。

第 18表

3.敬意表現の複合形式

以上述べてきた諸形式は普通の表現形式であ

る。これに対して敬意を表わす諸形式がある。

敬意を表わす形式は「ていねいJ表現形式と「

尊敬」表現形式とに分けることができる。この

敬意表現がこれまで述べてきた普通の表現形式

の配列構造の中でどう位置づけられるのか，こ

れについて以下述べてみたい。

3.1 jawon (です，ます) の接続した複合

形式

jawonはていねいを表現する。 これが動詞

の基本・継続・既存に接続した例をこれまでの

表示方法に従って示すと，第 18表の通りにな

る。

ム動詞の基本に接続した例

ィ非過去 kakjawon (書きます)
時{

f肯定{ 過去 k刈 awotan(書きつつありました)

| 非 時…・H ・H ・.. kakjawot石川(もし， --すると，書くところでした)

ていねい t
1 {非過去 kakja woran (書きません)

l否定( 、過去 kakjaworan tan (書きませんでした)

非時一…….... kakjaworante:n(もし~すると，書かないところでし

た)

司

iっ'U
司
E
A



ム動詞の継続に接続した例

時
(非過去

肯定( 過去

非時・

時
{非過去

否定{ 過去

非時…

ム動詞の既存に接続した例

時
(非過去

肯定(
過去

非時・

時
{非過去

否定(
過去

非時…

katSujawon (書いています)

katSuj a wo tan (書いていました)

katSu ja wot話:n (もし~すると，書いているところでし

た)

kaも.Jujaworan(書いていません)

katSujaworantan (書いていませんでした)

katSujaworante: n (もし~すると，書いていないとこ

ろでした)

kaも.Jiajawon(書いてあります)

katS i a jawo tan (書いてありました)

ka tS i a j a w 0 t話:n (もし~すると，書いてあるところで

した)

katSi ajaworan (書いてありません)

kaもSiajaworantan (書いてありませんでした)

katSiajaworan t話:n (もし~すると，書いてないところ

でした)

動詞の完了に接続した例は調査不十分のため示 ておく・もくろみ)に接した諸形式も調査して

すことができない。因に， ka可iukjun (書い あるので，示しておく。

時
{非過去 ka tj'i ukj a won (書いておきます)

肯定{
過去 katSi ukjawotan (書いておきました)

非時 ka tS i uk j a wo t e : n (もし~すると，書いておくところで

ていねい{
しfこ)

時
i非過去 ka tS i uk j a w 0 r a n (書いておきません)

否定{
過去 katJiukjaworantan (書いておきませんでした)

非 時......…・・ katSi ukjaworan te : n (もし~すると，書いておかない

上記第 18表の諸形式からもわかるように，

jawonを普通の表現形式の配列構造に位置づ

けるとすれば¥みとめ方(肯定・否定)の直前

kakja 

動詞 ・

基本

ところでした)

羽Tora n tan 

ていねい 否定
過去・
終止形語尾

である。動詞・基本に接した否定・過去の形式 一方， r使役Jr受身・可能J r願望Jr 
を例にとって，分析して示すと，次の通りであ 様子」等との前後関係はどうであろうか。

る。 r使役Jr受身・可能Jに接続した例を示

-128-



調
需
を
a
c
d
e
;

すと，第 19表の通りになる。

kakaS awon (書かせます)(非過去

過

第 19表

kakaIawotan (書かせました)去
時

定(
非

肯

書かすところでしkakaIawote: n (もし~すると，時

た)
使役ていねい

kakaIaworan (書かせません)(非過去

過 kakaI awo ran tan (書かせませんでした)去
時

定(
非 kakaIaworante: n (もし~すると，書かさないとこ時

否

ろでした)

kakar正jawon(書かれます)(非過去

過 kakari"jawotan (書かれました)去
時

非定
.J..IOユ

同

kakar I jawot話:n (もし~すると，書かれるところ時一・・・・……

でした)
受身ていねい

kakarIjaworan (書かれません){非過去

過 kakari"jaworantan (書かれませんでした)去
時

定{
非

否

(もし~すると，書かれないka kar i j a w 0 r a n t e : n 時

ところでした)

(書きにくいです)wor g uruI a kaki jawon は以上の諸形式からもわかるように，

動詞・

基本

Iun， r i nよりも文末に近く位置する。

(書そうです)

ていねい

Jawor 

困難

もJagesar kak 

との前後

関係は湯湾方言においては未確認であるが，次

の古仁屋方言(奄美大島瀬戸内町)，瀬底方言

「様子J「困難」「容易J「願望」

ていねい様子
動詞・

基本
jawonは「様子jの直後にの例からすれば，

瀬底方言の例
位置づくであろうことが推定されうる。

tan n bira buSe: giJe: haki 
古仁屋方言の例

過去否定ていねい様子願望
動詞・

基本
(書きたいです)buSar jawor kak 

動詞・

基本
(書きたそうでありませんでした)ていねい願望

tan n bira jaSSe: giJe: haki 

動詞・

基本

(書きやすいです)Jassar Jawor kak 

過去否定

(書きやすそうでありませんでした)

← 129-

ていねい様子容易
ていねい容易

動詞・

基本



haki guriJe: giSe: bira n tan 動詞の連用形に接続した諸形式を示すと，第 20

表の通りになる。動詞・
困難様子ていねい否定過去

基本

(書きにくそうでありませんでした)

3. 2 nS 0 : j un ( -しなさる。~していらっし

やる)の接続した複合形式

nSo:junは尊敬を表わす。 これは動詞の連

用形に接続する。これまでの表示方法に従って

第 20表

時
{非過去 kakinSo:jun (お書きになる)

肯定{
過去 kakinS 0: jutan (お書きになりつつあった)

非 時・・・・・….. kak i n S 0 : j u t話:n (もし~すると， お書きになるところ

であった)
基本

(非過去 kakinSo:ran (お書きにならない)
時

否定{
過去 k ak i n S 0: r a n t a n (お書きにならなかった)

非 時………… kakinSo:rant話:n (もし~すると，お書きにならないと

ころであった)

(非過去 kakinSo:も，Sun(お書きになっている)
時

肯定{
過去 kakinSo:も，Sutan(お書きになっていた)

非時………… kaki n S 0 : tS u t話:n (もし~すると，お書きになっている

ところであった)
継続

{非過去 kakinSo:tSuran (お書きになっていない)
時

否定{
過去 kakinSo:tSurantan (お書きになっていなかった)

非 時・・…・・・… kakinSo:tSurant"e: n (もし~すると， お書きになって

いないところであった)

時
(非過去 kakinSo:可証:n (お書きになってある)

肯定{
過去 kakinSo:tSe: tan (お書きになってあった)

非時 kak ins 0: tS e. : t話:n (もし~すると， お書きになってあ
るところであった)

既存
(非過去 kakinSo:可ine: n (お書きになってない)

時

否定(
過去 kakinSo:可ine: ntan (お書きになってなかった)

非時……・….. kaki nS 0:可ine:nt返:n (もし~すると，お書きになって

ないところであった)
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nSo: junを普通の表現形式の配列構造の中に

位置づけるならば，

lまnSo:jun 第 20表からもわかるように，

みとめ方(肯定・否定)の

前であることがわかる 。すなわち，基本・否定

・過去の形式を例にとって，分析して示すと，

それ自身基本・継続・既存のアクスク卜の語形

替変を有している。完了の形式については調査

不十分のため示すことができなし、。因に，瀬底

次の通りである。第 21表の通りになる。方言の諸形式を示すと，

第 19表の諸形式からもわかるように，

h ak i n S 0 : j u n (お書きになる)

haki nso: ju tan (お書きになりつつあった)

hakinso: jute:n (もし~すると，お書きになるところであ

{非過去

過 去

(瀬底方言)

時

定{.J..kユ

同

第 21表

った)

時

敬

本

尊

基
hakinso: ran (お書きにならない){非過去

過 haki n so: ran tan (お書きにならなかった)

お書きにならないとこhakinso:rante:n (もし~すると，

ろであ った)

去

時

時

定(
非

否

haki nso:ぱin (お書きになっている){非過去

過 haki nso :tSutan (お書きになっていた)去
時

定(
非

肯

お書きになっているとhakinso:tSute:n (もし~すると，

ころであった)

時

敬

続

尊

継
hakinso:tSuran (お書きになっていない)去過非

過
hakinso:も.Jurantan (お書きになっていなかった)去

時

定{
非

否

hakinso:も，Surante:n(もし~すると，お書きになっていな時

いところであった)

hakinso:もJe: n (お書きになってある)(非過去

過 haki nso:も.Je:tan (お書きになってあった)去
時

定{...LIO:与
円

hakinso:も，Je:te:n(もし~すると，お書きになってあると

ころであった)

時一一一……

敬

存

尊

既
hakinso:tJe:ne:n (お書きになってない)

hakinso:も，Je : ne: n tan (お書きになってなかった)

haki nso:もJe:ne:nte:n(もし~すると，

{非過去

過 去
時

定{
非

否

お書きになって

ないところであった)
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{非過去 hakinso:tJan (お書きになった)
時

r肯定{
過去 hakinso:も，Jatan (お書きになってしまってあった)

非 時 ・…・・・・… hakinso:もJa te : n (もし ~すると， お書きになってしまっ

てあるところであった)

完了
{非過去 hakinso:tJine:n (お書きにな ってない)

時

否定(
過去 hakinso:tJine:ntan (お書きになってなかった)

非時・……….. hakinso:tJine:nte:n (もし~すると，お書きになってな

いところであった)

kak i n S 0 : r a n t a n 

動詞連用形尊敬否定過去

では， jawon (ていねい)との前後関係は

どうかというと，これは次の例からもわかるよ

うに， n J 0 : j unは jawonより前に位置する。

kaki nJ o:tJu jawora n tan 

(書きなさていませんでした)

kaki nJo:吋iajawora n tan 

(書きなさつでありませんでした)

次に， tJ a 9 i s a : n ( ，...，しそ うだ，様子) と

の前後関係は，湯湾方言においては未確認であ

るが，次の古仁屋方言，瀬底方言の例からすれ

ば， i様子jの直前に位置づくものと推定され

る

古仁屋方言

kaki miIor tJag'esa 

動詞・基本 尊敬 様子

(書きそうにしていらっしゃる)

瀬底方言

ha k i n J e : 9 iJ e ! b i n 

動詞・基本 尊敬 様子 ていねい

(お書 きになる様子です)

一方， i使役J i受身・可能J i願望J等と

の前後関係はどうであろうか。

「使役」に接続した湯湾方言の例を示すと，

第 22表の通りになる。

第 22表 時
(非過去 kakaSinIo: jun (書かせていらっしゃる)

肯定{
過 去 kakaSinSo: jutan (書かせていらした )

非 時…・・・・・… kakaSinSo: jute:n (もし~すると， 書カ通せていら っし

使役尊敬{
ゃるところであった)

H寺
(非過去 kaka S i n S 0: r an (書かせていらっしゃらない)

否定{
過 去 kakaSinSo: rantan (書かせていらっしゃらなかった)

非 時............ kakaSinSo:rante:n (も し~すると，書かせていら っし

やらないところであった)

上記の諸形式からもわかるように， nIo: jun 

は Sun(使役 )よりも文末に近く位置する。

「受身J i願望J i容易J i困難」との前後

関係は湯湾方言においては未確認であるが，次

の古仁屋方言の例からすれば， nSo: jun は「

願望J等の直後に位置づくものと推定される。

kaka miSor r 1 

動詞 ・基本受身 ・基本尊敬

1 :)~-



(書かれていらっしゃる)

kak buSa SimiSor 

動詞・基本 願望 尊敬

(書きたくしなさる)

kaki Jassarl nSo:jur 

動詞・ 基本 容易 尊敬

(書きやすくしなさる)

kak guruSa S imiS or 

動詞・基本 困難 尊敬

(書きにくくしなさる)

kak buSa SinSor jawora n ta 

動詞・
願望尊敬ていねい否定過去

基本

(書きたくしていらっしゃらなかった)

以上述べてきたように， nSo:jun (尊敬)

は普通の表現形式の配列構造の中に位置づける

と， r願望」等の直後， r様子」の直前に位置
するものと解される。

因に，瀬底方言では次のような発話が可能で

ある。

haka sa ri jaSSe: nSe: giku 

動詞・基本使役受身容易尊敬様子

ne: jabira n tan 

否定ていねい否定過去

4.複合形式の内部構造

奄美・沖縄方言の複合形式の内部構造を，て

いねい，尊敬をも含めて，改めてまとめると，

次の通りになる。

r願望

/単純形式 ¥ 1-+-/-，"， ~ ...... I 
動詞( ，，~ ':'，~ '.:= )-使役一受身ー|容易¥派生形式 ) ，~ v'o .--~. I 

、困難

一 尊敬一 様子 一 ていねい一みとめ方-

一時制一 語尾。

この構造を導き出すために，瀬底方言 ・古仁

屋方言に依拠するところも多かった。更に，今

後は他の琉球方言の内部構造とも比較考察 して

みる必要がある。

また，今後はこれら複合形式の内部構成要素

が終助詞以外の助詞等とどうかかわるのか，あ

るいは副詞的な語とは どうかかわるのか，こう

いうところを解明していくところから琉球方言

の構文論は展開されうるものと考える。

(書かされやすくいらっしゃる様子ではあり 5. 八重山川平方言の派生・複合形式

ませんでした) ~琉球の方言j] 1975年で， 八重山川平方言

この発話では ne:とnのふたつの否定があるが の派生 ・複合形式について記述したが，これは

琉球方言では ne:nu (ないぬ)の二重否定で肯 派生 ・複合形式を鰍密に分析し比較考察した

定を表わすのではなく て，否定を表わすという ものではなく，それゆえに，内部構造把握の仕

特徴がある。これについては伊波普猷著 「南島 方においていたって粗雑なところがあった。

方言史故J( ~伊波普猷全集』第四巻)で詳述 今，改めて川平方言の派生 ・複合形式を比較

されている。この発話では ne:jabiranと否 考察してみると，湯湾方言の中に存した構造体

定と否定の間にていねい形式がはさ まれる形に 系が同方言の中にも存していることがわかる。

なっているが，真の否定はやはり後の nによっ 第 1種複合形式を例にとって，川平方言を記述

て表わ されている 。 しなおすと，第 23表の通りになる 。
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第23表

，非過去
r肯定{
| 、過去

基本{

kak i (kak"i n) (書く)

kaki ta (書いた)

I (非過去
に否定{

kakanu (書かない)

、過去 kakan aha t a (書かなかった)

，非過去
r肯定 i
| 、過去

継続{

kaki ur '，1 (kaki un) (書いている)

kaki Fu ta (書いていた)

I (非過去
に否定{

kakiuranu (書いていない)

、過去 kaki uranaha ta (書いていなかった)

，非過去
r肯定 i

kake: n (書いである)

i 、過去
既存{
I (非過去
に否定{

kake: ha t ta (書いてあった)

kake: ne : n u (書いてない)

、過去 kake: ne: naha ta (書いてなかった)

第 23表からもわかるように， 同方言にもア

スペクトの語形変化がある。 kgki(基本)

kakiuri (継続)kake= n (既存)がそれであ

る。但し， r完了Jは見い出しえなかった。川
平方言では「過去j と「完了Jは区別されてい

ないらしく， r完了」の意味で調査すると， r 
過去j を表わす語形を得るのである。

これら kaki，kakiuri， kake:n の形式に

ta (過去)と nu(否定)または ne:nu (否

定)が接続すると，上記第 23表の第 1種複合

形式が成立する。|司方言にはまた， r非時」を
表わす形式も見い出しえない。第 23表の最後

の形式 kake: ne : naha ta (書いてなかった)

を例にとって分析すると，次の通りになる。

kake: ne=naha ta 

動詞 否定過去

上記分析からもわかるように，同方言にも次

のような内部構造が存する。

/単純形式¥ _.. _，_( ~n:: ¥ 
動詞( -=':~u'.:.':= 1ーみとめ方(-=-== J -¥派生形式) ， ~ -， / J ¥ 否定/

時(非過去
過 去
)-終止形語尾

この配列"慎は奄美・沖縄方言の場合と全く同じ

で，たゾこの構造の構成要素に多少違いがある

だけである。

但し，ここで注意すべきことは， kaki ur '1 

(継続) kake:n(既存)の成立過程である。

これらはそれぞれ国語の「書きをり J r書きあ
む」に対応するものと解される。一方，奄美・

沖縄方言では， r継続J r既存」はそれぞれ国
語の「連用形十てをり J r連用形+てありJに
対応しそれらの融合過程から成立したもので

あると説かれてきている(仲宗根政善・服部四

郎説)。また， r連用形+てをるものをJr連
用形+てあるものを」の融合過程から成立した

とする説もある(平山輝男説)ハいずれにして
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も，これらの成立過程には「連用形+てをり 」

「連用形+てあり Jが軸になっていることは事

実である。これと川平方言とを比較してみると

川平方言の「継続J I既存jはその成立過程に

おいて「て」をその内部に含んでいなかった点

で，奄美・沖縄方言とは異なっていることがわ

かる。川平方言の「継続」を構成している「連

第 24表

用形+をりJは，奄美 ・沖縄方言では「基本J

の終止形を構成しているのである。

以上の関係をも っと明確にするために， I書

くjの派生・複合形式を例にとって，湯湾方言

(奄美・沖縄方言)と川平方言(先島方言)で

比較してみると，第 24表の通りになる。

湯湾方言 川平方 仁コ

Lイ) をり kakjun， kakjui (書く) kakiurI， kakiun (書いている)

(基本・非過去) (継続・非過去)

(ロ)あり な し kake: n (書いである)

(既存・非過去)

ω をりたり kakju ta n (書きつつあった)

(基本・過去)

連用形-1ω をりであり kakju t e : n (書いたにちがし、ない) な し
(基本・非時)

帥てをり katIun (書いている) な し

(継続・非過去)

付 てあり katI e. : n (書いてある) な し

(既存・非過去)

(卜)たり ka tIan な し

(完了・非過去)

第 24表の比較から次のことがわかる。

湯湾方言 川平方言

をり 基本 継続

あり な し 既存

連用形-1てをり 継続 な し

てあり 既存 な し

たり 完了なし

すなわち，湯湾方言では「てJを介さないか，

介するかによって， I基本j と「継続・既存・

完了j とが区別されている。

では，湯湾方言における上記のような区別は

川平方言ではどうなっているのだろうか。

これは同時に，川平方言の kakし kakin (書

く，基本・肯定・非過去)の成立過程がどうな

っているのかという問題につきあたる。

そこで，川平方言の実態をみてみると，第24

表からもわかるように，同方言では「連用形+

をり，あり」の結合は許しているけれども， I 

連用形十てをり，てあり，たりj の結合，すな

わち「て」を介して「をり，あり」に結合する

F
D
 

、イB
J

可

'A



ことは許していないことがわかる。

以上の実態をおさえて，同方言の kak'i，

kaki n (書く，基本)の成立過程を推定する

ならば，これは「をり，あり」とか「てをり，

てあり，たり」等の結合しない形，すなわち，

奄美・沖縄方言で述べた真の基本形式(単純形

式)を想定せざるをえなくなる。 kaki'， ka-

k'inが基本形式(単純形式)であるとするな

らば， kaki'は当然国語の連用形，すなわち「

書き」に対応するものと解さなければならない。

但し， kaki'nについては以然として不明とい

わざるをえない。 i書き」が kaki'nになるこ

とは当方言の音韻対応上考えられなし、からであ

る。しかし，大胆な推定を試みるならば， ka-

k'i nの成立過程について次のようなことがし、

えそうである。いわゆる，宮古平良市方言等で

第 25表

は，形容詞の終止形に takamunu(高し、)が用

いられている。宮古方言では一般に形容詞の終

止形に-munuの形をよく用いている。これか

らすると，宮古方言と近い関係にある川平方言

の動詞に「連用形+munu Jの kakimunu ( 

書く)を想定しても決して突飛なことではない。

これが， kakimunu-￥kaki'mu一 予kak'in と

変化してきたのが現在の kakinであると推定

するのである。そうなると， kaki nも連用形

を軸として成立していることになる。

また，同方言の kaki' ta (書いた，基本・過去)

は「書きたJに対応すると説明することができ

る。

以上の推定で述べてきたことを改めて表示し

てみると ，第25表の通りになる 。 川平方言で

「完了jが存しないのは「てJを介しての結合

湯湾方面 川平方言

「をり j

「あり」の

結合しない

もの

(2) をり

(3) あり

(4) をりたり

(5) をりであり

(6) てをり

(7) てあり

(8) たり

kakjun， kakjui (書く)

(基本・非過去)

なし

kakjutan (書きつつあった)

(基本・過去)

kaki， kaki n (書 く)

(基本・非過去)

kaki ta (書いた)

(基本・過去)

kaki ur i， kaki un (書いている)

(継続・非過去)

kake: n (書いである)

(既存・非過去)

kakju t e : n (書いたにちがし、なし、) な し

(基本・非時)

katIun (書いている)

(継続・非過去)

ka tI e : n (書いてある)

(既存・非過去)

katI an (書いた)

(完了・非過去)

1 :~ 6-

なし

なし

なし



を許さない当方言の当然の帰結といえそうであ

る。

ところで，川平方言の連用形には kaki，ka-

ki 両形があらわれる。前者は tsan (-し

たい) ta:gga: (ばかり)等に接続し， 後者は

結合度の強い un(居る) du (ぞ)と結合する

時にあらわれる。 kakiは結合度の強い un ( 

居る) du (ぞ)と結合する場合にのみあらわ

れるところから，古い連用形が残存したものと

恩われ， kak'iは kakiが川平方言の音韻体系

に適合する過程で形成されたものと思われる。

すなわち kaki-→kakiである。

以上，奄美・沖縄方言に存する「基本Jと「

継続・既存・完了Jとの区別を，川平方言にも

平行的に適応して，同方言の kak'i，kakl."n 

(書く，基本)の成立過程を推定した。この推

定はかなり高い蓋然性を有するものと恩われる

が， しかし，宮古方言の派生・複合形式等も調

査してみないと確かなことは言えない。

一方，視点を変えて， kaki ta (書いた，基

本・過去)の成立過程をもう少し詳しく検討す

ることによって，更に， kaki， kak'inの成立

過程にふれてみよう。

kakl." taは国語との対応を求めれば， r書き
た」になりそうだということは前述した。但し

他に対応の可能'性を求めると， kaki taは「書

きをりた」に対応する可能性もある。すなわち

kaki or i taータ kakiurita-→kakiutaータka-

k l' taである。

この推定に立つならば， kak j'" t aは第 25表

の(4)のところに位置づくことになる。

また，この推定に立脚して，川平方言の ka-

k'l'， kak・in (書く・基本)についてみるなら

ば，次のような結論がえられる。すなわち，川

平方言の kak'itaの kak'iは湯湾方言の kakj-

utanの kakjuに相当する。 湯湾方言の ka-

kju (準体形)は動詞の活用の項でも述べたよ

うに，同方言の kakjun，kakjui (書く，基本)

とその成立過程を同じくし，共に「書き(連用

形)+をり Jの融合過程から成立している。そ

うすると，川平方言の kaki'taの kakiも「書

きをり」から成立しているものと解され，形を

ほダ同じくする kaki， kak i n (書く，基本)

も同様に「書きをり jから成立しているものと

解される。宮古・八重山方言の基本の終止形の

成立を「書きをるものをJの融合から成立した

とする説は従来も出されている(平山輝男『琉

球先島方言の総合的研究.!l ) 

以上のように，川平方言の kaki，kaki nの

成立過程を推定するならば， kakし kakinは

第 25表では(2)のところに位置づくことになる。

後者の推定に立って，川平方言の「基本Jr 
継続Jr既存」の関係を，湯湾方言との比較に
おいてまとめて示してみると，次の通りになる。

連用形

湯湾方言 川平方言

をり 基本 基本，継続

あり 既存

をりたり

てをり

であり

基本・過去基本・過去

継続 なし

既存 なし

たり 完了 なし

すなわち，奄美・沖縄方言では「基本Jと「継

続・既存・完了」とが構造上画然と対置してい

るのに対し，川平方言ではそれらが構造上のは

りあい関係を示さないということになってしま

う。しかし， これはあくまでも通時的な面にお

いてのことである。共時的にはもちろん，今ま

でみてきたように，各々がはりあい関係を保っ

ているのである。

また，後者の推定に立っと，連用形 kakiと
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基本の終止形 kakiとはもちろん別系統のもの

に属することになる。更に， kaki.-n の成立に

ついても，前者の推定よりはスムーズに説明で

きる。

以上，川平方言の kaki ur Y (継続 )kake: n 

(既存)の成立過程と関連して，同方言の ka-

k"i， kakin (基本)の成立について， ふたつ

の異なる推定を示したが，現在のところどの推

定が正しいと確信をもって言うことができない。

他の琉球方言の派生・複合形式等も調査してか

ら結論を出したい。

第 23表とその内部構造から川平方言にも，

奄美・沖縄方言とほぼ同じ配列構造があること

がわかった。従って， Ir琉球の方言.JI 1975で

は「動詞一時一みとめ方」の構造で記述した

が，これは「動詞一みとめ方一時」の構造記

述に訂正すべきである。

第 26表

他の「使役J r受身・可能J r願望J r容易J
「困難Jr様子J等の配列構造ι 奄美・沖縄
方言とほぼ同じであると解されるが，調査不ト

分のため確かなことはいえない。次に， rてい
ねし、j は川平方言では ju :で表わされる 。こ れ

をこれまでの表示方法に従って示すと，第26表

の通りとなる。

第 26表からもわかるように， 川平方言にお

ける「ていねい」形式は，第 23表の普通表現

形式の末尾に， ju:をつければよいのである 。

これは，奄美 ・沖縄方言と大きく異なる。奄

美 ・沖縄方言では「ていねいJ形式は，複合形

式の構成要素の中で，次のような位置を占めた。

動詞・・・・・・・・一様子一てし、如、ーみとめ方

一時制一語尾

一方，川平方言では次の通りである。

動詞......…←みとめ方一時一語尾一て

，非過去
r肯定{

kakinju: (書きます)

| 、過去
基本{
I (非過去
k否定{

、過去

，非過去
r肯定 i
i 、過去

継続{
I 非過去
、否定{

、過去

，非過去
r肯定{
| 、過去

既存{
I (非過去
、否定{

、過去

ka k"i t a j u: (書きました)

kakanuju: (書きません)

kakanahataju: (書きませんでした)

kak i u r i j u: (書いています)

kakiFutaju: (書いていました)

ka k i u r a n u j u: (書いていません)

kaki uranaha ta ju: (書いていませんでした)

kake: n j u: (書いてあります)

kake: hattaju: (書いてありました)

kake:ne:nuju: (書いてありません)

kake : ne: naha t a j u: (書いてありませんでした)
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いねい 尊敬は o:rIn(....，しなさる， ....，していらっ

これは恐らく ju:が無活用で，むしろ終助詞的 しゃる)で表わされ，表示すると， 第 27表の

性格を有するものであるからだと解される。 通りになる。

第 27表

，非過去
r肯定{

kako: rIn (お書きになる)

| 、過去
基本{

kako:tta(お書きになった)

I (非過去
、否定{

kako: ranu (お書きにならない)

、過去 kako:ranahata (お書き にならなかった)

，非過去
r肯定{
| 、過去

継続{

kako: r i un (書いていらっしゃる)

kak i 0: r i Fu t a (書いていらした)

I (非過去
、否定{

kako: r i uranu (書いていらっしゃらない)

、過去 kaki 0: ri uranaha ta (書いていらっしゃらなかった)

r非過去
r肯定 i

kako: re: n (お書きになってある)

l 、渦去
既存{
I (非過去
に否定 i

kako: re: ha ta (お書きになってあった)

kako: re: ne:nu (お書きになってない)

、過去 k ak 0: r e: n e: n a h a t a (お書きになってなかった)

。:rInはそれ自身アスペクトの語形変化を
有していて， o:rin(基本)0= r i un (継続)

0: re: n (既存)となる。

第 27表の最後の形式 kako:re:ne:nahata 

(お書きになってなかった)を例にとって，分

析して示すと，次の通りになる。

kak 0: re: ne: naha ta 

動詞 尊敬 否定 過去

また， g 0= san (様子)との関係は次の通り

である。

kak o=ri" go:sa ne:naha ta 

動詞尊敬 様子 否定 過去

以上，述べてきて配列関係をまとめて示すと

次の通りになる。

動詞…・・・…一尊敬一様子一みとめ方一

時一語尾一ていねい

「ていねい」では異なりを示すが，その他の配

列関係は奄美・沖縄方言とほぼ同じである。
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古仁屋方言

湯湾方言の性格をより明確にするために，次

に瀬戸内町古仁屋方言の体系を示す。

古仁屋方言の話者は四本武俊氏(81歳)で

ある。四本氏は鹿児島二中出身で， ドイツ語・

英語に対する相当の知識を有し，両語の会話も

達者な方である。自分の方言に対する内省にも

鋭いところがあり，教えられるところ大なるも

のがあった 。

動詞の活用

1 .活用体系

はじめに， r書くJに関する古仁屋方言の動
詞の活用体系について記す。

古仁屋方言の kakjum(書く)は，まず語幹

派生接尾辞の交替によって，次のような諸形式

を派生する。 kakjumも合わせて示す。

kakjum (書く，基本)

katSum (書いている。継続)

katS a (書いた。完了)

katSi ?am (書いてある。既存)

最後の katSiヮamは kaもH (書いて。接続形)

と?am (有る)の 2語の結合とみた方が妥当と

思われるが，他方言との比較上示しておく。

以上の 4形式の他に katSi (書いて。のちど

き。接続形)も語幹派生接尾辞の交替によって

派生する形式とみなさなければならないが， こ

れはまた同時に活用形でもあるので，上記 4形

式とは少し性質を異にする。

次に，上記 4形式は各々が語尾交替をする。

その結果，活用形が成立するが， これを示すと

第 28表の通りになる。

各々の活用形の用例を示すと，次の通り。但

し， r基本」 の用例は後述する。
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katSunの用例

d3 i: kaも，Suro: (字を書いていよう)

d3 i: katSura m (字を書いていない)

d3 i: katSuraba j i ttSam (字を書いているな

らばよし、)

d3i: katSurba ja jubamganenSi (字を

書いていれば呼ばないように)

d3 i: kaも，SurI (字を書いておれ)

d 3 i: k a tS u nn a (字を書いているな)

d3i: katSur had (字を書いているはず)

d3 i: katSur buSa (字を書いていたい)

d3i: kaもJuragatSa:na nakjum (字を書い

ていながら泣く)

d3 i: katSum (字を書いている)

nama d3 i: katS ur (今字を書いている)

ワujan ni tSum (親に似ている)

m id beh話rinudur (水ばかり飲んでいる)

d3i:KMJun LJL:ja tar (字を書いている

人は誰か)

ヮarrja S i ttSum mun jus i t 1 kuri ra m 

(彼は知っていて教えてくれない)

d3 i: du katSum (字ぞ書いている)

nu: ga kunnan d3 i: kaもJur(どうしてここ

に字を書くのか)

ワin t u m a j a: t u d i." r i 9 a ka tS u r (犬と

猫とどちらが勝っているか)

?ari ga katSuro: (彼が書く だろう)

nama d3i: katSu: ta (今字を書いていた)

nan na: d3i: kaもJuta munu ?arana (あ

なたは字を書いていたのではなかったか)
? 
kinju: nan na d3i: katSu taro: ga (昨

日あなたは字を書いただろうが)

d3i: kakja gatSa: na natSu ta (字を書き
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ながら泣いていた)

katIud do: (書いているぞ)

tutud do:(取っているぞ)

d 3 i: ka tI u t}' na tf u t a (字を書いていて泣

いていた)

tura m tIiリitI u t}' t u t u r (取らないと言っ

ていて取っている)

katIaの用例

ka tf araba wakar d3u f um (書いたらばわ

かることは決まっている)

?ar ga katIar had (彼が書いたはず)

k a tf a r j u d a r S 1.1 m (書いたり読んだりする)

F~tar hartar fum (降ったり晴れたりする)

? i d 3 a r tS a r S u m (行ったり来たりする)

d3i: katSa (katIar) (字を書いた)

?arr ja wa ga katIam (katIar) (あれは私

が書いた)

tud ga kinj1.1: Funi nSi naha haUi 

tatもfa

(妻が昨日舟でナハへ立った)

kunja: nanti m九:r}'ta (古仁屋で生れた)

na: <~uh i ta (もう起きた)

?ar gaワikjumt!iヮitSam (彼が行くと言

った)

dgi:kaLJanLJ;ja tar (字を書いた人は誰

か)

d3 i: du katSam (字ぞ書いた)

nu:ga kunnan d3i kaもIar (どうしてここ

へ字を書いたか)

d3i: katIaro: (字を書いただろう)

w u t t i d u tI a: r 0 : (おとといきたんだろう)

? im '1 Okj a mi tS ar 0: (夢などみたんだろう)

ワur a 9 a k a tI a r 0: (君が書いたろう)

katIi ?amの用例

katIi ?arba s i gu wakaj un (書いであるな

、，A
A
位、aA



らばすぐわかる) 湯湾方言では基本語基語幹と連用派生語幹の

katSi?ar had (書いてあるはず) 活用形が相補う形で「基本」を形成していたが

kunnan d3 i: katI i?am ( katSi ?ar ) (ここに 当方言では，同時形以下は相補う形をと ってい

字が書いである) ても，上記のところでは平行的に存している。

katI i?am munu (書いであるもの) そのためか， kakj u語幹系列の活用形には話

d3 i: du katIi ?am (字が書いてある) 者自身の内省によ っても「進行」の意が認めら

nu:ga kunnan d3i: kaUi?ar (どうしてこ れ，話者は，たとえばも kakjumを共通語に記す

こに字が書いてあるのか) 時「書きおる」とする。但し，これは話者がじ

d3 i: katIiつaro: (字が書いてあるだろう) っくり内省を働かせたためであり，そうでない

d3 i: katIi?ad do: (字が書いてあるぞ) 日常の言語生活では「書く j という意で‘用いて

この第 28表で注意すべきことは， r基本Jの いることも事実である。その要因はやはり kak

方で， kak語幹(基本語基語幹)系列の活用形 語幹系列の終止形が存しないためであろう。

とkakju語幹(連用派生語幹)系列の活用形が kak語幹系列の終止形に関しては，当方言で

未然形から連用形 1 まで平行的に存しているこ はまた次のような注意すべき語形があらわれた。

とである。これらの活用形で調査の際に，まず

最初に報告されるのが kak語幹系列の活用形で

ある。そして，調査を進めていく過程で，時々

kakju語幹系列の活用形があらわれる。そこで

その活用形を手がかりとして，系統的に他の活

用形の存否を確認してみると，上記 kakju語幹

系列の活用形が得られたわけである。これらの

活用形は次のようにあらわれる。

d3i: kakjura m (字を書きおらない)

d3i: kakjuraba ja juba m ganenIi (字を

書きおらば，呼ばないように)

wa ga kakjuraba ワuraja situ nu so: 

sIri' (私が書きおらば，君は外の掃除をし

なさい)

d3i: kakjurba ja kaki (字を書きおれば

書け)

d3i: kakjuri (字を書きおれ)

d3 i: kakjunna (字を書きおるな)

d3i: kakjurもJLja tar (字を書きおる人
は誰か)

d3i: kakjur buIa (字を書きおりたい)

つasi b (遊ぶ) mつa:rIr(生れる)

? ur (売る) (?ugam (拝む)

これは動詞の語形調査の際にあらわれたもの

である。これらの語形は恐らく「居り」の鳳合

していない，すなわち， kak語幹系列の終止形

にあたる形であろうが， これが共通語の影響に

よる新しい語形であるのか，あるいはまた， r 

居り」の融合しない以前の古形をとどめたもの

であるのか，現在のところ判別しえない。

以上の古仁屋方言の実態からして， r基本J
と「進行Jを別々のカテゴリーとして記述すべ

きかどうか多少迷うところもあるが， kak語幹

系列の活用形が終止形以下欠けているところか

ら， kakju語幹系列の活用形はやはりこれを

補うものとして， r進行Jの意を伴いつつも「
基本j を表わすものと記述しておく。

以上は kakjum(書く)の活用である。更に

他の動詞の語形交替も調査し， r基本Jの活用
形のみを体系化して示すと，第 29表の通りに

なる。 r漕ぐ」以下の動詞においては連用派生

語幹系列の未然形から連用形 l までの活用形は
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司
1
1
;

未調査のため示すことができない。従って， ?umi :Okja ?id3inni kikja m karan (海

kakj um (書く)の方も，第 29表では示して など行ってごらん聞かないから。許さなし、から)

ない。 namamad i ma ttIi m ko m (今まで待って

も来ない)

kur sa i (または tIumma)wakara m munnu 

2.活用形 n u: wa ka j u r (これさえわからないのになに

2. 1 志向形 がわかるか)

志向形は次のように用いられる。 midワatiOm numa m (水さえのまない)

mad3 i n d3 i: kako: (一緒に字を書こう) wunagワat'imdikirjum munワuraj a 

ワattIad3i: ba kako: (明日字を書こう) dikiramna (女でさえできるのに君はで

wa g a j a h a tIi m u d 0 r 0: (我が家へ帰ろう) きないか)

hama I削川つas'ibo:(浜で遊ぼう) ワMJu:mJihatarakj11TILJU:jawm  m 
? 

wan da ro mad3 i:O kamo: (私も一緒に食べ

よう)

turo:ji(取ろうね)

?an (有る)の志向形は存しない。

2. 2 未然形

この活用形の職能は次の通り。

(1) I um (する。使役)に接続する。

?ututu :0 k号kaIum (弟に書かせる)

ku rr j a ? u t u t u :0 ka k a I u m (これは弟に書

かせる)

(2) r i'r (れる，受身・可能)に接続する。

ku r I i d3 i: g a kaka r i r (これで字が書

ける)

? am a: ? i k b a j a ? j a: r i.' d d 0: (あそこへ行

ったら叱られるぞ)

ワiT1119dwa:rim(犬にかまれる)

warab正:okjahara gadi waro: rim(子供

にまで笑われる)

(3) m (なし、)に接続する。

(あの人のように働く人はいない)

ワura m ko: m na (君も買わなし、か)

つikjam daro: ga (行かないだろうが)

g aI i I im s:i ra m t i mワura: ka tte d3a 

(そうしようがしまいが君の勝手だ)

I i r jab i tam bam wakara m (調べたけれ

どもわからない)

ワuhe:satitiko:ra m (大きくて使えない)

(4) z (ない，ず)に接続する。

?arrja tutim k~ka z(彼はとても書かない)

Jimmjml(包む)ki r jum (蹴る)凶br-

jum (眠る)ワabir j um (呼ぶ)?uhi r jum 

(起きる)では未然形に 2語形があらわれる。

たとえば， kirjum (蹴る)では kiraとki-

rjaがあらわれる。後者は基本語基語幹の異形

を軸として成立している活用形であるが， Jim-

mjun (包む) ki r jum (蹴る) nibrjum ( 

眠る)? uh i r jum (起きる)ではm (ない)に

接続する際に， この活用形が用いられ，ワabi-

r jum (呼ぶ)では z(ず)に接続する際にこ

。uraja katSi m wan na kaka m (君は書 れが用いられる。

いても私は書かなし、) 次に，否定を表わすm(ない)と z(ず)の

kaka m tam had d3a (書かなかったはずだ、) 違いであるが，四本氏の内省によると，次のよ
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第 29表 吉仁屋方言動詞活用体系

分 動

卜|不変¥化変へ化部
τI~士i士、 未 Aノ~ 条 命 本アす主て 連 連 連 !司 終 終 連 係 係 推 準 5皇 接 既 既 と7士じ， 7さじ2 系出 継
向 然 '件 件 メ7入1 ll:: 体 用 用 時 止 止 体 結 結 量 体 調 続

類 詞 形 形 形l 形2 形 汗ラ 形l 形1 形2 汗ヲ 形I 形2 形2 形1 形2 形 形 形 形 存1 存2 了1 了2 続l 続2

kak 。: a aba ba 1 na 1 

1 書 く kakj a um ur un u坤) ur uro: u(:) U'Q 

katJ 1 i?am i?ar aω ar U町1

kug " " " 
11 " " " " " 

2 漕 ぐ kugj " " " " " " " " " 
kud3 " " " " " " 
kurs " " " " " 1 na 1 

3 殺 す kud 1 " " " " " " " " " " 
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うな相違がある。

m………話し手の意志

wan nja kaka m (私は書かない)

?arr ja kaka m (彼は書かないトオモウ)

z……・・客観的な表現 一般的な表現

wan nja kaka z (私は書かない)

九 rrjaka回 z(彼は書かない)

2.3 条件形 I

この活用形の用例は次の通り。

かる)

nama ta tba man?o: jum (今立てば間に合

う)

?ami nu Furba ja jamI: jum (雨が降れ

ばやめる)

kussiba jittJa: mun (殺せばよいのに)

ware: ba ja jami ro: (笑えばやめよう)

kwe' : ba ja ?uro: (買えば売ろう)

?are: ba ja kjurak najum (洗えばきれい

d 3 i: kaka ba j a n i n ? i r 1" t i ka kI・(字を になる)

書かば念を入れて書け) kamba ja jaraso: (食えばあげよう)

hatarakaba ja kunja nanti hataraki 

(働くなら古仁屋で働け)

?ikjaba ja h話:k ta t i (行くなら早く立て)

tataba ja sigu tati (立つならすぐ立て，

出発するならすぐ出発しなさい)

j i r j a b a j a k j u r aku n j i r i (座るならき

れいにすわれ)

warajun (笑う) ko: j un (買う)?umu-

jun (思う)の動詞類ではこの活用形は見し油し

えなかった。

2.4 条件形2

この活用形の用例は次の通り。

wa: ga kakba mi ri jo (私が書いたらみな

さし、)

つuraga kakba wa ga jumjum (君が書い

たら私が読む)

ワura9 a kakba j i ttJ am mun (君が書けば

よいのに)

kakba jaつikjam do: (書いたらいけない

ぞ)

ga:Ji ?iもJi wa s i r i d i m s i r ba j a k i-

kja m do: (そんなに言って忘れでもしたら

許さないぞ)

?ari ga kjurba wakajum (彼が来ればわ

2.5 命令形

用例は次の通り。

?ura kaki (君書け)

ka:g ko: (ここへ来い)

?ura kaki ba (君書け)

?uja nu ju:g ganinJi s'iri (親の言う

通りしなさい)

ga:Ju:g karan jo:d3in si.'ri可i ?ju: 

mun (だから用，心しろというのだよ)

?anjo ?ura ja j i :tJak ka{)gI: ri jo (あ

のね君はよく考えろよ)

? an (有る)の命令形は用いられない。

2.6 禁止形

tfu nu mun tunna (人のものを取るな)

kunnan d3 i: kakna (ここに字を書くな)

kusa tunna (草を取るな)

?ara m mun ?i:na (うそをつくな)

? an (有る)の禁止形は用いられない0

2.7 連体形I

i類の動詞では，ほとんどのものが語幹が直

ちに接辞に接していく。すなわち，語幹即活用

形の形をとっているが， しかし，本質的にはY

語尾があるものと解される。

wa ga kak gadi ( :) '，)arr ja kon ta (私
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が書くまで彼は来なかった)

?ari 9a kak had d3a (彼が書くはずだ)

2.8 連用形 1連用形 2

連用形は連用形 1 と連用形2 とに分けたが，

これは本来不必要だったのかも知れない。連用

形 1 は，ある一定の接辞へ接続していく際に，

不変化部が直ちに接辞へ接していくものであり

連用形 2 は i語尾があらわれるものである。

しかし，前者でも，ある動詞では i語尾があら

われるし，また，後者でも ?uhi r jum (起き

る)では不変化部が直ちに接辞へ接していくの

で，両者は本来区別しなくてもよい。たジここ

では，連用形に現象形態として 2語形あらわれ

るということを示す程度で，別々のカテゴリー

ではないと解される。従って，厳密に体系記述

する場合はひとつの活用形にまとめて記述すべ

きであるが，本稿が現象レベルでの体系記述を

つura9a tur bek (i) d3a (君が取るべき

だ)

kakiの用例

kak i m s i r a m (書きもしない)

d3 i: kak i m iJ 0 j um (字を書きなさる)

kaki 9uruSa (書きにくい)

kaki jassa (書きやすい)

2.9 同時形

湯湾方言同様，古仁屋方言でも同時形は，

r kak i (連用形)十 ja(係助詞)Jの融合か
らなるものと解される。

d3 i: kakj a 9 aも，Sinjakan9I :jum (kan9 i:-

j ur) (字を書きながら考える)

wan nja d3i: kakja 9aも，fi n j a k a n 9 i : j um 

(kan91-:jur) (私は字を書きながら考える)

d3i: kakja 9atSa:na natSu: ta (字を書

きながら泣いていた)

意図する限りにおいては，前に述べた活用形設 ヮakkja9atSa: na jumjum (歩きながら読

定の基準と多少くいちがうところが出てくるこ む)

ともさけられないのである。

kakの用例

d3I: kak buSa: ja: (字を書きたいなあ)

kak du Sum (Jur) (書きぞする)

wa 9a kak du Jum (私が書きぞする)

kak ja s i ram (書きはしない)

kak sa i m s i r a m (書きさえしない)

k ak b e-h e-r i S u r (書きば‘かりする)

kak ja Sum bam jum ja d・iki ra n (書きは

するけれども読みはできない)

d3i: kak kak jumjur (字を書き書き読む)

d 3 I: ka k tS a 9 e s a (字を書くらしい)

d3i: kak 9a ?ikjum (字を書きに行く)

?ura 9a kak beki d3a (君が書 くべきだ)

wa: 9a kak buJa (私が書きたい)

?ar i 9a kak du Jum (彼が書きぞする)

2.10 終止形 l終止形 2

終止形 I と終止形 2 の用法上の区別は，四本

氏においては，実に明確であった。湯湾方言の

「動詞の活用Jの項で述べたので，ここでは要

点のみを述べる。

両者の用法上の違いを示すと，次の通りであ

る。

kakj un (書く，終止形1 ) 

収) 話し手の意志が含まれる。

(ロ) 非習慣的・個別的な表現に用いる。

付 主観性の強い表現である。

kakjur (書く，終止形 2 ) 

げ) 客観的な表現である。

(ロ) 習慣的・寸安的な動作の表現に用いる。

付話し手の意志は含まない。

更に，四本氏は次の例をあげて，別の角度か
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ら説された。 '7 agkure: ja wanu di ki jum (あのぐらい

tida ga ?irjum (大陽が沈む) は私もできる)

この表現の場合は太陽が自分の意志で入る意 ソatonan tfur daki nohojum (あとにあな

が感じられる。 た一人だけ残る)

tida ga ?irjur (太陽が沈む) t iki nu ?agar gad i ha tarakjum (月の

この表現の場合は太陽が沈むという客観的な あがるまで働く)

事実の表現である。 kunnan ?am nja (ここにあるのか)

以上の四本氏の内省報告からすると， r話し手 ?ura jaソikjumnja '7ikjam na (君は行

の意志の有無j のところは，話し手の意志の有 くのか行かないのか)

無による区別というよりは，動作主の意志の有 ヮur a 9 a t ur j um n j a (君が取るのか)

無を話し手が判断し，その判断に基いて，両者 s .ihe: ja numjum bam tutim hataraー

を使い分けているものと解した方が妥当のよう kjum (酒は飲んでもとても働く)

に思われる。否定を表わすmとzの使い分けも kun nanつam(ここにある)

あるし、はこれと平行的なものなのかも知れない。 d3i:kakjum (kakjur) (字を書く)

もし，上述のような使い分けがあるとするな wa ga ?ikjum ( ?ikjur) (私が行く)

らば，現在共通語文法で問題になっている主語 ?arI ga kakjur (彼が書く)

論争，すなわち主語が存するか否かという問題 ?arJ." ga kakjur kaja (彼が書くだろうか)

に対しても恰好の資料を提供するものと思われ ?arr ja ja: nan wur kaja (彼は家に居る

る。 かしら)

今回の調査では，文中におけるその使い分け

を完全に明確にするまでには至らなかったので

得られた用例をそのま、示すことにする。

?ar i ga jumjum (彼が読む)

?ura ga kakjum na (君が書くか)

もFu:mukる: ga ?ikjum (人を迎えに行く)

k i: nu i da nu ka r i j um (木の枝が枯れ

る)

?ututu ja ja: nan wum (弟は家に居る)

hakkja ki: I i du ti kr jum (箱は木で作

る)

?uja tu mad3in ?ikjum (親と一緒に行く)

?ar ga ?ikjumもIi ?i t，Jam (彼が行くと言

った)

ワuF1tもIugkjawarab inkja waru: wum 

(大人やら子供やら沢山いる)

?arrja ?ikjur kaja (彼は行くかしら)

2.11 連体形 2

用例は次の通り。

kakjun tI?u: ja tar (書く人は誰か)

d3i: kakjun t，Jikin darejum (字を書く時

に渡れる)

wa ga kakjum e: da mattJj tabori (私が

書く間待って下さい)

wan na: kakjug kutu dik正jum (私は書

くことができる)

d3i: kakjum mun daro: kaja (字を書いて

いるのだろうか)

kそkjugkutu ja jassam (書くことはやす

い)

wa: ga kakjug kara ?ura ja kaka m ga-

n i n I i s .i r i (私が書くから君は書かないよ
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(弟はいつくる

くのか)

ワututu jaワit kjur kaja 

のかしら)

うにしなさい)

?an tJも:n a n J i h a t a r a k j u n tJ t: j aつumo:
ra m (あの人のように働く人はいない)

kur sa i wakara m munn u nu: wakajur (早く取F話:kturjum mun nu mun d3a 

(これさえわからないのになにがわかるか)る方のものだ)

kun ? ju: jaワikjassabeheri Jur kaja tun nju tubjun gan'inJi (鳥が飛ぶみたい

(この魚はいくらばかりするのかしら)だ)

(どれどこにあるの)ワiduda: na: ?ar kamat nju jamjul) kara kju: ja jasi.'m-

(頭が痛いから今日は休む) 推量形

ワar l' ga ka】-cjuro:(彼が書くだろう)

? a r l' 9 a t u r j U : r 0: (彼が取るだろう)

2.13 .Jum 

wan daro: ka ワikjul)kara つuramko: ( 不ム

準体形

ワam(有る)wum (居る)では不変化部が

直ちに接辞へ接続する。

2.14 

も行くから君も来い)

係結形 I係結形2

係結形 lは du(ぞ)の結び， 係結形 2 は

du (ぞ)及び疑問詞または代名詞の不定称の

2.12 

(字を書

用例は次の通り 。

mun (もの)に接する。

kakju mun na nu: (書くものは何か)

d3i: kakju mun narba ja kaki 

くものならば書け)

(1) 

s sa (のは)に接する。(2) 

結びとなる。係結形I の語尾は -m，-n 両形

あらわれる。これは終止形 l語尾，連体形2 語

尾と一致する。但し， ?an (有る)wun (居

る)では-n語尾だけあらわれ，連体形 2 語尾

とだけ一致する。また，係結形2 語尾は終止形2

語尾と一致する。これは琉球方言における終止

形と連体形との関連を考察するのになんらかの kakju ssa jassar (書くのはやすい)

(3) mI (か。疑問)に接する。

(私が書くか)

示唆を与えるものなのかも知れない。

係結形 I

(字を

wa: ga kakju m i 

d3 i: kakju mi j 1": d l' kakju m"i 

書くのか絵を書くのか)

の例

d3i: du kakjum ( kakjun) (字ぞ書く)

?aもJadu kjum ( kjun ) (明日ぞ来る)

過去)に接する ハta (た，(4) kun nan du wun (ここにぞいる)

?ar du ?an (彼ぞある) muJi m wa gaワuganJi ワjambaワar ja 

(もしも私がそう言わなければ-L

，qノ

哨

U

ろ

a

た

+

し

、'
V
 

白

書

紘
o

は

k

彼

係結形2 の例

(書いkakju tarba j i:可i?iぱikur 1" r"i 

fこらば，

(どうしてこnu:ga kun nan d3i: kakjur 。

こに字を書くのか)

ょいといってくれ)?ar正 ga?ikjaJi kakjur (彼がどうして書

強調形2.15 くものか)

用例は次の通り。d3 i: du kakjur (字ぞ書く)

(私が書くぞ)

(彼が書くぞ)

wa ga kakjud do: 

?arI ga kakjud do: 
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(これは誰が書くか)

(君はどこへ行ワuraja da: haもJi ?ikjur 

kurja tar ga kakjur 



ワim i gkj a m i j ud do: (夢など見るぞ)

wa ga tur jud do: (私が取るぞ)

nja: jagati tubjud do: (もうやがて飛ぶ

ぞ)

2.16 接続形

命令形連用形2 接続形

J. 1 

I. 2 

1.3 

1.4 

1 

" " 
" 1 

" 1 

用例は次の通り。 ト5は終止形1 から強調形までがこれまでと

d3 i: katSi地ara?ikjum ( ?ikjur ) (字を 大きく異なっている。

書いてから行く) 最後の 1，2， 3等の下位類別は不変化部σ沫尾

?antPu ja nama d3i: katSi ? umojum 子音の違いによるものである。

(?umojur) (あの人は今字を書いていらっし 3.2 ?am (有る)wum(居る)

やる) 古仁屋方言のつam，wumが湯湾方言と異なる

nama gadi ma ttSi m kom (今まで待って来 のは， r継続」に?ar jum・?arjur，wurー
なし、) jum • wur jurの形式を有することである。

naha gadi ワid3ikjum (ナハまで行ってく これを通時的成立過程から「基本Jとの関係，

る) 更に他の動詞の「基本J r継続」との関係を示

t i g ka r a ? u t i t'i kj um ( kj u r ) (天から落 すと，第 30表の通りになる。 r既存Jは古仁
ちてくる) 屋方言においては 2語の結合と解されるので，

naha hara mudo:ti kjur (ナハから帰っ 一応除外しておく。その他の動詞としては ka-

てくる) kj um (書く)を例にとる。

?ututu di m wurba ja tsIri ti ko: (弟 この表からわかることは，古仁屋方言の ?am

でも居たら連れてこい) wumとその派生形式は第 25表で示した八重山

Fμsa ?uhiti m mannja?o m (早く起き 川平方言の動詞とその派生形式の構造にほぼー

ても間に合わない) 致するということである。これは琉球方言にお

ける基本の終止形の成立過程を究明するのにな

3. 活用の種類 んらかの示唆を与えるものと思われる。

3. 1 種類

活用は大きく 1， U， 皿に類別される。!と

Hは未然形から連用形2 までの変化部で区別さ

れる。その中でも未然形の変化部の違いは大き

い。 1• IIと皿とは命令形の変化部で区別され

る。

iの中では更にl.1からI.5まで類別され

るが， I. 1からI.4までの区別は， 次のよう

な違いによる 。

、lA
F
h
d
 



第 30表

「有るJ I居るJ その他の動詞

(1) Iをり J Iあり」

の結合しないもの

ヮam，ヮar (有る)

wum， wur (居る)

れソを、、，，，nノムrt
-

FEE--Eaa--BEE. 

(基本)

?ar，luロしつar.Jur kakjum， kakjur 

(有っている) (書く)

(基本)wur Jum， wur Jur 

(居っている)

(継続)

連用形 + {(3) てをり

れツあてA可

3.3 所属動詞

次に，今回の調査で得た動詞を各々の活用型

に分類して示す。

尚，動詞の所属類別は厳密なものではなく，

特に下位部類は今後詳しく検討する必要がある。

ここでは古仁屋方言の動詞語形を示すのが目的

である。また，語形を示すとき，基本の終止形l

を代表として示す。

( 1. 1の 1]類

hatarakjum (働く)?arkjum(歩く)

kikjum (聞く)makj um (巻く)?ukjum 

katJum， katJur 

(書いている)

(継続)

katJa， kaも，Jar

(書いた)

(完了)

(置く) kakjum (欠く) ko: rakjum (乾く)

kawakjum (のどがかわく) Cikjum (引く)

sakjum (裂く) Jikkjum (沈む) tikjum 

(尖く) t.i kj um (着く) t正kkjum(続く)

tukkjum (届く) nakjum (泣く)Fukjum 

(吹く) jakjum (焼く)wakj um (湧く)

C I. 1の 2]類

つwi:gjum(泳ぐ )J-ioj11TTI(注ぐ)

JImjugj11m(績ぐ) tugjum (研ぐ)

nugjum (抜く)
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[ I. 1の3]類

naSum (産む)?uSum (押す)kakSum(隠

す)karaSum (貸す )kja:Sum(消す)

kubuSum (こぼす) saSum(刺す) ? i: ku-

S Sum (叱る，言い殺す)damaka S um (縄す)

no: S um (治す)

〔卜 1の4]類

ワutSum(打つ) ka tSun (勝つ)

[ I. 2の 1J類

ワasibjum (遊ぶ)?ukabjum (浮ぶ)

? irabjum (選ぶ) kab jum (嘆ぐ)

?umb jum (埋める)

〔ト 2の2イ〕類

つamjum(編む) jumj um (数える)

kamjum (噛む) tammjum (頼む)

ワumjum(熟する) s imjum (済む)

t・ikamjum(摘む)nus l'mjum (盗む)

numjum (飲む)

[ 1. 2の3イ〕類

?ahagarjum (明るくなる)つatmajum (集

まる) ?inojum (祈る)Fujum (堀る)

ワujum(織る)?uho: jum (送る)

wudujum (踊る)wur jum (折る)

ワuwajum(終る) ka tamaj um (固まる)

kar jum (借りる) sawajum (さわる)

S i bar j um (しばる) llu: j um (閉める)

?ibajum(威張る) nudr jum (すベる)

?ubujum (おぶる) sujum (剃る)

damajum (黙る) tikrjum(作る)

tumajum (泊まる) Fur jum (降る)

mujum (漏る)warjum(割る)

[ I. 2の 3ロ〕類

kar jum (刈る)

[ I. 2の3ハ〕類

kabr jum (被る)

〔卜 3]類

muk話:j um (迎える)ワut・irjum(落ちる)

?uk'i rjum (受ける)?ag'irjum (上げる)

?uhe: r jum (開ける) ?iri jum (入れる)

つwi:jum(植える) kur i jum (与える)

t九'mi:kijum(つねる) n・idijum (飢える)

duge:jum(動く)

m? a: r i r j um (生れる) ?ubijum(覚える)

ワurijum(降りる) ke:jum(変える)

k話hejum (欠ける) k話he jum (掛ける)

kari : j um (枯れる)kata:mirjum (かつ

ぐ) kaggi:rjum(考える) kune j um (がま

んする)日i:r jum (消える)kusarijum 

(腐れる)山r・1・jum(暮れる)ぜurabi' jum 

(比べる) kuttl'kijum (くっつける)

kuijum (越える) kw"Ei: rjum (肥える)

mangirjum(転ぶ) t um i jum (さがす)

?abijum(叫ぶ) samijum(覚める)

ne: jum (萎れる) Sirjagirjum (精げる)

s l' 9 l' r j um (過ぎる) s・it i j um (すてる)

s i jum (磨る)kakgi r jum (かつぐ)

s i : j um (添える) si da ti j um (育てる)

taskj um (助ける)dar"irjum (疲れる)

t九jum (釣る)t'¥jum (照る)

? i d3 i jum (出る)nad l' jum (撫でる)

Cingijum(逃げる) j i : jum (酔う)

wasirijum(忘れる)

〔卜 4の 2]類

凶rjum (着る) n i r jum (煮る) j i r j um 

(坐る)ワir jum (射る) hanaC i r jum 

(くしゃみする)

( n J類

?ara jum (洗う)ワ0:jum (会う)

?u: r j um (追う)?utajum (歌う j

ワutag ajum (疑う)murajum (もらう)

q
J
 

F
H
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(高くば

えしなければ‘よい)

tahak b e h話rJi jasik sIra m 

かりして安くしない)

takka j um (壊

tikajum (使う)

no: jum (縫う)

t ikanajum (飼う)ぜir j a j um (きらう)

s :ittakrjum (すりたくる)

わす)

tahak gadi nati nja: ko: ra ra m (高く

までなってもう買えない)

J i p jum (吸う)

narajum (習う)

tahak du Jum (高くぞする)

tahak du Jum munna ?ara m kaja: (高く

ぞするのかしら)

nigo:jum(願う)

形容詞の活用

提示形2.4 活用体系

湯湾方言同様，古仁屋方言の提示形も「連用

形十 ja (は)Jの融合したものである。

t i t I m t a ha kk a n e: (決して高くはない)

hanussa tahakka ne: (芋は高くはない)

tahakka ne: mun ko:juntJも jawuram 

(高くはないが買う人はいない)

第

31表の通りになる。記述方法はすべて湯湾方

2. 

古仁屋方言の形容詞の活用体系を示すと，

言の場合に準じである。

汗三用舌

終止形 1終止形 2終止形3

古仁屋方言の形容詞の終止形には 3形があら

2.5 

条件形I

t ahasaraba kw話:kiran (高いなら買えな

い)

2. 1 

われる。各々の用法についての四本氏の内省をF e' : s a r a b a j i t tJ a m (早いならよい)

次に示してみよう。条件形 22，2 

終止形1

kun jama ja tahasa (この山は高い)

これには話し手の感動・驚きが含まれている。

、、，，，，
'
E
A
 

r't‘、、t ahasa rba kw話:kiran (高ければ買えない)

F e : s a r b a j i t tJ a m (早ければよい)

連用形2.3 

終止形2

kun jama ja tahasam 

話し手が「この山は高いjと思った時に用いる。

(3) 終止形3

(この山は高い)

(2) najum ( ，....になる) ne: (ない)に接続

Jinamun na d3ind3in tahak najur (品物

する。

(1) 

(この山は高い)kun jama ja tahasar 

客観的にみて(他の山と比較して)

がだんだん高くなる)

?are: ba ja kjurak najum (洗えばきれい

「この山

が高いJ時に用いる。

以上の四本氏の内省によれば，終止形I

mja nu: ga ?usok natan nam 

になる)

kure: 

-終

止形2 は話し手の主観的判断，他人はいざ知ち

ず自分はこう思うと話し手が判断する際に用い

あなたはどうして遅くなったか)

nidan takak naJum (値段を高くする)

hanussa tahak ne: (芋は高くない)

sa i (さえ) be h話r(ばかり) gadi 

(もしもし，

られるようであり，終止形 3は客観的事実の叙

述，誰がみても確かにそうであると話し手が判

(2) 

断する際に用いられるように思われる。

A
性
F
h
u
 

司
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(まで)d u (ぞ)に接する。

sira mba jitも，Jamun (高くさt ahak sa i 



古仁屋方言形容詞活用

分 形 :主主 形条件 条形件 連 提 終終終 形連体 係結形 推 名詞形 強 続接形用 止止止 量 調 所属形容詞
類詞%衣 1 I 1I/'2 形震形l 形2 形3 形 形

nagasam ( 長い) Juwasam m((若弱(い美い
1 高 い taha I sara凶 sarba1 k 1 Qka 団組mI sar 1 san 1 sar 1 saro:1 sa 1 saQ 1 sati I kurasam (暗い)wahasam ( .t'j'v' ) 

可ikjasam(近し、)kjurasa し
い)

2 早 い F忌: I ，F H FF F， 1 " I " FF F， 1 " " 1 ，， l '， " 1 ?lIFe': sam (大きい)

3 摩 い ju(:泊0:I " 1"  " " i" I " 1" " i " " " 1" "旬sosam(遅い)

4 遠 い tu : I " 1"  " "1，， 1 " 1" 1 " 1" 1 ，， 1 " 1"  ，， 1 tI u: s am (強い)

karLIsarn(重軽いu、)wa rsam (悪い)
5 低 い Cik I " 1" 泊 k 1 saQka 1 " 1 " 1 " 1"  1" 1 " 九;H ・?ubsam(mv') mi.・:sam (新しい)

6 暑い ?at tara tarbal hk ItiQ凶 ta tan tar tan tar tar0:1 ta 1 taQ 1 tati-

si.'daIam (涼しし、)hadkaIam (恥
1 めずらしい m'idra I Iara凶 Iarba I I ak I I a Q回 I a I f am I I ar I I an I I ar I I aro : I I a ! I a Q I I a t i しい)? i tI on aI am (忙しい1) 
n I I I _ I ?utur$am (こわい)

一ートー

2 良 い ji Q 伽凶い

n(aなJUるr) n(eな:い)I 必L((R時人K ) mr ;(/もづ引) (doぞ"') 

接続する ne: ItIikin 1 1 tu(と)

(なし、)I I I I I ~~~~.I I I J叫a〈よ(mがりa 主な接辞 du I I I kara_ I I ( J: IJ) I 
(ぞ) I I (から・ ) 
g adi: 理由)1 I 1 hara 
まで)I I I 1 (から)
sai I 1 b，e'he r i 
(さえ)I I tばかり)
beheri I I gadi: 
(ばかり) I (まで)

(た)

第 31表
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次に，その用例を示す。 2.7 係結形

終止形1 係結形に-n，-r両形があらわれる。

?i r ju ja kjurasa (色は美しい) 動詞の活用では係結形 1，係結形 2 を認めたの

kun jama tahasa (この山は高い) で，形容詞でも平行的に 2形認めるのが妥当で

k u n s i. h e : j a ta ha s a (この酒は高い) あろう。第 31表では係結形として 1形にまと

kun jama Ciksa(この山は低い) めたが，用例は別々に示しておく。但し，動詞

kjurasa ja: (美い、ね) に存した疑問詞または代名詞の不定称はー r

終止形2 で結ぶというような制限はない。

kur i m ?ar i m suppa i j i ttJam (これもあ -n形

れも皆よしづ っikjaJigagaJi gadi tahasan (どうして

kun jama ja taha sam (この山は高し、) そんなにまで高いのか)

kun jama Ciksam (この山は低い) s i. he: du tahasan (酒ぞ高い)

終止形3 ku r d u j i ttJ an (これぞ良u、)

kun jama ja tahasar (この山は高い) - r形

tahasar jawom(高いです) ワikjaJigagaJi gadi tahasar (どうして

?arrja tahasar kaja: (あれは高いだろう そんなに高いのか)

か) sihe:dutahasar(酒ぞ高い)

kun jama jaつanjama jukma tahasar kur du j i ttfar (これぞよい)

(この山はあの山より高い) diri ga tahasar(どれが高いか)

2. 6 連体形 2.8 推量形

用例は次の通り。 ?anつju: ja taha: saro: (あの魚は高いだ

naitfi ja wahasan tfikin ?id3a (内地は ろう)

若い時に行った) 2.9 名詞形

tahasan s .lohe : ja ko: ra m (高い酒は買

えない)

jumakuri ja Cigjursan karan sOitu 

F u t tf a ? i d 3 i r a r a m (夕方は寒いから外へ

は出られない)

tahasan kara kwe: kir ja m (高いから買

えない)

t aha sam mun na kw話:k弘rja m (高いも

のは買えない)

用例は次の通り。

ワanjo: nja:nar?uFoe:sa tam(あのねも

っと大きかった)

?ankoro ja tutOim tahasa ta (あの頃は

ずいぶん高かった)

kitto t号hasataro: (きっと高かったろう)

tahasa 9 i sam (高そうだ)

tahasa ga tf¥ gjajur (高さが違う)
m irba tahasa m wakajur (見れば高さもわ

たりまえ)

tahasam mun naワatar imae (高いのはあ かる)

tahasa J i wakajur (高さでわかる)
コ

ワarga tahasa tu kurab・ij um (彼の高さ

ハ
h
v
F
h
u
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と比べる) Jirjusam(白い) f) i kr j a sa m (少ない)

kun t~hasa jukma tahasar (この高さより s i : sam (すっぱい)?iba: sam (狭い)

高い) 可ikjasam(近い) tu: sam (遠い)

kun t~hasa hara h~hajum (この高さより nagasam (長い) ni gjasam (苦い)

はかる) c i r j u : s am (広い) juwa:sam(弱い)

t?hasa bHh e-r i h号hajum (高さばかりはかる) UamJ類

?an tahasa gadi tukkjum (あの高さまで つuremaJam(うらやましい)ワuturuJam

届く) (こわい) wahaJ am (おかしい)

kum tahasa m ne: (この高さもない) つutunaJam(おとなしい)

2.10 強調形

も，Ju: s a d do: (強いぞ)

t ahasad do: (高いぞ)

2. 11 接続形

tahasati' kwe: kirja m (高くて買えない)

?uFe':sati tiko:ra m(大きくて使えない)

?a t ta t i ?o: J ur j a m (暑くてかなわぬ)

kuma ja natta sidaJati Fuju ja nuk-

sati nu:も，Ji m ? ja: ra m (ここは夏は涼し

くて，冬はi昆くてなんともいえない)

3. 形容詞語例

次に，今回の調査で得た形容詞を， sam語尾

と Ja:m語尾に分類して示す。

[ samJ類

? arasam (荒い) ? asasam (浅い)

Fukasam(深い)?uFe:sam(大きい)

j ugo: sam (捧い) kusasam (臭い)

klru:sam(黒い) kjurasam (美しい)

k?ura: sam (暗い) karsam (軽い)

ku Fasam (固い) katasam (固い)

づubsam(重い) ma: sam (おいしい)

wahasam (若い)?amasam (甘い)

'iUS i sam (薄い) Cissam(薄い)

ワatsam (厚し、)ソahasam(赤い)

ワ0:sam (青し、) 'i i ns am (こまかい)

※古仁屋方言では [k， g， t， d， s， 

r， p， b， m Jはそれ自身で1拍を形成

する(成拍的)。上記資料でそれらが 1拍

を形成していながら，特に他の音と混同さ

れる可能性がある場合にはその下に lを付

しである。例 ?atsam(厚し、)以下， これ

に準じて記述する。

助動詞

今回の調査で得た，いわゆる助動詞に相当す

る古仁星方言の諸形式を示す。

1 tam ta (た過去)

kusa tur ju: tam ( ta) (草を取りつつあっ

た)

kusa tutu tam ( ta) (草を取っていた)

nja:つuhi' r j u tam ( ta) (もう起きつつあ

った)

nja: ?uh旨tutam( ta) (もう起きていた)

kusa tutu tam mun d3a ja: (草を取って

いたんだね)

2. m (ない。否定)

nu:n tura m (なにも取らない)

Jiken ?uki'ra m (試験を受けない)

円
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3. jawom， jawor (です，ます，ていねい)

?arr ja kusa tu tu rj awo r(彼は草を取っ

ています)

? arr ja ka与jawor(jawom ) (彼は書きま

す)

?arr ja k?Liur Jawora m(彼は書いていま

せん)

4. tIag話sa，tIag話sa m tI a 9 e s a r ( ，...，しそう

だ，様子)

kusa tur tIag e sa (可a9 e' s a m， tI a 9 e s a r ) 

(草を取りそうだ)

nja: jagati kjuも，Iag e sa (もIag話sar) 

(もうやがて来そうだ)

5. n Io : j um， n I 0 : j ur ( ，.."しなさる。尊敬)

9an L111:ja d3i:kaki nfo:jur (あの人

は字をお書きになる)

?anもIL:jakmat11ri nJo:j11TTI(川0:

j ur) (あの人は草を取っていらっしゃる)

6. jassa， jassam， jassar (，...，しやすい

容易)

d3i: kaki jassam( jassar) (字が書きや

すい)

tur jassam( jassa) (取りやすい)

9. r l' m r i r (れる，受身・可能)

LJU n tamma r-m(I-k-r )(人に頼まれる)

もJU9kmsarl r(人に殺される。この文脈

では rImは使えないとの報告があった)

も，Jun tas ik"l・rar'i m (人に助けられる)

kju: hara ?uhira r・im (今日から起きら

れる。起きることができる)

1υ Ium， Iur (す，使役)

d3i: juma Ium ( Iur) (字を読ます)

d3 i: kaka Ium ( fur) (字を書かす)

mar ?ukira fum (fur) (ボールを受けさ

せる)

hanusnirjafum(fur) (芋を煮させる)

fikinつuki ra fum (試験を受けさせる)

kag ko: Ium (ここへ来さしめる)

11. d3a (だ。指定)

?arrja FunI d3a(あれは舟だ)

つar r j a f i ma d 3 a (あれは島だ)

ヮurkusa ware: mun d3a (それこそ笑い

ものだ)

つura ja ?ar jukma d30b d3a (君はあれ

より丈夫だ)

7. gurfa， gurIam， gurSar ( ，...，しにくい 尚，成稿にあたっては，次の諸文献は直接・

困難) 間接に多大の参考となった。

d3i: kaki gurSam(gurfa) (字を書きに 服部四郎「琉球語J ( Ii'世界言語概説』下)

くい)

?arrja tur gurJam (gurSa) (あれは取り

にくし、)

8. bufa， bufam， buSar ( ，...，したい。願望)

d3 i: kak buf a (buf am) (字を書きたい)

ki: n nari tur bufa(bufar) (木の実を

取りたい)

kag ki: bufar (ここへ来たい)

" 『日本語の系統』
仲宗根政善「沖縄方言の動詞の活用J( Ii'国語

学.JI 41 ) 

" 1"琉球方言概説J( Ii'方言学講座』

第四巻)

平山輝男・中本正智『琉球与那国方言の研究』

平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球方言の総

合的研究』

" " " 『琉球先島方言
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の総合的研究』

外問守善『おもろ語辞書』

" rr混効験集』

鈴木重幸「首里方言の動詞のいいきりの形j

( rr国語学.!I 41 ) 

" rr日本語文法・形態論』

上村幸雄『沖縄語辞典』

服部四郎・仲宗根政善・外間守善編『伊波普猷』

全集』第四巻

都竹通年雄「方言文法論の方法J ( rr国語学』

12 ) 

金田一春彦「時・態・相および法J( rr日本文

法講座.!I 1 ) 

渡辺実『国語構文論』

" rr国語文法論』

定されてきている。

その中で，服部四郎博士と平山輝男博士の説

を概略示すと，次の通りになる。湯湾方言を例

にとる。

書く 服部説 平山説

kakjui 連用形十ヲリ 連用形十ヲリ

kakjun 連用形十ヲム 連用形+ヲルモノ

すなわち，両説は-n語尾の成立過程でわかれ

る。

平山博士は宮古方言の kakI (書く)も「連

用形十ヲリ」 の融合変化したも のであると推定

される。

本稿でも第 24表・第 25表・第 30表を通

して終止形成立について言及したが，そこでは

連用形に「ヲリ・ヲム」に関する形式が結合し

南不二男『現代日本語の構造』 ているか，いなし、かにのみ視点をあてて論じた。

阪倉篤義『語構成の研究』 そのために，たとえば-n，-m語尾の終止形

大久保忠利『日本文法の心理と論理』 に対しでも「連用形十ヲリ Jと記したところが

" rr新・日本文法入門』 あり，記述に正確を欠くところがあったことを

奥津敬一郎『生成日本文法論』 ここに補足しておきたい。

高橋太郎「標準語の動詞と京都弁の動詞J( rr 宮古 ・八重山の kakl"m(書く)にあたる形の

言語生活.!INu270) 成立については，いましばらく 保留してお く。

北原保雄「助動詞相互承接についての構文論的

考察J( rr国語学.!I 83 ) 

" r補充成分と連用修飾成分J( rr国語

学.!I 95 ) 

" r修飾成分の種類J( rr国語学.!I103 ) 
(本稿の古仁屋方言の部分は九学会連合・奄美

総合調査の言語調査資料の一部報告である)

追 補

琉球方言の動詞の終止形の成立過程について

は、共時的・通時的両面から従来いろいろと推

ハ
可
〕

に‘リ
可
B
A



湯湾方言の助詞文例

以下は， 1975年 12月 26日， 溝辺クニ

( 1890年 12月 20日生)，溝辺サチ(1904 

年 11月20日生)の両氏より調査したものであ

る。

kju: wa:gga saki hl:ta 

今日 私が 先 起きた

na:gga mmo:ppaja wanum ma3LO 

貴方がし、らっしゃるならば私も一緒に

ワikjo:

行きます

taro: ga ganfi つiもJuta

太郎が そう いっていた

ワa1) ja:ja wa:kja: つujaFu3inu

あの家は 私の 本家

j a: tも，，Ji

と

kur e : ta: mu:gg a 

これは誰の物か

udui mi :gia: つikjo: 

踊り 見に 行こう

つaggan話:nJun hatarakja: ja ura:g 

彼のように 働くのは いない

ワarる:gja wakajumbau wanu:gja 

彼は 分るが f.Lには

kikjasa:g 

聞かさぬ

hajaku tujunもIunu mu:g 

早く 取る人の 者

k・i:nu judana:g hananu sakjui 

木の 枝に 花の 咲く

i da to : n u S i m a 

枝手久の 島
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ワamanam me:juse: nu:kai 

むこうに見えるのは何か

ワamma:ga ワid3iko:も.JiつitSu tantS i 

母さんが 行って来いと 言っていた

ワuraga つjusる: si ro: 

君が言うのは うそ

mitJainu utJi taru:kad3a 

三人の うち 誰かだ

miもJa i n u u t，Ji n u tJ u i 

三人の うちの一人

ワanもJunu ワujaja bio:kid3a 

あの人の 親は 病気だ

hainu min 凶 tJik?urir i 

針の 孔 通してくれ

ta tami nu hi i j a k?unna 

畳の へりは踏むな

wa: つamma:9 a ?i mo : j u i 

私の母さんが いらっしゃる

Sigutunu jukka: i hi3imI 

仕事の はじめ

so : 3 i nu ワato :つarる:mun 

掃除の 後は 洗い物

ワid3 a s i tSi :g k j a ワid3asI natSi :gkja 

出すとか 出さぬとか

ワitJu ta 

言 っていた

つuro: da:nu k?waga 

お前は どこの 子か

もJ?uga

nagatanu a
 

M

ふ
子長田の

na: sidaggwaja つl'kutsi nu 

貴方の長男は いくつの



tuIinu llwaga 

歳の 子か

ni d3u : nu ふa

子の十一一
wa tanu ワitIasanu つ0:I i ra:g 

腹の 痛くて たまらない

ワumana:g habunu ワuta ssI ga 

そこに ハブの いたが

ワikja:Iin sIrantina 

何も しなかったか

kadz Inu Fukjui 風の吹く

つantIo: kakann話:m muduta 

あの人は書かないで 戻った

waoga kakjui 私が書く

nidannu ta:sa 値段の高い

ku:g Iinjo: ta:sanu kauraran 

この品物は 高くて 買えない

k'i: nu na i 木の実

つamInu Fujui 雨の降る

j amml' : ja つadd31'ni 
( n) 

兄さんは 父さんに

nif Ia ba: ja 

似て 姉さんは

ワamma:ni nif Ia 
( n) 

母さんに 似ている

ワututuni kagan jaraIui 

t，* ，-= ( n )会mi) -
未に 鏡 くれる

ja:nint"i:ja suppai ja:na::g ui 

家族は皆 家にいる

ワama:も，Jiワikubo: つ。:sarl" i 

あそこへ 行くと 叱られるぞ

wa: kjaga つinjasa:ntukinnja

私達が 若い時には

I i mahaz'irunan 

村はずれに

ワu: 9 .;: nu ta tもIuta

大きな木の立っていた

つujanu m話:na:g uro: 

親の 所に 居ろう

ta ru::g ja ratIi 誰に くれたか

っadd3i:ja wakukaUi ワid3a

父は 仕事へ 行った

kabi nao ka tfl' ワumutina::g

紙に 書いて 表に

ワuも，I1t s l'ki r i 
打ちつける

hana mi:gia: ワikjo:

花 見に 行こう

つut u t u 0 ka ka I i : 弟に 書かせる

nad3e kaもfi ワikjui 名瀬へ行く

m?anan nujui 馬に乗る

ワuraja da:kaも，Ii つikjui

君は どこへ 行くか

kumakara つamagadi tubikii 

ここからむこうまで とび越えなさい

hakuja ki: Ii ts?uku.iui 

箱は 木で 作る

kuriIi tsukurarinja 

これで 作られるか

homma: gaつ'imo:j uoganenI I i surl' 

おば.あさんが おっしゃるように しなさい

つamija ti::gkjara Fujui 

雨は 降る天から

tu3inu llinju FunU Ii 

妻の 昨日 舟で

t山

徳之島へ 行った

sikamakara juggadi hataratIa 

朝から 晩まで 働く

se:ja kum包IIi tsukujui 

酒は 作る米で
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FuI Iu: ja hamakara ワai tI u ta 

じいさんは浜から 歩いていた

mi tI ikjara つai tI u ta 

道から 歩いていた

(本来は kjaraであって， karaは新しい

感じという)

hare: kaut~ ko: 

油の肉買って来い

sImI ma wa i I h nadZ.1 つid3a

住用 経由 して名瀬 行った

(今は naIe という

〔前の文例では

nad3e J 

kju:kara kakiha3imi 

今日から 書きはじめる

rn?aKaraML 

m?aI Ji tfa 

馬から 来た

馬で来た

m?a n川ぷ 馬乗って来た

m?anan nuti 叫もJ日
馬に 乗って来たと

namagadi mattIutIn ko::g 

今まで 待っても 来ない

tsIkinu ワa9 a 9 9 a d .i h a t a r a tf i tI a 

月の 上るまで 働いて来た

warabYI111Gi mitJ jamme: 

子供の 二三人 庭で

nanti つaIidui

遊んでいる
フ

ku:g jamaja ワa:g jama jukwa 

この山は あの 山より

ta: sa: i 

高い

k叫

去年より 今年は 温い
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ワintu mja:tu dugga sikjuru 

犬と 猫と どちらが好きか

kaJikj11:I-tuoukt11kaifi ko: 

蒸簡 と 日と 借りて来い

ka titJ可 kつur1rl

(目上)

ワotsukisamatu FuIija jurudu 

お月様と 星は 夜ぞ

ワi3 i ju i 

出る

つagati mo: jui 

上がってこられる

ワamma:tu mad3 i:gワikjo:

母さんと 一緒 行く

sugu mud凶 ko:ぷっamma:ga 
すぐ戻って 来いと 母さんが

?imo:tIa 

おっしゃった

つikjambo: naranもJi つitIu ta 

行かねばならないと 言っていた

つan tJ unu kakj untI i つiもIa

あの人の 書くと 言った

kab inan s"inIi d3 i: kakjui 

紙に 墨で 字 書く

namai(ba) ju:tIa:g kakjui 

名前を ていねいに書く

kuri( ba) muti これを持て

つatI a: d u k j u i 明日ぞ来る

kanIa:g 
? ? 
kiujukwa neu 

こんな 着物しかない

wa:gga jumjui 私が読む

wa:ggadu jumjui 私がぞ読む

kauJandM 

勝った人にぞ 呉れる

muもfi:du t S11K11j U i 餅ぞ作る



w a 9 9 a ka k j u i 私が 書 く

kugga つiHILi これが良い

muJ i ワutu tunu urambo: sug u 

もし 弟の居なかったらすぐ

muduti ko: jo: 

戻って 来いよ

kun wasiribbo: kikjando= 

これ 忘れたら 聞かんぞ

kuri' was'i ri jatin slbbo: 

これ 忘れでも しfこら

kikjando: 

聞かんぞ

FuJJu:ja つitsi" ?Imo:ふi
じいさんは いつ いら っしゃるか

tagga jusItiga ja: ro: wakarag 

誰が 知らしたかしら分からん

kure nu:kai これは何かしら

d 3 i: J i j a n tJ 0 : w a n tJ u i d a r 0 tI i 

字 知らん人は私一人 でしょうかと

wanum ma3 i 9 kamo: 

私も 一緒に食べよう

kurig ')arig s~ppai i tも，Ja:n 

これもあれも 皆 よい

J{turaban Jiturandarbag 

捨てようが 捨てまいが

つura:

君

ka t i sl" ri. 

勝手 せよ

to:tsuburun Jibuin do:kunin 

かぼちゃも 冬瓜も大根も

tu t i ko: j 0: 

取って 来いよ

ma tsug i 9 ga3 i marug i 9 
? 

ワuratun

松木も ガジマルも 生えている
p 

bijakunu ワagati ja: gadi 

津波の 上がって家まで

nagara sa t ta 流された

taro: n tJ?unnja 太郎も 来ているか
? ? 

っaklti" kuntin tigutuba 

明けても 暮れても 同じことを

ワjun

言 う

つikja i~ig kikjag 

どう 言っても聞かん

ワar・i."9 ku r i 9 j i t tJ a: i 

あれもこれも よい

katJig kakantIg jittJa: i 

書いても 書かなくても よい

m i : 9 kutJ i n ne : g 

目も 口も ない

uttui du 心ro

一昨日ぞ 来たんだろう

kure: 
? 

ta t t"a :mug 

これは 誰達のものか

っ。 :ja ki:sai 粟は きいろい

ワ1nna つu.iakatanu ワjugkutu kikjui 

主人の 言うこと 聞く

J i ro j 1ぷva warusa 

白より 悪い

犬は

k~r吋 a
里 は

he:ku h正:bbo: munna muro:rui 
(a j a ) 

起きれば‘ 物は もらえる早く

つuro: sugu he: ku ko: jo: 

君は すぐ 早く 来いよ

ku 9 j a: .i a h i : s a j a : 

この家は 大きいね

kwagkjo: da:吋i ワid3aka i 

子供は どこへ 行ったか

kur i jlぷ
これより あれが よい

sanJ irujlぷ:ko to 9 a j i ttJ a: i 
三味線より 琴が よい
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gaiJaru kutu Jusi: ワurajul{wa

そんな こと するのはお前より

Fukanja uran 

外には いない

sa taj a ワamasa:mbam maJuja 

砂糖は 甘い が 塩は

karasa: i 

カミちし、

つuraju~wa Fukannja warusankutu 

お前より 外には 悪いこと

JusI: uran 

するのはいない

wanna Fujujuk6: natsuga jitも，Ja:i 

私は 冬より 夏が よい

つuran jaraJusi nu:n ne:n 

お前にやるのは 何も ない

ワuro: hamme kamanne: n da:可i

お前は御飯 食べずに どこへ

つikjui

行くか

sunaJa hamanandu つan

砂は 浜にぞ ある

ワantJo: kakanne: m mudut i ワid3a

あの人は 書かずに 戻って行った

ワantJ0: kakj unも.Ji ワiも.Ja

あの人は 書くと 言った

ganJan toro:nan nama i nkja 

そんな 所に 名前を

kakuna 

書く な

juwandakeja ta:sa 湯湾岳は高い

つan jamo: ganJigade: ta: so:ne:。
あの山は そんなにまでは高くない

kur i jatSumma wa: rammun nu: nu 

これさえ 分からないのに何の

wa: J u i 

分かるか

unagusa i dikijummun j inganu 

女さえ できるのに 男の

dikiran kutunu ワannja

できない ことの あるか

FuJJu:ja se:be:i mifo:も，Jui 

じいさんは酒ばかり 召しあがっている

ワikja sabぶ:i ワakkaitJi judinnju 

いくつぐらい あるかと 読んでみよ

kun つjuja つikjassabe":i sukl(ai 

この魚は いくらくらい するか

w a n tS u i b e : i つikjui

私一人だけ 行く

nuJattu ganSi gad"i je: tu 

どうして そんなにまで やせたか

F?tもSu:nkja:n warabinkja:n 

大人達も 子供達も

つikjassanui 

沢山 いる

つantJune:nfi ha tarakjunも，So: u ran 

あの人くらい 働く 人は いない

つantSune:nJi:ja wanjatin 

あの人くらいは 私でも

hataradi jaD 

{動けない

つatunan tStibe! i no: ikjai 

後に 一人だけ のこるか

nu: Sattωa つagainSi binjasa:ふl
どうして あんなに 弱いのか

ts包kinu tuggad"i hat i: had"i 

月の上がるまで 畑 耕す

wa:kjam つmanan nuiUasaja: 

私達も 馬に 乗りたいなあ
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na: kjan ko: ranna 

貴方達も 買いませんか

urikjan 君らも

kumanan つannja あるか

da:nan つai どこに あるか

suro: つju:na うそを いうな

homma: ja ja:nan つumo:junn ja 

ばあさんは 家に いらっしゃるか

kundo ワumo:juntIo: FuJIu: nja: 

今度いらっしゃる人は おじいさんかな

FuIIu:のことを今はオジーサンという 。が

大昔はつu:3u:といった内

nama ワikubo ワ0:juddo: 

今 行けば まにあうよ

つan unago: kjuramundaro 

あの女は 美しいだろう

ワuro: つikjunja ワikjanna 

君は 行くか 行かんか

kurina つarina これか あれか

kurid3a ワari d3a これだ あれだ

tu: t i kko: 蛸取って来る

kun Iiguto: narawanJute darijui 

この仕事は馴れないから疲れる

ho: raJa taja: 嬉:しかったなあ

Funto: nada:gadi ututa 

本当 涙まで 落とした

ni:ro:Jaja: よい格好だなあ

m iu raJ aja: 珍らしいなあ

u t i juddo: 落ちるぞう

つagga tumu tus e diruka i 

彼が 捜しているのはどれか

9 anJ i 9 a 

だから

JU:Fun 

よく

? 
ki: tsikHujO: 

気つけろよ

つurikjo: jU:Fun kange: surujo: 

君らは よく 考えなさいよ
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wa ra b i t u t u r i : n a 

子供と けんかするな

kode kode na:kjo: nu:Iattuga 

これ これ あなた方は どうして

j ude : ku nataru 

おそくなったか

sense 1 namadu ワumo:可ina

先生 今ぞ いらっしゃったか

rlamd11LJln 今ぞ来たか

ワanjo: na:nai Fi:sataro:ga 

あのね もっと 大きかったでしょう

junija FuIibarItija: 

今晩は 星ばれるだろう

kju:ggaja:ro: ko:ngaja:ro: 

来るやら 来んやら

wakaran 

分からん

ka: ssab話:i m u t t J i ko : 

これだけ 持って来い

kum i be : i j a t u t i ko: j 0: 

米だけは 取って来いよ

つagga ku:bo= wakajui 

あれが来れば 分かる
? 

ワabbo: wanun kur i rI 

あったら私も 呉れれ

ワam '1 n u F u t i n ka z i n u s u 3 i n 

雨の 降っても風の吹いても

wanna ja3 i n つikjui

私は 必ず 行く

junlgata:ja higgjusa:bba 

夕方 は

sutukatSija 

外へは

寒し、から

つigirarando:

出られぬぞ

wa ng a kaku ba ワuro: kakantin 

私が 書 くから 君は書かなくても



j i tも，Ia: i 

よし、

? 
っul)katIi つikjagaもHnja:

海へ 行きながら

~vë! muttIi ワiki:
肥料 持って行く

? 
ha t l'kaも，Ii 

畑へ

9 anI e ! Iin surantlg ワur a! ka t t1. ! 

そう しでも しなくても君 勝手

nu! tSi ワitIi g k i k j a g 

何と いっても聞かん

ワlirajuK1mtaha:i 君より 高い

kju: ja つikjanil)つatSa! つikjo:

今日は行かないで明日 行こう

numanm m mudu t i ko: 

飲まないで 戻って来い

nakann-i : g ワaiki

泣かないで歩け

kunSinjaja ta:sanu ko:rarau 

この品は 高くて 買えない

h i : t i m i tJi nnI 起きて 見なさい

nats話:hi n j11Ji nu nag u:sa 

夏は 臼の 長い

natse: jurunu marusa 

夏は 夜の 短い

kakubo: kakaru i 書けば書ける

ta:sa:bbo: ko:nna 高いなら 買うな

kag ko: ここへ来い

つamakatS?i あっちへ

kakubo: kaki 書くなら 書け

wanunnja dikirag 私には できない

wagjabbo: Sui 私ならば する

m -iz'i ja tin nuntSasa 水でも 飲みた

し、

t a r u: j a t i g ko : 誰でも来い

lfi6← 

wamba ko:もh つumo:も，Ia

私を 来いと おっしゃった
? 

kazInu Fukubaja hananu 吋ir i j ui 

風の 吹けば 花の 散る

ワannja ne: nna あるかないか

つakka ne: gko: wakarag 

あるかないかは分からない

ワablti-mmukawan 

呼んでも ふりむかぬ

つabit"ig kikjag 呼んでも 聞かぬ

ma t tIu tambag ko: n ta 

待っていたが 来なかった

ku!kぶ:I i g do: i j a ne: n t a 

後悔しでも 取り返しはつかなかった

つitS an tS i n do ! i j a ne! n t a 

言うても 取り返しはつかなかった

ganSigade: つarag

それ程までは あらぬ

mja: 9 ana: ワiki 見ながら 行く
? 

na: ja: katS i muduro 

もう 家へ 戻ろう

na: na:iggwa Si:ra muduro 

もう 少し してから 戻ろう

kure: ta: mugkai ja: 

これは誰の物かなあ

つakena: つuduruもIa あ大変だ


